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グ の 学究 の グー アフ バジ ンク 
| 風 の ク ロ ノ ァ 


見 る 畜 同 
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隠し 面 も 含め て 、 全 ビジ 
ョ ン を 詳細 マッ プ つ き で 
完全 攻略 。 |「 ク ロ ノ ア 」 初 
心 者 に も や さ し い 基本 ア 
クシ ョ ン 解 説 つき 。 開 発 
者 イン タビ ュー も 楽し い 
了 必携 愛蔵 版 ガ イド ! 
A5 科 128 ペー ジ 1.000 円 + 税 ISBN4 -09- 106007-2 
@1997Z 2001 NAMACO LTD. 
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| 共 が 下 ん だ 宣 れ も の 





PEFTEFPEFFTIT を すす すす すす すす すす すす さす すす すす すす 福 本 入室 生 太 及 生生 ま 呈 太 ま 太 束 】 


DE 福 福生 まま まま まお まま また お まま まち も さま まる ESEC 


隠し ビジ ョ ン も 含め て 、 
全 ビ ジョ ン を 3D マ ッ プ 
つき で 完全 攻略 。 基 本 テ 
クニ ッ ク 解 説 な どの ほ 
か 、 各 種 設定 資料 や 開発 


2 の 者 座談 会 も 収録 し た 完全 
間 遇 計 人 8 詳 間 LOU 議 攻略 ガイ ド ! 


〇 A5 判 192 ペ ー ジ 1.200 円 圭 税 ISBN4-09-102895-0 
@1997 2000 NAMCO ITD. 
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全 シ ナリ オ を 詳細 マッ プ 
つき で 完全 攻略 。 道具 
妖怪 デー タ も 完璧 。 巻 頭 
と じ こ み 付 録 キ ャ ラク タ 
ー ジ ー ル ・ 切 り 取っ て 使 
える ポス ター& ワ ー ル ド 
マッ プ つ き 愛 蔵 版 ! 


〇 A5 判 184 ペ ー ジ 1.200 円 十 税 ISBN4-09 - 106047-1 


画 大 好評 発売 中 ! 
※ 店 頭 品 切れ の 際 は 本 屋 さ ん で 注文 し て お 取り 寄せ くだ さい 。 

ご 購入 の お 問い 合わ せ は 吾 03-3230 -5749 (小学 館 販 売 ) ま で 。 
※ イ ンタ ーネット を 通じ て 書店 また は 宅配 便 経 由 で も お 買い 求め 
に な れ ま す 。 ttp:/www.shogakukan.co-jp 
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冒険 編 (1 周 目 ) と 宝 探 
し 編 (2 周 目 ) に 分 け て 、 
完全 攻略 マッ プ を 掲載 。 
ら 08 体 の キャ ラク ター 
集 る ず か ん 完成 ガイ ド も 
収録 し た 、GBA 最 新人 気 
アク ショ ン の 公式 ガイ ド 。 








バト ルカ スタ マイ ズ テ 
クニ ッ ク に 加え 、 ロ ボ & 
パー ツ デ ー タ を 全 収 録 。 
シナ リオ モー ド 旅 立ち 編 
& 激 闘 編 の 全 大 会 を 完全 
攻略 。 人 気 ロ ボア クシ ョ 
ン 最 新作 の 決定 版 ガイ ド 。 


ーー を ニー 
〇 A5 判 128 ペ ー ジ 952 円 二 税 ISBN4 -09- 106066-8 








軸 命 の 太陽 


容 られ し 時 代 


講和 PVY に UN 2 0 RNNDAOARKRKRNORNURIRKUKMMNRKRNIMSHSKCMSSCEBMSALUSIS 


冒険 の 全 舞 台 を 、 エ リア 
ご と に 攻略 チャ ー ト 8 詳 
細 マ ッ プ つき で 完全 攻略 。 
前 作 『 開 か れ し 封 印 」 が 
ら の デー タ 引 き 継 ぎ に よ 
る 隠し 要素 も すべ て 公開 
し た 完全 版 ガ イド 。 


ニー 
〇 A5 判 256 ペ ー ジ 1.200 円 了 税 ISBN4 -09- 106063-3 





画 大 好評 発売 中 

※ 店 頭 品切れ の 際 は 本 屋 さ ん で 注文 し て お 取り 寄せ くだ さい 。 

ご 購入 の お 問い 合わ せ は 容 03-3230 -5749( 小 学 館 販売 》 ま で 。 
※ イ ンタ ーネット を 通じ て 書店 また は 宅配 便 経 由 で も お 買い 
求め に な れ ま す 。 任天堂 公式 ガイ ドブ ッ ク 新 刊 の 内 容 は イン 
ター ネッ ト で 見 る こと が で きま す 。 http:/www.21010.net 

















GAWE BOY cm な 避 了 


SG い ロ NKON ERNZT SWRYzNNN 則り 











CAW@ ) 油 の め S1Na1NO っ 
/ 


記 SON 3-1 









RKLONGOAA ncAs cgAp 7odRR4AERT 

















| 寺 VISION4-8 
午 VS. ス イリ ュー 
: WORLHP5 決勝 ガー レン キャ ッ ス ズル 

= @VISION5-1 
3 evisiGNs-2 


生 お # | で 
仁 基礎 知識 ” ) 
る スト ー リ ー& キ ャ ラク ター 
夢 の 世 界 の 最高 の ヒー ロー を めざせ ! ーー 004 : 
る 飼 場 モン スタ ー 
各 ワ ー ル ド の 特徴 に 合わ せ て 出現 008 
る ゲー ム の 流れ ミル ー ル 
ピジョン の 構成 を チェ ッ ク ! 。 979 
る アク ショ ン 
アク ショ ン の 基本 を 覚え よう 073 
$ 画 面 表示 アイ テム 
表示 内 容 を 把握 し よう 976 
る パズル 要素 
モン スタ ー や 仕掛 け を 利用 し よう 078 
モン スタ ー 利 用 法 。 078 
仕掛 け の 利用 法 - 2 
仕掛 け 一 覧 り の 3 の 
人 き コ ラム シー クレ ッ ト モ ー ド 032 

' V | S ! oO N 「 
商 ピジョン 呈 =) 
る 攻略 ペー ジ の 見 方 934 
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: 借 VISION4-2 


| @VISION5-3 
-: 代 VISION5-4 


革 @ViSION Ex.4 

| 借 VISION EX-5 論 
な 5 ラン 最速 タ イム に 岳 潤 し よう ! 

? 読者 プ レ ゼン ト ・ 関 連 グ ッ ズ 稼 報 
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ミニ コラ ム 仙 試合 の 結 乗 2 




















VISION2-7 962 

介 VISION2-8 064 
: 苦 VS. ジ ョ ー カ ー 066 
: WORLD3 ノ とら 回 戦 デザ ー ト イー スト 
| 代 VISION3-1 。 。 の 
| 備 VISION3-2 072 
: 氏 VISION3-3 024 
: 氏 VISION3-4 。 ーー 9 の 6 
| 代 VISION3-5 078 
| 人 VISION3-6 087 
: 氏 VISION3-7 084 
: 信 VISION3-8 。。 086 
: 人 @VS. ゴ メロ ス 089 

コラ ムー ドリー ムキ ギ キャラ リー コレ クシ ョ ン 9 の 90 
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委 VISION4-3 
人 VISION4-4 
@ VISION4:5. 
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着 VISION4-7 
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クロ ノア の アク ショ ン は も ちろ ん 、 ゲー な に 登場 する 住 将 け や モ ンス ター の 利用 方 法 な ど 、 
クリ ア に 欠か せな い 情 報 を 満載 まこ こ で 寺 基本 的 な きま り ご と を チェ ッ ク し よう 。 
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ーwNMI3 せ の ーー プ >! ヽ 講 泊 講 腸 ) 


_ いつ る の よう に . 
_ 弟 い を 芝 え 、 
_ 夢 の 寿 に 議 衝 を 収 り 戻 し を クロン ア , 


そう し て 





Pe 


Ge の ーーー ン 


そん な 彼 が 見 上 げた 空 み ら 舞 摩り て きた の ば は. 
/ だ ワー ムチ ャ ンプ ・ ト ムー ナメ ント / の 胞 筐 を 部 ら せる: 
7 攻 の 粘 待 チケ ッ ム だ っ た を 。 


ふと 気がつく と 、 “ 
クロ ノア は た ぐ さん の 夢 の 写 廃寺 と と る に 
見 移ら ぬ 会 堤 に 立っ て いい を の だ っ を 。 






高 問 の 萬 金 に 寿 を られ を 者 
名 声 を 筐 る を め に や っ て きた 者 、 可 ご 


ある いな. 
ルーフ ザント の えれ 5 誠 の らい を みぎ つけ た 


旭 
さま さま な 思 肛 が 海 大 く 会 場 で ンー ー 
クロ ノン ア な は た を た だ 、 き 
茸 高 の ヒ ーー ロー と いう ぐす ぐつ と イキ ンチ ーー デー 
時 廃水 を 敵 え と が ら せる の だ っ た 。 チル ま 
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” 所 


_ や ん ちゃ で 好奇 心 あ ふれ る 主人 公 。 優 
勝 賞金 に は 興味 を 持っ て いな い が 、 夢 の 
世界 で いち ば ん の ヒー ロー の 座 を めざし | |。 
で 放 ド リー ムチ ャ ンプ ・ ト ー ナ メン ト 」| 菩 
へ の 参加 を 決意 する 。 
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ー ヾ Nu せめ ー こ ー フ >、 聞 人 誠人 @ 滑ら っ 1 S9 証 間 | 









| ロロ の パー トナ ー。 口 の 悪い と 
。 こ ろ は ある が 、 根 は いい ヤツ 。 あ 
、 り あま る 元気 で ロロ を 振り 回 し て 
し まう こと も ある が 、 彼 女 の こ と 
を 心から 案じ て いる 。 
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に 
- 識 - 

ト に 
2 ぼ 。。 

リ : 


で お 四 


3 ま まま SS 
- - まさ た ) も 
<A で て 。 
4S2 を * 
SR 9 

ーー NN 
の 層 』 

1 東 


MI させ の 一 


お ち つ いた 感じ の 意 の 騎士 で 実力 派 の 呼 
び 声 ナン パー ワン 。 し か し 、 こ の トー ナメ ン 
ト の 出場 に は な に か 思惑 が あり そう 。 


クロ ノア と 局 様 、. 

/ ソ ー ム チャ ンプ * ム バーナ メン ムリ だ 
閣 等 さん た 夢 の 許 更 の 写 腐 考 た ち 。 
ぞ それぞれ の 野望 赤 脇 た 旋 いて . 
クロ ノア の 表 に 交 ち ぶさ が る 。 


| =22 で いや 

| 次 コメ ロス 

2 

| 港町 で 暮らし て いる 漁師 普段 
は の ん びり 屋 だ が 、 一 度 熟 く な る 


と われ を 忘れ て 大 暴れ し て し まう 。 
お 化け が 大 嫌い 。 


へ We 

人 \\ 

座 ノ J ノ ツ 
一匹狼 の 濾 金 線 ぎ で 、 「 金 作 の 
死神 」 の 異名 を 持っ て いる 。 狙 っ 
た 相手 は 、 ど ん な 手 を 使っ て で も 
必ず し と め る の が 身上 だ 。 












実力 は 持っ て いる の だ が 、 そ れ 
を 発揮 する 前 に 、 し ば し ば こ ず る 
_ い 手 を 使っ て は 自 減 し て し まう 。 | 
人 を 買収 する の が 得意 戦法 。 









_ ず / シン い バ 5 アバ グ ー 半 二 マリ ー 生 寺 3 


昌 庄 = 二 リ い て いる 次 肢 切 の 
舞 雪 ーー レ ン の 作っ た 世界 に 
后 mmn を か ぎ つ け て 、 トー ナ | | 
に 基 紀 し た 。 















各地 を 旅 する 施政 民 の リー ダー で 、 用 


_ の 仕事 を し て いる 。 古 武道 の 達人 だ が 、 頭 有 
。 プ レイ は 大 の 苦手 。 








| 後 の 世界 に 生き る 吸血 鬼 。 全 二 界 の 美 
| 」 を 手 に 入れ る の が 夢 で 、 目標 達 成 の た め に も 


疹 うし ょ 3 めい 


優勝 し て 、 名 声 を 得 た いら し い 。 





の に アソ ス 





の AS の 
次 ノ カ 小 ニコ 
ガー レン が 作っ た ロボ ッ ト 。 コ ー ス の 
に 出現 し て 、 攻 略 の ヒン ト 


出場 者 同士 の 伝言 を 伝え た 
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ーXIV 中 引 要 へ 講 泊 妥 滞 っ 1SV: 
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0Ny 革 ア ーー ーー ニー ーー nm 
上 5 モンスター 


トー mpr ゲー ムク リア の 重要 な な カギ を 拭っ て いる 。 そ れ ぞ れ の 特 和 











と くち や ょ う 


を し っ か り 把 握 す る と と も に 、 登 場 ワ フル ド に つい て も あわ せ て チェ ッ ク し よう ! 


AH ) 


「 クロ ッ ア 」 シリ ー ズ に は 欠か せな い モ ンス ター 
で 、、 ピ ジョン 内 を か わい らし い 顔 で うろ うろ 歩き 
回 っ て いる 。 今回 は 、 出現 ワー ルド ご と に 、 お し 
ゃ れ に フ ァ ッ ショ ン を 変え て 登場 する 。 


お 人 金 に めっぽう 弱い 。 今 
は 車掌 だ が 、 お 金 が 貯まっ 
た あか つき に は 、 も っ と ビ 
ッ グ に な る つも り で いる 。 


人 


| 手 な 水 の 仕掛 けが いっ ぱい だ 。 


海賊 人 ら だ が 、 剣 は 持っ 

で いる だ け 。 有 船長 が いな い 
Ss の で 、 な に も で き な く で う 

ろう ろ し て いる 。 


小枝 を 持っ て 
な い ば あぁ ] を し て 
る 。 夫 気 で 毅 れこ いる つも 
り の よ うな の だ が で *o 


砂漠 を イメ ー 2 ン 1 - 
か け て いる が 、 エリ ア 内 6 は 業 直 に 
か り と し た 作り に な っ て いる 。 


砂漠 と いえ ば ミイ ラ ( マ 
ミー)。 不眠 症 MM み の 種 で 、 
寝る 場所 を 探し て うろ う 


と さま よっ て いる 。 





ガー レン が 集め た 中 で 。 

須 や > メカ と の 相性 が も っ と も 
か つた ム ら ゥ 。 歯車 に は ま ヨ 旨 

(て 大 満足 し て いる 。 









ea 
と 変わ ら な い 。 
















ンス ター-。 PT 
ター を 投げ て も び < め 
な い 強 貢 さ で 、 ど / の 
も 通用 し な い 。 3 
「 
< 
人 
礎 
知 
識 
ング 
トー 
場 
こら 
ーッ / 
4 
1 





トゲ つき の 章夫 に 入っ て 。 4 
転がっ て いる 危険 な 敵 で し の / 
フロ ー ト ボー ド 面 * S、 周 
に 登場 。 トゲ に 守 0 
る の で 、 攻 撃 は きか な い 。 













フロ ー ト ボー ド 贅 み ジ ジジ う 
= まっ で 、 ボ ー ド に S ーー 
テラ ロ ー リ ン と 3 | = 2 人 8E、 
記 境 = 義 まえ 5 れる 。 ホ ー ド に 玉 っ て いる だ け て で 、 (人 計 
議 言 苦 通 の 人 ム ゥ と 変わ ら な い 。 了 「 
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由 
本 1 ョ 
し 5 
0 1 ま 
者 | 


ーー ar ー gymi09 衣 
ヒジ ョ ン の 構成 


ーー ラン トー ナメ ント 」 の 舞台 で ある ガー レン の メカ メカ 帝国 の 構成 や 、 各 ビ 
ジョ ン の 内 容 に つい て 、 簡 単に 紹介 し て お こう 。 こ こ で 概要 を つか ん で ほし い 。 











N 記 : 二 二 和み ド ュ W ORLD 2- -WORLD3 
ワー ルド は と 
| 4 つ ず つ 開 いて いく 


ーー - ナ メン ト 会 場 は ガー ー レ ン の 作っ た 困 空 の 世 : 
界 で 、 '5 つの ワー ルド に 分 か れ て いる 。 最初 に プ 


WOHRtD 5- 









> ニレ イ で きる の は 、 そ の うち の ワー ルド 1 の み 。 そ : 

Q の 他 の ワー ー ル ドー - ナ メン ト の 対戦 相手 に 勝 : 

へ 利 する こと で 、 順 次 挑戦 で きる よう に な る 。 な お 、 88 拓 
< お > 一 度 対戦 が 終了 し た ワー ルド は 、 そ の 後 は 自由 に 
5 プレ イ で きる よう に な る 。 人 

其  、 科 | ペー アー B 
| | ワー ルド て ! 

9 つの ビ ピ : ジョ ン に 挑戦 ! fs378 生 名 。。 及 

流 還 の ワー ルド に は 、 9 つの ビジ ョ ン が 存在 し 4 


て いる 語 釧 ビジ ョ ン は 、 ビジ ョ ン 1 を スタ ー ト 地 | 『 ム ざ 全 称 衝 ド (2 ナー デス Ws. 選 
点 代 じ : で 右 図 の よう な ルー ト で つなが っ て いる 。 | 電 。 テン ] 
この ルー ト に 沿っ て クリ ア を 重ね て VS. ビ ジョ ン に 
勝利 すれ ば 、 そ の ワー ルド は クリ ア と な り 次 の ワ 
ー ル ド へ と 進め る 。 

な お 、 ル ー ト が 2 つ に 分 か れ て いる 地点 で は 、 
どちら か 一 方 を クリ ア す れ ば よい 。 と りあ え ず ク 
リア を めざす な ら 、 最 短 コ ー ス を 進 も う 。 


シシ ゥ ゥ DI 
ミー ご の きき 


人 


2 ンカ 2 欠 、_ 
角 き 「 四半 。 K 】 


パズル & る アク ショ ン ー 
に っ SaJUE EE さ ・ SO ら ・ 8LS AV na 


- フロ ー ト ボー ー ト アク シ : ジコ ジミ 
VISION 4 


に 押 。 . 人 h 。 5 FI 区 


スク ロー ル ア ク > レー ピス 
VISION 7 






ぐ 


ルー ト 間 の 移動 : 
は 、 十字 ポ タン : 
の 左右 で 行う 。 : 
分 岐 点 で は 、 上 : 
00002 陣 間 間 昌 II 間 ト で ビジ ョ ン を : 
語 計 ELUE 人 SELUEE 二 の に 人 計 計 央 了 選択 で きる 。 











(的 3 トー ゃ 思 uWt ) 

















ト の 参加 者 は 全部 で 10 人 で 、 対戦 の : ャ ンプ | の 栄冠 を 勝ち 取 ろう 。 
= に 、 下 の 図 の と お り 。 ラ イ バ ル た ち は 、 : と は いえ 、 実 際 に トー ナメ ント が 始ま る の は 、 
= 侍 も る 強 き ゆか り 。 アク ショ ン ワー ルド 2 か ら だ 。 ま ず は 、 ワ ー ル ド 1 で 開催 さ 
也 っ そ 肥 使 し て 勝利 を 続け 、「 ド リー ム チ : れる 予選 を 、 全 力 で 突破 し よう 。 


「 ド リー チャ ンプ ・ ト ニー ナメ ント 」 肢 組み合わせ" 






つ 1$S 


い 


礎 

知 

5: に っ に SSR に 2 

ジニ) に 「F【】 加 ナ 1 

> 記 ン の 種類 (3 ナウ ラーグ 4 半 ど .- の 

すこ 、 。 はい じょう は ん し ゅ る い 5 れ 

ー= に は 、 そ れ ぞ れ 少 し ずつ 傾向 の 異な それ ぞ れ クリ ア 条 件 も 違っ っ て くる の で 、 種 類 こ 湖 
の ヒン ョ ン が 用 意 され いる 。 と に 十分 チェ ッ ク し て お こう の ル 


ニ ー 5 た 仕掛 け を 解い て いく 、 頭脳 プレ イ 中 
代 贅 る アク > ンション 。 画面 が 自動 的 に 流れ て 
| | = 三 等 な アク ショ ンコ ント ロー ル が 必要 
症 半 プロ ー ト ボー ド と スク ロー リル アク ショ ー。 9 
= ニレ ン が 送り こん だ 妨害 キャ ラク ター が 
旧 還 義 SG ビジ ョ ン だ 。 





旋 nt ンコ ロー 








= 当 ヨー ル に た ど どり 着け ば ク リア Eee ーーー ニー: ーー 


スク ロー ル 系 や 
上 調 VS. ビ ジョ ン と : 
計 義 造 っ て 、 バ ズル : 
較 放 | は 時 間 を か け て : 
本 議 2 
耳 彫 と が で きる 。 


別 の ステ ー: ジ で プレ イ 吊 の ライ バル より 発 に 
ーー 
より 先 に ゴー ら う 
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VS. ビ ジョ ン に は 、 クロ ノア の < 手 を 山 む 妨 
害 キャ ラク ター が 登 『 場 する (ワー ルド 2 以外 )。 こ 
の 妨害 キャ ラク ター を 倒し た うえ で 、 ラ イ バ ル よ 
り 先 に コ 『ー ル し な けれ は な ら な い の だ 。 
/ そこ で 役立つ の が 大 克 。 大 砲 は 、 ワ ヨ ミ ー ル ド 3 以 
降 の VS. ビ ジョ ン だ け に 登場 する 仕掛 け で 、 モン 
2 の 2( を た を 投げ 入れ る こ と で 、 ライ バル を 攻撃 する 
こと が で きる 。 こ の 攻撃 で は ライ バル は 倒せ な い 
が 、 一 定時 間 し びれ させ て 足止め で きる 。 お お い 
に 活用 し て 、 勝利 を つか も う 。 










の あれ れ は 拓 9 
3 ライ バル に 向かっ て 発射 さ 大 
る 。 相 手 が し びれ て いる う 三 
に 、 リ ー ド し て し まお う 。 


妨害 キャ ラク ター と 対 潜 





| 区 因 キ ャ ラク ター と の 諸 計 

放 に は 、 あ る 程度 時 間 が か か 硫 

ライ バル に 先 を 越 され な い 

%。 う 、 こ まめ に 大 科 で 足止め 中 
旧 な が ら 勝利 を めざそ う 。 








ゲー ー ム の クリ ア アデ ー タ は 、 自動 的 に 保存 され て 




























> いく 。 電源 を 落と し て も ビジ ョ ン 内 の エリ ア は 人 党 ③ 
= 。 えて いる の 訂 主 窟 及 は 、 遊ん で いる 途中 で 、 ゲ 
の ! デー タ は 自動 
要衝 ー ム ボ ポ ボー: 人 ド バ ン ス の 電池 が 切れ て し まう よう に 上 書き され 計 
宙 * 。 アク シ デ ン ト が あっ て も 、 、 プ レイ 途 中 だ っ た ビ ンス テム 。 
3 目 時 0 おら きせ る 。 安心 し て プレ : agEbse " 9 hp 
記 。 イ し よう 。 | る ニー と 。 EE 
護 
2< imi 
ィ ポー ズ を か け て メニ ュ | クロ ノア の 残 数 が 
1 Et 目 旨 2Z2 間 。 
和 れれ ニーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー 一 [ 
ル パズル & ア クシ ョ ン の ビジ ョ ン で は 、 を | | ミス が 重なっ て 、 カー ビク ロ ノ ア の 閉 が 
ル _ 掛け の 動か し 方 を 間 違 ほえ る と 、 配置 が え で | ゼロ に な っ た 場合 も 安心 だ 。 や り 直 じ を 選 
。 き な く な っ て し まう 場合 が ある 。 | = べ は 、 ダウ ン し た ビジ ョ ン に 入っ た と き の 半 





そん な ら き に 役立て た い の が 、 や ゃ り 直 し の 


「 | 数 で 復活 し 、 ビジ ョ ン を 再開 する こ と の 2 
機能 。 プ レイ 中 、 START ボ タン を 押す と 、 
I 


きる 。 失敗 を 奴 れ ず に 、 ど ん どん 挑戦 
け よ う 。 な お 、 クロ ノア の 残 数 は 、 フイ 証 
| ルド に 配置 され て いる 1 UP を 取れ ば 、 最高 。 
、99 ま で 増やす こと も で きる 。 “ 

(つう 






具 - 3 一 が 表示 され る 。 その 中 か ら 
こ か ら や りな お す ] を 選ん で 決定 し よう 。 
を の に 入っ な と き の 状 能 ほ に 戻せ る の だ 。 


ぐ ) 


エリ ア を 出入 り 
する 際 、 SS 
| は 一 時 保 和 大 さ れ 生 









Seek39C63E 6 計 Se 













ik 和 も うお 


ピン 


gk 』 いこ 

K、/ を ーJ | 
アク ジョ ウッ を 覚え よう 。 」 
ーー と ルー ,、 Se 


ぐーーーーーーーーーー・ 





= アイ テム ゃ モンスター の 使い 方 に よっ て は 、 よ り 宰 て 高度 な テク ニッ ク も 織り 同 を る が 
用 作 の 基本 は シン ブル だ 。 こ ご こ で 、 ク ロ ノ ア の 基本 動作 を し っ か り 押 えて お こう 。 


本 縮 二 計 


ハン ゴ や ロー プ の 上 り は 
大 切な テク ニッ ク , 
SM/ 選 ap に ス 


= テン の 上 下 左右 を 軽く 押す 。 
左右 移動 


主 = テ ン の 左右 を 軽く 押す と 、 押し た 方 向 に | 
陳 重 する 。 押し た まま だ と 走り 出す 。 









| | 3 計 ハシ ゴロー プ に つか まる | 
[ ツッコ ヤー 箇 較 


十字 ボタ ン の 上 下 。 








ムウ 補 木 跡 を 押す | な 
: 人 シゴ ロー も | 
モ 不 甘 に 接触 し て 、 十字 ボタ ン を 動か し た : | 千 _ ハ シゴ ロー ブ の 速 より = = | 


同 還 に 硬 す 。 記 2 ス タニ ー や 箱 な ど を 持っ た 状態 : ハシ ゴ や ロー プ に つか まっ た 状態 で 、 ジ ャ ンプ 
講 さ こと が 可能 だ 。 : ボタ ン を 押す 。 
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だ 
の) 
の 
暴 
妊 
知 
識 
ン 
る 
ン 
ョ の 
ヨ 
ン 

































KLONOAA 2 PA camaP TO0RWAAENT 


| ジャ ンプ ボタ ン を 押す 。 
| ジャ ンプ ボタ ン を 抑 し た まま に する と 、 一 定 計 
間 空 中 に と ど ま る こと (滞空 ) が で きる 。 モ ジン 
ター や 箱 を 持っ て いる 場合 は で き な い 。 
3 計 。_ 空中 移動 


ジャ ンプ ボタ ン を 押し た まま で 十字 ボタ ン g 
右 で 方 向 操作 する と 、 空中 の 一 定 の 距離 を ゆっ 
り 移 動 す る こと が で きる 。 滞空 と 同様 、 モン ジス 杜 
ー や 箱 を 持っ て いる 場合 は で き な い 。 








ys] 
< ショ ッ ト ( 風 だ ま を 放つ ) 
替 ちか お 
ee 近づい て ショ ッ ト ボ タン を 押す = 
の で 、 モ ンス ター を 捕まえ る こと と が で 
| 渦 る 。 箱 を 持つ と と や スイ ッ チ の 切 』 
に えも 、 シ ョ ッ ト で 行う 。 
礁 
知 
| グ 
8 ノ 
ク 
較 議 
|  ~ [ 填 セ ン スタ ー を 投げ る 。 | 
| 3 守 モン スタ ー を 投げ る 
中 606 を 持っ た まま ショ ッ ト ボ 
] タン を 押す と 、 投 げ る こと が で きる 。 
| 投げ た モン スタ ー 本 吉信 別 の モン スタ ー 
を 攻撃 し た り 木 箱 や 宝箱 を 壊し た り も 
で さる も スイ ッ チ な どの 仕掛 け を 作動 
させ る こと も 可能 だ 。 


2 で 
ンプ の 操作 ほ 
くに 重要 。 
や すい ホ タ : 
配置 で アク ラジ 
ン を 繰り ョ 


タン が ショ ッ ト だ が 、 ビジ ョ ジン の プラ て 中 に S 
TART を 押し 、 「 ボ タン を か える 」 メニ ーー 
を 選べ は ば 、 A・ B ボタ ン の 設定 を 入れ か えら れ 
る 。 好み の 設定 に 詩 整 し よう 。 


| 
必 初期 設定 で は 、 A ボ タン が ジャ デ プ 、B ボ 











こ ( ーー ニー コ Ras ああ と ニー ニニ ニュー ーー 
ーーーー 














モン スタ ー 時 
の 続け て ジャ ンプ ボタ ン を 所 
せ ば 、 通常 の ジャ ンプ より 高く 飛び 上 
が る とこ と が で きる 。 これ を 利用 し て 、 
高い 位置 に ある アイ テム を 取っ た り 足 
場 に 上 っ 誠 玉 上 2 請 較 モン スタ 
ー を 真下 に 落と し て ヒッ ト さ せる こと 
96 宝箱 を 壊し た り 、 スイ ッ チ の 入力 
を 切り か えた りす る こ と も 可能 だ 。 
2 段 ジャ ンプ は 、 十字 ボタ ン の 左右 操 
作 を 加え 2 の KG 横 に 飛 距離 を 伸 ば 
すこ と も で きる 。 

な お 、 2 段 ジ ャ ンプ は 、 ム ゥ 箱 や 矢 
印 箱 な ど で も 行う こと が で きる 。 
































目 語 フロ ー ト ポー ドア クシ ョ ン 上 由 | | 目 深 水中 アク ショ ン 

記 計 寺 f* ほ 、 通 常 の ビジ ョ ン と 同じ 。 ボ || || クロ ノア は 水 が 苦手 な た め 、 水 中 の ビジ 
証 寺 うた まま 、 シ ョ ッ ト も で きる し ジャ || : | ョ ン で は 潜水 スー ツ を 着用 する 。 そ の た め 、 
国 馬 きき る 。 た だ し 画面 が スピ ィ デ ィ : | 通常 の ビジ ョ ン に 比べ 、 アク ショ ン の スピ 
議 っ の で 、 アク ショ ン を 株 り 出 す タ | 一 ド が 肖 め に な る 。 また 、 ジ ャ ンプ の 距離 
及 プ が 置い と ミ ス に な っ た りす る 。 少し 。 が 伸び 、 滞 空 時 間 も 長 く な る と いう 特徴 を | 
貴 し よう 。 3 っ 2] | 









VNSN うつ ISV9@ 








四 | 
9 
| 
| 





KoNoAGz ww we 還っ 


ea 


SYS YS 


ホー ニーーーー・ 





















CTCLES LLCOEEESEDORKRRRKSERRSRARERARRERRRRRERESR 


ビジ ジョ ン の プレ イ 中 に 表示 され る 画面 の アイ コン の 意味 や 、 プレ イ 中 に 取る こと の で きる ア 
イ テ ム に つい て 紹介 する 。 こ こ で 、 そ れ ら の 特徴 を し っ か り と 把握 し て お こう 。 








フロ ー ト ボー ド 面 に は 、 華 
下す る と 1 回 で や り 直し と 守 
る 谷間 が 存在 する 。 出現 
が 人 迫る と 表示 が 出る の で 、 ェ 
び 越 える 準備 を し よう 。 


モン スタ ー に 触れ た り ト ゲ を どの トラ ッ プ に 大 
ち た り し て ダメ ー ジ を 受け る と 、 ハ ー ト が 1 つ 減 
る 。 3 つと も ハー ト が な く な る と 、 ク ロ ノ ア の 残 
が 1 減っ て し まう の で 注意 し よう 。 


ーー デム ペー PS 1 2 mL 
no 四 


ニニ ーー (プル ィ の カウ ント タウ 5 










RS 
あめ 
し 
の 
AN 
賞 
ES 
大 
和 
和 
識 
3 
画 
面 
= 
7 了 
S 
ィ 
7 
ム 


良し ツ (一 太陽 の か けら : を 隊 二 紀 ヤ フラ フク 
し BS っ る | 捕まえ る と 、 頭 上 に 爆発 
太陽 の か けら を 取る と 、 黄 金色 の アイ コン が は まで の 時 間 が 表示 され 


ウン ト が 0 に な る と 数 発 


の 当 叶 0 る 。 仕組 み だ 。(P.20 参 照 )。 


還 > 入 め だ 月 の か けら の 数 


取っ た 月 の か けら の 数 だ け 、 黄 全 色 の アイ コン 
が は めこ まれ て いく 。 








粒 ま と の 位置 関 ま 
を 示す パー が 、 | 
面 上 部 に 現れ る 。 
左 の タイ ム は 、 『 こ 


ーー 集め た 夢 の か けら の 数 





だ り が ね 


左側 は 取っ た 夢 の か けら の 数 、 右 側 は その ビジ | | 調 
ョ ン 内 に ある 夢 の か けら の 総数 。 | Ne = が プレ イ 時 間 で 、 


上 が これ まで の 量 
3 ! 高 タイ ム を 示し て 
| いる 。 な お 、 対 戦 相手 が 攻撃 で し びれ て いる 間 は 、 顔 アイ 
2 イソ の マー ク 20 





ダメ ー ジ を 受け て 倒れ て も 、 数 字 が 0 に な る ま 
で プレ イ を 続け られ る (P.12 参 照 ) 。 
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主 革 され て いる こと も ある 。 
放し て いく か と いっ な た 、 琴 員 ブレイ 


- プレ シイ を や り 直 
三 庄 ヒ フィ ー ル ド に は 出現 し な い 。 


品 拓 錯 て お こう 。 


S ウ 


表 款 し て みよ う 。 


主人 し て いる アイ テム は 、 8 
謀 。 そ の 点 で 操作 は 楽 な の だ が 、 和 場 
計 硬 所 や 房 か 閉じ た 小 部 屋 な ど 、 入 手 が 


因 ア クシ ョ ン テ ク ニッ ク に 加え て 、 仕 


Fー 計 る < な お 、 一 度 取っ た アイ テム は 、 最 “ 
直す か ライ フ 0 で 倒れ な いか 


モン スタ ー 投 げ : 
押 | や ショ ッ ト と い : 
回 相席 つた アク ショ ン : 
較 で は 、 入 手 で き : 
語 放 記 串 人 な いこ と も 覚え : 


宝箱 や 木 箱 な ど 
| に 隠さ れ て いる : 
明記 引 。 こと も 。 壊せ る : 
隊 く ニ 。 千 や 岩 を 見 か け : 
NSP たら と に か く : 


3 つ 集め る と 、 パ ズル & ア ク 
ショ ン 面 の ゴー ル で ある 月 の 扉 
を 開く こと が で きる 。 

























太陽 の か けら -- 


各 ビジ ョ ン に 1 つ 雪 議 あ る 。 


ぜん ぷ ぶ 


全部 集め る と エキ ス トラ ビン ョ 
ン を 楽し め る (P.32 参 昭 )。 


ライ フ が 1 つ 回 復 す る 。 エ リ 


ア に ある ほか 、、 VS. 面 で は 特 多 


な 方 法 で 出る 場合 も ある 。 


ニー ニー 一 夢 のか けら 大 *・ ホ : 


部 集め る と 、 
2 ー の 一 部 を 見 られ る 。 大 は 
小 の 5 個 分 (P. 22 参照 ) 





ES 


ク ウ ァ の 閉 吉 が が 1 増え る 。 


た だ し 、 残 数 は 最大 で 99 ま で し 
か 増やせ な い 。 





カギ は エリ ア 内 に ある 木 で で 


きた 「 カ ギ の 扉 」 を 開く た め に 
必要 。 特殊 カギ は 、 エリ ア 本 F 


と で し ゅ と び み 


リア の 通路 を さえ ぎる 「 特 殊 記 


を 開く た め に 必要 。 特 殊 カ ギ と 
き 殊 扉 の 色 は 数 種類 ある 。 
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トド 8 半 ムギ ャ 








つ 1S | 


ゝ 
/ 


に J い の 紀 基 国 面 講 泊 天上 尋 )) 
IN 





KLONOA G2 DREAf CA 衣 P TOORNAAERT に さこ 





K は 
に た ミエ まま 叶 ま まま PCTYYGYKIXKEXRD 


モン スタ = 


会 人家 スタ 






en 触れ る ど ダ メー 
ジ を 受け て し まう 危険 な 敵 。 だ が 、 捕 まえ れ ば 、 
半 穫 を 者 し た り 高 へ 移動 し た り と 便利 に 利用 で 
きる 。 と くに 、 2 段 ジャ ンプ の 戚 力 が 増す エル ビ 
ル や 、 爆発 力 で 岩 を 壊す ブッ ピ ィ な ど 、 特別 な カ 
を 秘め た モン スタ ー 隊 陸 テ ー ッ ク 。 こ の よ 
うな モン スタ ー の いる エリ ア で は 、 能力 を 利 
用 し な り 還 人 和 けが 必 和 人 す る 。 こ 
こ で 、 そ の モン スタ ー ー の 能力 と 使い 方 を 十分 把握 


し て か ら ト ー ナ メン ト に 挑戦 し よう 。 


モン スタ ー は 次 元 の 穴 か がら 
し て くる ! 


モモ ジス ター を 倒す と 、 次 元 の 穴 と 呼ば れる 空間 
が 環 れ 、、 同 じ 種 類 の モン スタ ー が 1 匹 だ け 飛 び 出 
し て くる 。 つ まり 、 エ リア 内 の モン スタ ー の 種類 
や 数 は 、 常に 一 定 し て いる の だ 。 


次 元 の 穴 の 出現 場所 も 決ま っ て いる の で 、 あら 
か じ め 把 握 し て お く よ う に し よう 。 











閉環 ご へ 時 当 語 則 人 和 っ ISVeq 


ーー 締 3 
め し た 場合 、 次 元 の 穴 が 画面 
K っ 6 責 で 夫 し な いと 、 
モン スタ ー は 再 出現 し な い 。 


う 


議 記 次元 の パ ヘ ショ ッ ト を 打ち こ 
議 放 め ば 、 モ ンス ター が 出現 する 
24 まえ に 捕まえ る こと が で きる 
上 較 こと も 、 覚 えて お こう 。 


ge 


NL 





ー ュ ーー ヘー ヘーーーー ペ ーー ーー ママ マー ペー ジマーー っ 


パズル 生 は ニュ ーー い 


仁 持 け 四 明 


ーー ニニ ーー ご ーー ツレ ーー Ps 


こ で は 、「 ド リー ムチ ャ ンプ ・ トー ナメ ント 」 人 電 に 拉 する モン スタ ー や 住 泊 け の 利用 
を 、 ピ ッ ク ア ッ プ し て 紹介 する 。 自 を 通し て 、 上 手 に 利用 する コツ を 覚え よう 。 














NN 0 





り よう は ほう 





くう 


』 た と えば 、 エ ルビ ル が いれ 細 
その 能力 を 使わ な けれ ば 誕 
な い 、 高い 場所 へ 移動 す 信 記 
要 が ある と いう こと だ 。 


ゆ 


較 |』 ササ ルン の よう に 捕まえ 
了 語 と が で き な い モン スタ 
ri 
軽 衝 の が 、 ク リア の カギ と な 和寿 


天井 の 低い 通路 へ 運 避 に 還 
まえ 方 を ひと 工夫 し よう 


は 、 モ ンス ター を 頭上 に 掲げ て 持 王 
く の で 、 天井 の 低い 通路 で は ひっ か か っ て 入 
く か る 。 だ (、 同じ 敵 で も 、 天井 の 低い 通 寺 
捕まえ た 場合 は べた っ と つぶ れる の で 、 持ち 還 
こと が で きる 。 広い 場所 に いる 敵 を 、 天井 の 寺 


遂 褒 の 入口 で 捕まえ た 場合 も K。 











ラロ メア 


9 和 捕まえ を = 
て 持ち 運 点 よう に 


ら 


捕まえ た 敵 が ブッ ピ ィ 
投げ て 移動 させ る こと 汗 
の あ けた 壁 な ど に 当たっ 
本 菩 8W 省 し はい の で 、 安心 し ょ 短 





サル ン ・ メ ガサ サル ンー ニー ーー 


| 認 ! 参 を 乗せ 補 弄 面 | 
| 琴 し つけ る こと が で きる 


まう 無敵 モン スタ ー KG ショ ッ ト で 捕 ま 
馬 で き な い し 、 ブッ ピ イ を 投げ て も 破壊 
- 2 けた ら 避 け て 通る の が 、 い ちば ん 
方 法 だ ろう 。 た だ し 、 ム ゥ 箱 や ム ゥ 植 
= 革 い も の を に 乗せ れ は 地面 に 押 
WW ミーー2 で きる 。 周辺 に 重石 に な る も の が 


馬主 と し て みよ う 。 


コテ ビィ を 投げ て も 壊れ な い 。 
| ョ ント で 捕まえ られ な い 。 
開 志 で 基 下 させ られ る 。 


吉 和 華 | 空中 移動 する タイ プ の 
: 欄 計 有人 2 避け る の 


Mi つ 。s ビ に > と ヨ ン に 
思 壮 よっ て は 、 巨大 な メガ 
ササ ルン も 出現 する 。 















。 動き を よく 観 : 





後に 回 りこ 2 の) め は 
攻撃 を 受け 3.(G333 





. 窟 撃 し て くる や っ か いな モン スタ ー だ が 、 ご 
鏡 を 発射 し た あと は 、 し ば らく な に も し な い 。 に 
た 、 自 ら 移動 する こと は な いし 、 方 向 転換 で き な 
いと いう 愉 点 も 持っ て いる 。 

ム ゥ と 同様 に 、 捕 まえ て 使う こと が で きる モン 
スタ ー な の で 、 こ の 盟 点 を 突い て 仕掛 け を 解く た 
め に 利用 GOVES 


X 定期 的 に 砲弾 攻撃 を 仕掛 け て くる 。 
、) 方 向 転換 し な い 。 そ の 場 を 動か な い 。 
つ ショ ッ ト で 捕まえ られ る 。 





画面 外 か ら 飛 ん で くる 
護 こと も ある 砲弾 が や っ 
座 か い 。 隙 を 見 て 近づき 
幸 音 後に 回 りこ め ば 、 逆 
時 9 に まま する こ 
茹 仁 と が で きる 。 


アメ 
ュー 


> うつ ISV 


M 





計 


洒 崩 ご 入 い ヽ 陵 党 需 上 












PR ーー ニーーー- 


wae トン ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー デュ ペー - 


ジー 


wi> っ IsSYVs 


で ぺ 


閉 骨 ご スニ い 醒 当 泌 過 穫 


「 フラ ント ク の ウエ テ 3 

| 撮 弾 モ ンス ター 
筑 ま えて 舘 うこ と か 可能 。 ム ゥ と 肖 っ て 捕まえ 
る と 頭上 に カウ ント が 表示 され 、 ゼロ に な る と 爆 
発する 。 カ ウン ト ダ ウン 中 は 、 本 ニス ター ャ トゲ 
な ど に ヒッ ト さ せな いか ぎり 、 投げ て も すぐ に は 
機 発し な い 。 し か し 、 ブッ ピ ィ の ほう に ム ゥ 箱 な 

ど を 投げ た 場合 は 、 即 刻 爆 発する 。 







〇 ) 投げ て 運ぶ こと が で きる 。 [ | 

い ) 爆発 の 威力 で ムウ 岩 を 破壊 し た り 、 
スイ ッ チ を 切り か えた り で きる 。 

へ も の を ぶつ ける と すぐ に 爆発 する 。 


天 


| 字 提 発する まで の 時 間 
吐き は 、 捕 まえ る ブッ ピ ィ 
に よっ て 異な る 。 カウ 
縛 ント が 短い ブッ ピ ィ を 
の オ 扱う と き は 、 迅速 な 行 
胃 動 を 心がけ よう 。 





くう ちゃ う 


に 要 の モン スタ ー ー が いれ は 、 、 痛 ま ぇ て 


で きる 。 同 じ 2 段 ジャ ンプ で も 、 捕 まえ た あと 
= す は や く 操 作 する = 


六 こま kaoil 和 に 


繰り 出す 必要 が ある 。 


2 段 ジャ ンプ を 繰り 返す こと で 長 距 離 を 移動 


の 線 り 出す タイ ミ ・ ング に よっ て 上 昇 する 距離 が 










_ 上 へ 上 へ と 移動 する な 
クロ ノア の 体 が 沈み 


すばやい 2 役 ジ ャ ンプ を 






| 上 兄 中 に に ン ヨウ かる 示 つ と 
あり 高い 位 道 過 ロー) 


捕 ま える と プロ ペラ で 上 昇 し て 空中 移動 で き ら 
テッ トン は 、 ジャ ンプ の 降下 中 に 捕まえ る と ] 
沈ん で か ら 上 昇 し 、 上 具 し な が ら 捕まえ る と 
高く 上 昇 す る と いう 、 特徴 を 持っ て いる 。 
を 移動 する と 破裂 し て いな く な る の で 、 そ @ 
に 目的 の 場所 へ た どり 着け る よう に 、 捕 まえ = 
イミ ング を 調整 し よう 。 








| 〇 高い 位置 に (ゆっ くり ) 上 が れる 。 
〇 上 昇 中 、 横 方 向 に 投げ られ る 。 
X 2 段 ジ ャ ンプ で き な い 。 


瑛 革 





ーー て いる 周 に 析 
SO こと は で き 

は ッッ ン 
W いた め 、 下 に 洒 叶 
画 いう つこ と は で 記 請 











ー 


甘 な り 、 、 独 び 由 す 角度 や 笛 折 作 に よっ | 
移動 の 次 を 微 調整 する こと が で き の も 


2 の 配置 に 合 わせ て 、 最適 な 2 段 ジ ャ ン 
決め られ る よう に 本 ・ 















: エ ルビ ル : 


え ヌ ヒ ピー ディ ー し に 
イン ジャ ン フ できる! 


計 革 する こ と が で きる 。 頂点 に 達し た と 

5 本: を の だ 。 

細 琴 ジャ ンプ で は 、 上 昇 し きら な いう ち に 
ラプ を 枯 り 出し て し まう と 、 当 伏 な が ら 


剛 押 びな い 。 より 高く 上 昇 す る た め に も 、 
き 姜 : ュ ンプ で どの 程度 上 昇 す る の か と い 
B て お ご う 。 


た か ら ば こ こわ 


まく 覚え 
= ュ = - = の 上 衝 で も 、 頭 上 の 木 箱 や 宝箱 を 壊し 


ョ マチ を 押し た りす る こと が 可能 。 


当世 ジ ャ ンプ で は 届か な いよ うな 高い 位置 に 
ョ ニー ディ に 上 が れる 。 

、 三 呈 ビ ル で ジャ ンプ 中 は 、 体 当たり で 木 箱 を 
半生 す る ご こと が で きる 。 

。 謗 ジャ ンプ 中 、 足 下 の 箱 は 壊せ な い 。 

Il 有 + 基 に 植え られ な い 。 













絞 2 役 ジ ャ ンプ する と エ 


PE き 3 広 た れ 、 同 時 に クロ ノ 
譜 ア が 高速 で 上 昇 する 。 
"アクション の 見 た 目 も 
派手 な モン スタ ー。 


で 2 
計 園 が 、 模 投げ は 可能 。 し 
際 2 段 ジャ ンプ 時 
= 和夫 の よう な 派手 な 効果 は 

議 議 な く 、 使 い 道 は 普 遥 の 
ム ゥ と 変わ ら な い 。 















= て 2 徹 ジ ャ ンプ する と 、 4 


記 較 = ヨン ャ ンプ に 移 れ さら な る 大 ジャ : 


加 ルビ ル か ら 強 烈 な 光 が : 











BB の モン スタ ー を 
吸収 し て 戻 つ て くる 


最大 の 特徴 は 、 別 の モン スタ ー に 投げ る と 、 吸 
収 し て 手もと に 戻っ て くる と いう こと だ 。 モ ンス 
ター を 吸収 する た び 、 黄 一 青 ー 赤 と 色 を 変化 さ 
せ 、 同 色 の リク リ 冶 を 埋 す こと が で きる 。 

ry 注目 し た い の は 、 岩 を 壊す こと で は な く 、 


じ か ん さき 


時 間 差 で 手もと に 戻っ て くる と いう 点 。 こ れ を 連 


そく 


了 5 


| 続 ジャ ンプ に 使う と 、 モ ンス ター を 吸収 し つつ 2 


だ 


段 ジャ ンプ 一 戻っ て きた リク リ で 2 段 ジャ ンプ と 
いう 要領 で 、 飛 距 離 を 伸ばせ る 。 

また 、 投 げ て 戻っ て くる まで の 間 に 移 動 し て し 
まえ は ば 、 oe 9r 人 と 半 天井 の 低い 通路 な ども 、 簡単 
に 通り ぬけ る こと が で きる わけ だ 。 


〇 モン スタ ー に 投げ けれ ば 、 モ ンス ター を 吸 収 し て 
色 を 変化 させ られ る 。 
( 色 は 、 黄 色 一 青色 一 赤色 の 順に 変化 ) 


〇 変化 し た 色 と 同 色 の リク リ 岩 に 投げ れ ば 、 
岩 を 壊す こと が で きる 。 





ぐ / 


モン スタ ー に つけ る 
| 生 要 と 手もと に 戻っ て くる 。 
ー 戻っ て くる 間 に 他 の モ 
内 較 ンス ター に ぶつ か っ て 
| 。 和 世 壊れ た り 吸 収 され 
た りす る こと は な い 、。 









9 体 以上 の モン スタ ー 
: 殴 を 吸収 で きる が 、 色 の 

交 化 は 赤 で 止ま る 。 な 
隊 品 お 、 ブッ ピ ィ を 吸収 し 
諸 て も 迷 発 する こと は な 
い の で 、 安心 し よう 。 





ざさ 1$ ず 人 当 





Sa 


淵 甚 宙 





> ら う SVg 


ペリ 


MI 


トー 
ーー] 


湯 天 ご > 





W 他 の エリ ア 


洲本 ーーーーーーーー ーーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーー 





ムウ 疾 や 和 旬 精 と いっ た 動 み し た り 培 し た り で | 
き る 仕掛 け は 、 画面 が 一 度 切 リ が わる と も と の 配 
置 に 戻る 特性 が ある 。 間 違 っ た 動か し 方 を し て 取 
り 返 し が つか な く な っ た 場合 や 、 も と へ 戻す の に 
時 間 が か か っ て し まう 場合 な ど は 、 こ の 特性 を 利 
用 する と よい だ ろう 。 語 度 中 リ ア か ら 出 る だ け な 
の で 、 手軽 に で きる の が 利点 だ 。 

な お 、 壊し た 木 箱 や 宝箱 は も と に 戻ら な い が 、 
木 釘 を 壊す こと に よっ て 行き つま る こ と は な い の 
で 、 安 心して ほし い 。 


に 移動 する と 仕掛 け の 配置 














は も と に 戻る 


コ 
一 度 隣 の エリ ア に 出 て 戻 ね 記 
押 計 仕掛 け は 初期 配置 状態 に 話 
た 語 て いる 。 新た な 気持 ち で 。 
ee けけ を 記 置 し 直 そ う 。 


ぐ 


一 度 開い た シャ ッ タ ー ーー や 土 
た 木 箱 、 触れ て 取っ た ア 
蘭 旧 は 復旧 し な い が 、 こ れ 思 半 
可 表 つて 別に 困る こと は な い 。 





ム ら 植木 体 の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ すれ ば 、 モ ンス 
ター を 植え る こと が で きる 。 モ ンス ター を 植え る 
と 茎 が 伸び 、 そ れ を つた っ て いけ ば 、 2 ンジ 
は 届か な いよ うな 高い 場所 へ 行く こと も で きる 。 

また 、 革 の 頂点 に は 植え た ムウ が 咲く の で 、 そ 
の ム ゥ を 再び 捕まえ て 使用 する こと も で きる 。 な 
お 、 ム ゥ 植木 鉢 は 重い が 、 左 右 へ 押せ ば 移動 する 
こと も で きる 。 


旧 モン スタ ー を - 上 に 運ぶ 
呈 と き に も 役立つ 仕掛 

魚 け 。 左右 移動 で 位置 
9 調整 し 植木 体 の 上 で 2 
| 段 ジ ャ ンプ し て 、 ョ 計 ど / 
較 スタ ー を 丁 え よう 。 





〇 押し て 運ぶ こと が で きる 。 
ー つ 足場 を 作る こと が で きる 。 
〇 モン スタ ー を 植え て 、 
高い 位置 に 移動 させ る こと が で きる 。 
ーー 茎 を つた っ て 上 る こと が で きる 。 
へ か な り 重 い 。 
ー 風 の 流れ を 止め られ る 。 





重量 が ある の で 、 
。 噴き 出し 口 の 上 回 
喘 目 は 吹き ぬけ る 履 
る と と が で きる = 








放 > / 由 


主 ヨン に は 、 22P0 み ター や た まり な ど 、 
語 ま ー 才 けが 登 
3 生 も の が スイ ッ チ だ 。 










話芸 げ て 当て た り 、 あ る い は 、 ブ ッ ピ イィ 
庄 を 利用 し た り し て 行う 。 

時 デ え が 必要 な も の 、 一 度 の 切り か え 
生 ) 、 






一 定時 間 だ け 効 果 あ る も の と 、 ス 


計 に 在 革 さ せよ う (P. 31 参 照 )。 


ーーー- ーーー-ーーーーー- 





拓 大 逢 小 させ る スイ ッ チ を : 
ご AN 間 の ご し る や ペコ ププ で ず 
も の プ L』 レル ン 。 お 1 


数 ま る プロ ッ ク は 、 拡大 し て いる と き は 






デー 


ョ ン 全 体 の ブロ ッ ク が 一 度 に 変化 する 
= て いる 。 何 回 も スイ ッ チ を 押す と き : 
ミミ ン で 朋 囲 を 見 わた し 、 手順 と 地形 の 変 
く ご と が 重要 だ た 。 
SS 


ら 


蘭 半 拡大 し た ブロ ッ ク は 、 足場 と 

』 し て 利用 で きる 反面 、 設置 さ | 
と れ て いる 場所 に よっ て は 障害 
電 呈 物 と し て も 機能 する 。 


CT また に 





詳 - = 仕 紅 け は 、 水 た まり と 滝 の 2 種類 
5 水 に 衣 れ る と 、 ワロン ア は ダメ ー し 2 に 
・ う 。 近く に ある スイ ッ チ を 押す と 水 は 
て で 、 ショ ッ ト を 放っ た り 、 モジ 婦 六 | 
介し て 作動 させ よう 。 










ーー 
三 
に っ 
ーー 


ーー 
に 
Im 
wm デー 








ダメ ー ジ は 受け る が 、 : 
較 水たまり は 強引 に 渡る : 
員 4 詳 こと が で きる 。 滝 で は 、 : 
全 語 ダメ ー ジ は 受け な い : 
曜 認 が 、 傘 に な る も の が な : 
遇 詩 末 蘭 いと 通過 は 不 可能 だ 。 


本 PT 


l 二 の 作動 は 、 ン ョ ッ ト を 撃ち こん だ り モ 1 


ei 


人 衣 


なり 、 逢 小 し て いる と き は 通り ぬけ が で 
還 本 致 が 設置 され て お り 、 - スイ ッ チ を 提 : 





草間 誠 護 間 人 







人 シャッター を 開く 。 
価 水たまり の 水 を 出し 入れ する 。 
人 ブロ ッ ク を 拡大 縮小 させ る 。 

人 ベル トコ ン ベ ア の 流れ を 変え る 。 





上 で 紹介 し て いる 仕掛 けが あ 


pea) : 移 人 よう 。 ベル トコ ン ベ ア 以外 は 、 
証明 必ず スイ ッ チ が 存在 する 。 


> ター を 開く た め の ス イッ チ の ひと つ に 、 
握 え 置き スイ ッ チ が ある 。 この パイ ッ チ は 、 重量 


の ある も の が 上 - に 乗っ て いる 間 だ け 作 動 する と い 


う 仕組 み に な っ て いる 。 

ム ゥ 籍 や ブッ ピ ィ を 重石 と し て 乗せ た り 、 
スタ ー に 踏ま せ た り し て シャ ッ タ ー を 開き 、 暗い 
て いる 間 に 通 り ぬ け よう 。 


スイ ッ チ の まわ り に ある 重い 
も の を 探 そ う 。 見 つけ た ら 、 
7 Ua の つつ で イチ 
9 に BB の 上 まで 運ぶ か を 考え よう 。 








滝 は 、 道路 を ふさ く 億 計 物 で モン スタ ー は 通 
り ぬ けら れる が 、 クロ ノア は 触れ る と 弾 か れ て し 
まう 。 モ ンス ター ー や 箱 を か つげ ば 通 可能 に な る 
の (で 。 周辺 を よく 見 わた し 、 傘 の か わり に な る も 
の を 探し て みよ う 。 








X 水たまり に 落ち る と ダメ ー ジ を 受け る 。 
〇 滝 に 朋 つ て も ダメ ー ジ は 受け な い 。 
X 滝 は 普通 に は 通り ぬけ で き な い 。 

ー モ ンス ター や 箱 を 傘 に すれ ば 通り ぬけ られ る 。 
また 、 モ ンス ター や ム ゥ 箱 な ど を 投げ て 通す こ 
と も で きる 。 








どん = コンド 周囲 を 見 わた し て み 
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0 
ペリ 


やこ 
て 


洒 央 ご 





義 に は ム ゥ 逢 と 矢印 親 の 2 つが あり 、 ショ ッ 
ト を 撃ち こむ こと で 、 持ち 上 げ て 運ぶ こと が で き 
る 記 2 段 ジャ ンプ に 使っ た り 、 段差 の ある 場所 に 
配置 置 し て 足場 に し た りす る な ど 、 利用 価値 は と て 
も 高い 。 鱗 守 ム 中 で は 、 ム ゥ に 次 いで 登場 する 回 
数 が 多 い 仕掛 け と いえ る 。 


また 、 埋 栓 に 持ち 運ぶ こと が で きる わり に 宣 還 | 


が ある た め 、 風 の 噴 き 出し 口 に 配置 すれ ば 、 風 を 


せれ は 、 下 へ 押し つけ て 動き を 封じ る こ と も 可能 。 
使い 道 は た く さん ある の で 、 ここ で 紹介 し て いる 
方 法 は すべ て 覚え て お こう 。 





ああ 
か っ テ キー 4 
人 田 和 
を っ っ 
ニー デー ピー 


二 や し ば 


矢作 第 に 、 ブ ッ ピ ィ や フラ ブッ ピ ィ の 爆風 が 選 


く 上 逢 に 記さ れ た 矢印 の 方 向 へ 威力 を 送る こ (っ 
が で きる 。 爆風 を 伝え る 距離 は 箱 2 つ 分 で 、 等 間 
隔 に 矢印 箱 を た く くさ ん 並べ れ は 、 それ だ け 遠 くに 
成 力 を 伝え る こ と が 可能 と な る 。 

7 。 その 場合 、 爆 風 が と ぎれ て し まわ な い 
よう に 、 箱 に 記さ れ て いる 衝 印 の 向 に 2 ) 気 を 
配っ て 、 配 置 し な けれ ば な ら な い 。 な お 、 こ の 爆 


風 を 伝え る 特性 は 、 お も に 壁 に 埋め とまれ た スイ 
ッ チ を 作動 させ る と き に 使う 。 






N 矢印 邊 に か ぎり 、 ブ ッ 
「 (本 革 た 
で 寺 れ る 。 この テク ニ 


Eo 陸 間 に ま く モン スタ ー は 、 
に 当たる と 反転 する 特性 が ある 。 細い 通路 に ム ウ 
を 誘い 出し た いと き な ど は 、 こ の 人 性質 を 利用 し 、 
ム ゥ 釘 な ど を 置い て 方 向 転換 させ よう 。 移 動 ルー 

ト を 変 ド え させ て ム ゥ を 誘導 する と いう 方 法 は 、 に 全 
要 テ クニ 2 ク な の で 覚え て お こう 。 





止め る こと が で きる 。 さら に 、 サ サル ン の 上 に 乗 


| 方 を する こ と が 多い 。 








〇 ムウ 箱 と 矢印 箱 は 持ち 運べ る 。 
ーー 足場 を 作る こと が で きる 。 
〇 ムウ 箱 と 矢印 箱 は 重い 。 
風 の 流れ を 止め あたり 、 サ サル ン の 上 に 乗せ て 
沈め る こと が で きる 。 


末 共 





革 守 間 活 は 投げ て も 壊れ 還 
上 生計 蘭 の で 、 細い 通路 に 天 
國 こん で 別 の 場所 に 靖 

較 させ る こと が 可 証 
に 2 段 ジ ャ ンプ の 際 に 還 
何 度 も 使え る 。 








問 ブッ ピ ィ の 爆発 で も 、 トゲ な どの 
2 ジ を 受け る 仕掛 に 触れ て も 壌 れ な い 。 ま 
重 さ が ある わり に は 水たまり に 浮く の で 、 クロ 
ア が 苦手 と し て いる 水たまり に 浮か べ 、 足場 と 
て 利用 する こ と も で きる 。 

水たまり の 近く に ム ゥ 箱 が ある 場合 R この 価 
スイ ッ チ を 押し て 水 を き く 
尺 。 足場 を 作り た い 場所 に ム ゥ 箱 を 配置 し ょ 
その 後 、 水 を 満た し て ムウ 釘 を 上 げ れ ば 、 水 た 計 
り の 上 に 理想 の 足場 を 作れ る の だ 。 


も 水 の 上 に ム ゥ 逢 六 
Ma ん で いれ ば 、 水 寺 
病 oO な は も 2 
画 ダメ ー ツ を 回 違い 
暴 全 に 水たまり を 証 
連 3| こと が 可能 に な る 。 


ゃ 


較 衣 靖 較 ハウ の 信 行 廊下 に 
こ 箱 を 配置 。 箱 に W 
る と ム ら は 来 た 3 

』 き 返 し て いく の 寺 

題 い ご お り に ム ら 硬 

させ られ る 。 










ニー テツ テッ ニック を 党 え て お こう 

















= = 謀 逢 な ど を 半 ブ ロッ ク 分 だ けず らし 
詩 圭 の ある 足場 へ 上 が る 階段 を 作る こ 


還 計 > の メリ ッ ト は 、 モン スタ ー を 持っ 


E 芋 れ る こと だ 。 モ ンス ター の 出現 し な 
還 = シャン oyesae 
上 ま う 。 ゲ ー - ム 中 に は 、 階 邊 積み の テク 
多用 し て 牙 只 衝 す る と いう 仕掛 け も 多い 。 
衣 語 詳 あ る エリ アァ を 攻略 する 場合 は 、 こ の 
デミ 呈 い 出 そ う 。 


箱 1 つ 分 の 高 さ の 段差 
7 は し 四 モ ンス ター を 持 
加持 な っ た まま で 上 る こと が 
・ 3 で きる 攻 感 に 役立つ 
よく 使う テク ニ ッ ク な 
(/ ゅ く 誠 覚え て お こう 。 


SW 


iZ 23 5 8 ヨ 


こい で まこ 





中 に は 、 通路 を さえ ぎる 2 種類 の 岩 が 

間際 しい それ ぞ れ の 岩 は 、 決 まっ た 方 

馬 で いよ うに な っ て いる 。 

ほ ム っ 岩 で 、 . ブ ッ ピ ィ や フラ ブッ ピ ィ の 

、 取り除く こ と が 可能 だ 。 も う ひ と 
これ は 、 岩 の 色 に 合わ せ た リ クリ 

科す こと が で きる 。 


< 


ミ 









) ェ コ 


時 1 


eo 
(ーーー ニー を 壊せ る 。 ブッ ピ ィ を 
5 主人 条 近 に 設置 で き な い 
=! と き は 、 矢 印 首 を 利用 
語 了 し て 湯山 を ム っ きま で 


















導 モン スタ ー を 
相 の 上 に 乗せ て 運 ぼ う 
高 所 に いる モン スタ ー を 、 環 下 に 捕 げ る 箱 に 条 
せ 、 別 の 足場 へ と 誘導 する こと も で きる 。 た だ し 、 
モン スタ ー は 自力 で 段差 を 上 が れ な い の で 、 誘導 
先 の 足場 の 高 さ が ク ロ ノ ア の 掲げ る 籍 の 高 さと 同 
じ こ と が 、 成功 の 条件 だ 。 「 
行き 先 に モン スタ ー を 持っ て 入れ な い 、 狭い 通 
路 が あっ た 場合 な ど に 試し て みよ う 。 な お 、 釘 の 
上 の モン スタ ー は 、 少し ずっ 前 進 す る 。 誘 導 す る 


3 二 で lo そく 


際 は 、 クロ ノア も その モン スタ ー の 移動 速度 に 合 
わせ: 少し 


し ずつ 進む よう に し よう 。 


攻 譜 一 ド に 合わ せ 、 ゆ っ く 
培 り と 移動 する 。 移動 が 
語 早 すぎ た り 遅 すぎ た り 

回 叶 する と 、 下 へ 落ち て し 
まう の で 注意 。 








8 
「 ・ 
者 党 た 3 






X 重く て 動か すこ と が で き な い 。 
っ ) ムウ 岩 は 、 ブ ッ ビ ィ 、 フ ラブ ッ ピ ィ の 爆発 の 威 







力 で 壊せ る 。 
天 | C 〇 ) リク リ 岩 は 、 岩 と 同じ 色 に 変化 させ た リク リ を 
投げ て 壊せ る 。 






〇 一度 で も 破壊 すれ ば 、 エ リア の 外 に 出 て 戻っ 
て き て も 復活 し な い 。 






議 リク リ は 、 モ ンス ター 
夫 を 吸収 する ご と に 色 が 
錠 まわ る 。 エ エリ ア に ある 
リク リ 岩 と 同じ 色 に な 
診 語 る まで 、 モン 多 二 を 
区 収 し よう 。 





> 






NN プ 


電導 明 ) 


トー 
ェ ン て 


湖 央 宙 








AT 


| 


凍 期 ご 入 二 い 陵 涯 記 遇 革 





OOA G2 DREA AMP TOURNMERT 


> 朋 る ザ 飼 


テ 
4 






ター パ od を 2 た E な に 


(人 アン ーー ん ン S 有 ら / CS ] 
ンス タ 2 に Ns ーー デ y デー と ceeoo ン E/ 


: パネ ル は 、 クロ ノア か ら す る と な に も な い 
空間 と 同じ だ が 、 こ の パネ ル に モン スタ ー や 箱 を 
投げ こむ と 、 そ れ ら を 、 矢 印 の 向い て いる 方 向 へ 
飛ば すこ と が で きる 。 時 

矢印 パネ ル に は 、 赤 矢印 パネ ル と 青 矢印 パネ ル 
の 2 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ 性 質 が 異な る 。 そ の 違 
旧 中 矢印 の 向き を 変更 で きる か どう か と いう 


2 コ 


上 礼 数 の 矢印 バネ ル が 設 
職 置 され て いる 場所 で 
馬 は 、 投 げた モン スタ ー 
欠 骨 " 宙 が どこ へ 行く か 
て お いた ほう が よい 。 































る 


0 語 o 和 間 矢印 の 向き を 変 こえ ら 無 


じ る し 


い が 、 青 矢印 バネ ル の 場合 は 、 シ ョ ッ ト を 撃 
むこ と で 上 下 左右 に 変更 が 可能 な の だ 。 青 矢 計 
ネル の 矢印 の 向き は 、 ショ ッ ト を 撃ち む た = 
計 回 り に 変 : わ っ て いく の で 、 朋 時 に 向き を 委 
い 場 合 は 、 ショ ッ ト の 回 数 を あら か じ め 決 


く ジ の MV だ つう 。 


| 〇 ) 青 矢印 パネ ル は ショ ッ ト で 方 向 を 
変え る こと が で きる 。 
引 || 〇 釘 や モン スタ ー を 、 別 の 場所 に 送る こと が 
微 で きる 。 
〇 矢印 パネ ル の ルー ト 上 に 釘 を 送れ ば 、 乗 っ で 
、 移動 する こと が で きる 。 


ョ へ. 捕まえ た モン スタ ー を 

ョ し 破裂 させ ず に キー プ す る 
矢印 パネ ル で 氷 ね 返っ て きた モン スタ ー は 。 
ョ ッ ト を 撃ち こ むこ と で 再び 捕まえ る こ - と が き 
る 。 こ れ を 利用 すれ ば 、 モ ンス ター を 一 一 時 的 
印 パ ネル で キー プ し て お き 、 その 間 に 別 の ア 3 
ョ ン を 行う こと が で きる 。 た と えば 、 向き 合 = 
矢印 パネ ル に モン スタ ー を 投げ こめ ば 、 キャ 
ボー ル の よう な 状態 で 行き 来 させ 、 好き な と 考 
捕まえ る こ と も 可能 に な る の だ 。 


- 和 印 = 向 か っ て で 投 < ー 


き 。 矢印 パネ ル に 向かっ 男 
SH 二 。 まえ た モン スタ ー を 握 語 
ズ ゃ ・ 吉 8 矢印 パネ ル が 縦 に 向き 
間 婦 いる な ら 、 た 印 ネル 

2 役 ジ ャ ンプ し て も よ MW 


別 の アク ショ シン を 行っ 
3 だ 矢印 バネ ル で モン スズ 計 
請 幸 補 キー ブ 中 に 、 他 の 仕 持 識 
村 備 な ども 行う こと が で 寺 
終え た ら 、 Li ー プ し た < | 
ター の も と へ 戻 ろう 。 


ご 敵 を 再び 捕まえ る 

議 3 矢 印 バ ネル を 移動 し て 
業 義 % モン スタ ー に 触れ る と . 

- 江 中 て し まう 。 捕まえ る 障 

の 部 放 つづ さ すぎ な いよ うに 注意 

2575nm・ 本 購 シコ ヨット を 届 ち こも う 。 
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詰所 し て いる 風 に 乗る と 、 急 上 昇 す 






と 


記 プ カ の 不足 を 補う こと の で きる 仕掛 け | 関 | ご 箱 や ムウ 補 木 鉢 を 噴き 出し 品 に 置け ば 、 
証 詩 圭 る と 、 天 井 に ぶつ か る まで 押し 上 げ 風 を 止め られ る 。 

天 未 も ある 。 
上 上 四 途 中 に 通路 が あっ て も 、 風 が 吹 
寺 り 、 そ こ へ は 入り こめ な い 。 
証 圭 = な っ て いる 場合 は 、 ム ゥ 箱 や ム ゥ 植 
っ た 、 書い も の を 噴き 出 し 口 に 乗せ て 風 
= さち 、 釘 を 持っ た 状態 な ら 、 風 に 押 
示す - 遂 骨 で きる 。 



















風 に 乗っ て 移動 すれ ば 、 
四部 通常 登れ な い 高 さ まで 
因 了 移動 で きる 。 逆 に 風 が 
当 能 じゃ まで 先 へ 進め な い 
抽 思 こと も ある の で 、 そ の 
際 は 風 を 止め よう 。 





で 4 1 
の 3 テー 5 さき た な らい っ 




















詳 = と 、 天 井 に 眉 す る まで 横 に は 出 られ な : 叶 き 出し 口 の 半分 が ふさ が れる と 、 風 は 止ま る 。 
記 寺 ちる 場合 は 例外 。 シ ョ ッ ト を 放っ て : P25 で 紹介 し た 階 彼 積 み と 組み 合わ せれ ば 、 足場 


YS AS 

















グミ に つか まれ ば 脱出 で きる 。 臨場 所 で 階 彼 積み すれ ば 、 箱 は 


早め に ショ ッ ト を 可 ち てこ お の 能 下 に 落ち な い 。 風 を 止め つつ 


時 早足 場 を 確保 で きる の だ 。 


鍋 
較 護 、 説 出す る こと が で きる の だ 。 た だ し 、 を 作り つつ 、 風 を 止め る こ と も で きる 。 段差 の あ * 
庄 ス ピー ド で 上 昇 する の で 、 シ ョ ッ ト | る と ころ で 風 が 吹き ぬけ て いる 場合 は 、 こ の テク こ 
講 め に 放つ よう に し よう 。 : ニッ ク を 使っ て 足場 を 確保 し よう 。 所 
Sg 、 ラ 
風 で 運ば れ て いる 途中 で も 、 床 の : 窪み に 噴き 出し 口 が ある 還 
識 
ノ 
八 
ズ 
ル 
要 
索 





乗っ た だ け で は 語 く 飛べ な い 。 クロ 
て パネ が いち ば ん 下 ま で 沈ん だ と の 2 

紀 Ui 成功 する と 通常 の 何 僅 も の 高 
本 - プ ボ タン を 押 そ う 。 な お 、 モ ンス ター 手 2 課 譜 ご まで 飛ぶ の で 、 上 空 の アイ 
訳語 で も バネ は 利用 で きる 。 | 加計 語 議 半 軸 全 培 計 テム を 取る こと も で さる 。 


バネ が これ くら いま で 締 ん 
だ ら 、 ジ ャ ンプ ボタ ン を 押す 。 







詞 詩 ト ボ ー ド アク ショ ン で 登場 する 仕掛 け 。 =- 乗 る だ け で OK = 
テ ュ ネップ に 乗る だ け で 大 ジャ ンプ が 可能 に な る 
3 へ ん 便利 だ 。 ジ ャ ンプ 人 台 の あと は 、 障 
_ 還っ たり 千 商 が あっ た りす る の で 、 見 つ 


とりあえず 利用 する と よい だ ろう 。 





_。 ジャ ンプ 台 に 滑り こめ ば 、 
= 大 きく 飛ぶ ご と が で きる 。 飛 





ん だ あと は 滞空 し 、 着地 点 に 
で 議 共 障害 物 が な いか どう か 、 確 認 
し た ほう が よい だ ろう 。 





2Z 





ws<<seww キ NNW ャ ・・ マ ャ マー ミネ ュ ュ ドド ド ィ "nm ド ネ キー で ャ トー ママ トー・ ュ 


| つむじ 周 に 乗る と 、 風 の 向い て いる 方 向 へ 大 き 
く 飛ば され る た め 、 上 方 向 へ 移動 する と き の 助 け 
に な る 。 下 か ら で も 風 に 触れ れ は 9 果 が 出る の で 、 
と て も 使い や すい 。 モン スタ ー を 持っ て 風 に 乗れ 
は 、 ジャ ンプ し た あと に 2 肢 ジャ ンプ し て 、 さ ら に 
高く 飛ぶ こと も で きる 。 


つむ おじ 風 は クロ ノ 生 鹿 
8 だ け 反 応 する 仕 皇 請 
加 モン スズ 2 た ー や ム っ 用 議 
ら | け を 風 に 投げ こ た 主 
反応 せ ず 、 通 り ぬ 語 

し まう だ け 姓 


PC で 3S341 コ ミミ ム え 2.LiJ 


グミ は 、 シ ョ ッ ト を 撃ち こん で つか まる こと が : [| つ ショ ッ ト を 放 て ば 、 つ か まえ て ぶら 下がる こと 
で きる 仕掛 け で 、 ジ ャ ンプ し な いか ぎり 、 ずっ と が で きる 。 
ぶら 下がっ て いら れる 。 
飛び 移り た い 場所 が 、 移動 する 床や 空中 を 移動 
し て いる フラ ムウ な どの 場合 は 、 うま く 飛 び 移 る 
こと が で きる よう に 、 ぶ ぷら 下がっ た まま タイ ミン 
グ を 計る よう に し よう 。 な お 、 モ ンス ター と 培っ 
て グミ は 壊れ る こと が な い の で 、 何 度 で も つか み 
直す こと が で きる 。 


ぶら 下がっ て いる 曽 
が 壊れ た りす る = ヨ 
こと は な い の で 。、 

行動 を 起こ す 蘭 回 
記 囲 の よう す を よく 
し よう 。 


0 うつ 1S$ ず 9 


ざ 


トコ 
も 
大 








多 

大 

礎 

知 

識 

ン 

バ 
「 ル 四 だ ー プ や ハシ ゴ は 、 触れ る だ け で つか まる こ と | 〇 上 下方 向 に 移動 で きる 。 

素 が で き 、 - 填 字 ボ タン を 上 下 に 操作 する こ と で 、 自 つ ジャ ンプ ボタ ン を 押せ ば 速く 上 が る 
「 由 に 上 り 下 り が で きる 。 ジャ ンプ で 飛び 移っ た り 、 こと が で きる 。 


捕まっ た 状態 か ら ジ ャ ンプ で 離れ た りす る こ と も 

| で きる の で 、 連続 で 垂直 ジャ ンプ を 繰り 返せ ば 、 

「 すばやく 上 上 昇 す る こと が で きる 。 了 

| 上 下 の 移動 と いう 点 で 見 れ ば 、 これ ほど 扱い や 
すい 仕掛 け は な い が 、 モン スタ ー を 持っ た 状態 で 
は 利用 で き な いと いう 欠点 も ある 。 上 っ た 先 で モ 
ンス ター ー が 必要 に な る よう な ら 、 ム ゥ 植木 鉢 の ほ 

[ う が 、 半 が あっ て 上 れる うえ に ムウ を 上 に 運べ る 
の で 、 便 利 だ と いえ る だ ろう 。 





| ※ モン スタ ー を 持っ た 状態 で は 利用 で き な い - 





上 下 の 移動 に 関し て は 、 扱 
いや すい こと この うえ な い 。 
ム ら ゥ 植木鉢 か ら 生え る 蔵 も 性 
明細 質 は まっ た く 同 じ で 、 ジャ ン 





記 で 飛び 移っ た り で きる 。 








ほう こう 


人 と ちり 、 一 方 向 か ら し か 通り ぬけ られ 
。 庄 が ある 方 向 か ら は 、 普通 の 通路 
証 記 < 人 え る し モン スタ ー を 投げ 
ニニ [ネー 

訪 向 か ら の 利用 は 、 台 と 同じ 扱い な 
『 っ ビィ を 投げ て も 出口 に 落ち る だ け 
言 回 り を させ る た め の 仕 掛け と し て 
= コ 、 ろ デ 、 送 に 、 壁 と 同じ と いう 特性 が 
葵 と も ある 。 




















つう 反応 する 仕掛 り の ひと つ 。 乗る 


還 で 言 小 す る の で 、 こ こ で の 移動 は スピ 
ー - 二 だ * ょ うに し よう 。 こ 
大 まそ る と は 、 一 定時 間 が 経過 する と 再び 出 


| 三 デ 出 現す る まで の 待ち 時 間 は 意外 に 


EEY す 賢人 導 
ュ ュ 作 るい の 
らら っ 


ー- すばやく 移動 する - - 





8 消え る 床 の と ころ で は 、 す 
剛 上 っ < 人 衝 す る の か 間 。 和 
Ns る と き は 滞空 で 粘り 、 周 囲 を 







民 


記 だ 詞 Gi) 


人 


後 の 行動 が 迅速 に 行え る 。 


四 ちら 登 場 する 仕掛 け で 、 大 砲 に モン 

7 むこ と で 、 相手 を 攻撃 する こと が 

。 二 寺 さ れ た 対戦 相手 は し ば ら 8 動け な い 
ニー ニー ル さ れ な いよ うに 、 大 砲 が ある 場 







PCE 
ジラ イフ が 減っ て し まう 。 トゲ が ある 場 
還 ほっ て 進ま な いよ うに し よう 。 

語 。 、 デ に は 種類 が あり 、 大 きい トゲ に 触れ 
証 ほ 、 1 回 で や り 直し に な る 。 











を な が 
長い 。 





5 
較 欠 sW 見 わた し て 着地 すれ ば 、 そ の : 





人 窪み の ある 方 向 か ら だ け 通 れる 。 
い ) 箱 や モン スタ ー を 投げ て 通す こと が で きる 。 


殴 対 





窪み の ほう か ら 入 る と 
扉 が 開く 。 扉 が 開い て 
いる 間 は どちら か ら で 
4 4 も 通り ぬけ 可能 だ が 、 

実際 に この 特性 が 活か 
は され る 場面 は な い 。 








また 、 消 えた 直後 か ら ジ ャ ンプ し て 滞空 で 
粘っ て も 、 再 度 同じ 床 に 乗る と と は で き な い 。 消 
える 床 が 並ぶ 場所 で 移動 に 失敗 し た と 思っ た ら 、 
直前 に 利用 し た 床 が 復活 する の を 待っ て 、 引き 返 
5 の 4 9 

















へ 乗っ つて し ば らく する と 透明 に な っ て 
消え て し まう 。 
ご 一定 期間 が 経過 する と 、 同 じ 場 所 に 復活 する 。 


再 共 











対 江 相手 を 足止め し て いる 
WW 問 に リー ド を 玲 う 。 1 か 所 の 
大刀 を 何 度 も 使え る の で 、 大 


四 論 280 ょ に 利用 し よう 。 












3 トゲ が ある 場所 で は 、 

層 に 前 進 する こと が 大 切 。 足場 
区 な ど を 飛び 移る と き は 、 清 空 
諾 や 2 段 ジ ャ ンプ を 使っ て 、 確 
垢 呈 実に 飛び 移っ ろう 。 





が か りな 仕掛 け に 挑ん 々 で いる 
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Ei 


ペ ! 


MI 


ュー 
の 


清 哨 ご 入 










で クーー ー ム 中 に 登場 する 仕掛 を 一 
で 紋 し て いる 。 仕掛 けど と に 重利 な コメ ント を 
つけ て いる が 、 具体 的 な 効果 や 使い 方 に つい て は 、 
それ ぞ れ の ペー ジ を 参照 し て ほし い 。 


























狭い 足場 。 固 定 され て 動 
い タ イプ と 、 上 下 や 左 石 に 天 計 
し て いる タイ プ が ある 。 





クロ ノア が 乗る と 二 定 時 間 で 消滅 する 講 
消滅 し た 床 は 、 し ば らく する と も と どおり 還 請 
現し 、 乗 れる よう に な る 。 










モン スタ ー な 投げ る と 壊れ る 
障害 物 。 中 に アイ テム が 隠さ れ | : 
て いる 場合 も ある 。 | | 













ジョ コッ ツ ト す る こと で 持ち 上 げ て 運ぶ こと が で | 


つか まっ て いる 間 は 上 下 還 
在 に 動け る が 、 も の を 持っ 請 詞 
る 状態 で は 利用 で き な い -。 


に ビーf く フラ ブッ ピ ィ の 提 風 で も 壊れ な 
い )。 水 に 浮く と いう 特徴 が ある 。 






































持ち 運び が で きる 箱 で 、 ブ ッ ピ ィ 、 フ ラブ ッ _ ショット を 放っ こと で 、 ぶら 下がる こと 

や ピ イ の 爆風 を 、 矢 印 の 方 向 に 伝達 する 性 賃 を 、 モ ンス ター な ど を 投げ て も 壊れ な い 。 難 還 

こ 持つ 。 爆 同 に 巻 を こま れる と 壊れ る 。 | NEeoc 二 <bO と が 5 

] 

ン 償 、 

枝 Fo 

2 通路 を さえ ぎる 障害 物 で 、 ブッ ピ ィ 、 ラル 乗っ た あと に タイ ミン グ よ く ジ ャ ンプ 宣 

に ブッ ピ ィ の 爆風 を 当て る と 壊れ る 。 中 に アイ を 押す と 、 通常 より も 高く 飛べ る 。 モコ 計 

知 テム が 隠さ れ て いる こと も ある 。 ー を 持っ た まま 利用 する こと も で きる 。 

識 

み 

パ 

ル 

表 通路 を 阻む 障害 物 で 、 黄 、 詩 、 赤 の 3 色 の 触れ る と 、 風 の 向い て いる 方 向 に 飛 還 講 
る 。 モン スタ ー ー を 持っ た まま で も 利用 可 馬 


岩 が ある 。 岩 の 色 と 同色 の リ クリ を 投げ れ ば 


に 計 二 = || 壊せ る 。 アイ テム が 入っ て いる 場合 も ある 。 飛 の だ あと に 2 段 ジ ャ ンプ で きる 。 








モン スタ ー を 植え る と 茎 が 伸び 、 頂 点 に は 
也 で 六 月 モン スタ ー の 和 花 が 咲く 。 モン スタ ー の 和 花 は 、 取 
記 還 只 | | っ て 使う こと が で きる 。 


フロ ー ト ボー ドア クシ ョ ン の ビジ ョ ン 
する 仕掛 け で 、 乗る だ け で 大 きく ジャ ンコ 
こと が で きる 。 










先 の エリ ア へ の 通路 を さえ ぎ 


る 扉 。 カ ギ を 取っ て いれ ば 、 開 
く こと が で きる 。 


上 に 向かっ て 吹 學 きぬ け て いる 風 で 、 
天井 まで 押し 上 げ ら れる 。 噴き 出し 曲 守 - 
箱 な どの 重い も の で 性 ぐ と 、 風 が 止 主計 

















移 台 は 触れ る だ け で ゴー ル で 
さる が 、 月 の 扉 は 月 の か けら を 
3 つ 集め て いな いと 開か な い 。 


風 が 吹き ぬけ る 地形 で 、 下 に ある 
出 し 口 を 箱 や ム ゥ 植木 鉢 で ふさ ぐ と 、 
足場 と し て 利用 する こと が で きる 。 
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詩 み の ある ほう か ら は 、 通 常 の 通路 と 同じ 
ミラ うに クロ ノア や モン スタ ー が 通り ぬけ られ る 
対 、 反対 側 か ら は 通り ぬけ で き な い 。 


プ で ぴり 


本 芸 れ る と ライ ブフ が 1 つ 減る 。 床 に 敷 か れ て 
還る こと が 多い が 、 ビ ジョ ン に よっ て は 、 天 井 
〒 地 に 設置 され て いる 場合 も ある 。 














テレ PL29 


」 は 茎 れ て ダメ ー ジ を 受け る と 、 た と え ラ イフ が 
還 請 プレ に ちあ っ た と し て も 、 ク ロ ノ ア の 残 数 が 1 減 
語っ こ や り 直し に な る 。 















華 通 に 通う ろう と する と 弾 か れ て し まう が 、 
デメ ー ジ は 受け な い 。 モン スタ ー な ど を 傘 の か 
わり に する こと で 、 通 り ぬ けら れる 。 


ーーー 
= こま! 


六 還 永 に 触れ る と 、 ク ロ ノ ア の ライ フ が 1 減る 。 
スイ ッ チ の ON と OFF を 切り か える こと で 、 水 
を な くす こと が で きる 。 


ーー が し ゅ P18 / 
モン スタ ー が 出現 する 穴 。 次 元 の 穴 に ショ 

開 ラ ト を 共 ち こむ と 、 モ ンス ター が 出現 する 前 に 
「 謀 ま える こと が で きる 。 












モン スタ ー を 投げ 入れ 、 対 戦 相手 を 攻撃 で 
計る 。 攻撃 を 受け た 相手 は 、 二 定時 間 し びれ 
て 著 け な く な る 。 ワ ー ル ド 3 以降 に 出現 。 


ーー リル と) ">P26 ) 


_ モンス ター や 箱 を 投げ る と 、 矢 印 の 方 向 に 
革 ん で いく 。 シ ョ ッ ト を 放つ こと で 、 方 向 を 変 
える こと が で きる 。 


ミー ゴヤ バネ ル 


_ モンスター や 箱 を 投げ る と 、 矢 印 の 方 向 に 
芸 々 で いく 。 投 げた モン スタ ー や 箱 は 、 シ ョ ッ 
ト で 再び 捕まえ る こと が で きる 。 




























31 


ョ ッ ト や モン スタ ー で 押せ る 。 


と き は 、 足 場 と し て 利用 可能 。 







| に する と 池 の 水 が な く な る 。 













ター が 開く よう に な っ て いる 。 





押す と シャ ッ タ ー が 開く スイ 
ンジ ブ ミ o ポ ン ペ ゴン 3 に フウ : ビ シク ベ = ョ の 
当て る こと で 押せ る 。 






シャ ッ タ ー の スイ ッ チ で 、 モ ンス ター や 箱 と 
いっ た 重い も の が 乗っ て いる 間 だ け 、 シ ャ ッ タ 
ー が 開く 仕掛 け 。 





スイ ッ チ が 押さ れる と 開く 扉 。 スイ ッ チ の 
種類 が 多く 、 種 類 に よっ て 作動 させ る 方 法 が 
思 な る と いう 仕掛 け 。 









ベル トコ ン ペ ベア の 流れ る 方 向 を 切り か える 
スイ ッ チ 。 シ ョ ッ ト や モン スタ ー を 当て る と 、 
切り か わる よう に な っ て いる 。 





左右 に 流れ で いく 床 で 、 ス イ 
ッ チ が ある 場合 は 、 流 れる 方 向 
を 切り か える こと が で きる 。 


押す と ビジ ョ ン 内 の 拡大 逢 小 
ブロ ッ ク が いっ せい に 変化 。 シ 












補 で だ いし Le て 


スイ ッ チ を 押す ご と に 拡大 縮 


小 す る ブロ ッ ク 。 拡 天 し て いる 





ショ ッ ト や モン スタ ー を 当て 
る こと で 押せ る スイ ッ チ 。ON 





ンー の らく 36 シー 
定時 間 以 内 に 3 つ 押 す と シャ ッ 


【 
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Po に 


ます は 。 ビィ も を 押 ま えよ う 。 それ か ら 思 し 
に に と の 鞍 共 へ と 上 が る 。 


E、 を - 胡 ま 明 ぼぼ .】 


ーー ヘッ ー] い 昌 和 NSK: 


。 攻 明 ポ イン ト 





ビュン と cc、 月 の go と 大 科 の 050 


2 


取り 方 を 中 心 に 、 攻 略 の た め の ワ ン ボ ポイ ント アド 


パイ ス を 掲載 し て いる 。 と くに 難し いと 思わ れる 
部 分 の アド バイ ス に つい て は 、 解説 し て いる エリ 
ア 名 や マッ プ 内 に 記載 し た Point の 番号 を 、 見 出 


SN 0 じ よ SO 


し 部 分 に も 表示 レ し で て いる 。 マソ フ 内 の 記号 5 Ei 


3 


し 0 > / し て は ほ し い 。 


月 の か けら や 大 陽 の か けら が 取れ る エリ 7 ア の 解 
説 部 分 に は 、 見 出し 部 分 に も それ ら の ア イコ ン を 


US "0 


バズ ' 誠 齋 クシ ョ ン 時 の 表示 画 


人 まま で ボタ ン て 2 

W る と 、 スク ロー ル す る 。 

| 画面 を スク ロー ル さ せれ ば 、 告 き 先 の 地形 を 

事前 に 確認 し た り 、 あり ※ か の ァ ィ 凍 較 い 
どう か を チェ ッ ク し た り で きる 。 「 


人 が 


] 、 痢 画 面 に 表示 され る エリ ア は 限ら れ て 


ws くじ つ 


の で 、 この 機能 を お お い に 活用 し て 着 
し て いこ 内 


王 








うり 5 く < 


会 50 ピ ジョ ン の 直 剛 ポ イ 
マジ き cc 

名 ワ ー ー ル ド の ビジ ョ ン 1 一 8 と VS 
ピン ン に つい て は 、 ワー ルド ご 。 
に まとめ て 紹介 。 各 ワー ルド に 1 


ずつ 用 意 さ れ て いる シー し / ト 0 


エキ スト ラビ ピション 
EN 9 1 。 
5) 









以降 で まとめ て 解 
GU いつ 。 (@⑲, 






マッ フ 内 の 表記 


木 箱 や 宝箱 な どの 仕掛 け の 配置 や 、 モ ンス タ 
の お よる の 出現 位置 を 表示 し た エ ェ リ 2 マッ プ 4 


| スタ ー ト 地点 か ら ゴ ー ル 地点 まで すべ て 掲載 し 


いる 。 隠 され た アイ テム が ある 場合 に は 引き 出 


な の し ゆ 


| 線 を つけ て 表示 し た の で 、 全 アイ テム の 入手 を 』 


2 (0 Nd クレ ロコ ロク 


か) 


また 、 エ エリ ア 内 に 配置 され て いる 夢 の か けら 
4 (カッ ヨコ 内 は エリ ア を A B C 順 に 巡っ た 坦 場合 


る GS は UY | 


索 計 ) や 、 ブッ ピ ィ の 習 発 カウ ント な ども 表示 | 
た 。 こ れ も 十 分 双 考 に し て は しい 、 


面 の 四 方 に 矢印 
が 出る 。 あと は 、 
見 た い 方 向 を 十 
ポタ ン で 指定 すれ 
ば よい の だ 。 


ーーーー ニ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーーmー wwーwーーーーー 


R ボタ ン 十 十字 ボタ ン の 


軸 金 稼 き や 用 心 棒 と いっ た 到 面 が 集まる 会 場 で 、 クロ ノア と 仲 韻 た ち は 久 し ぶり の 再会 を 
喜び 合う 。 彼 ら は 、 冒険 を 楽し も うと 、 軽い 気持 ち で 大 会 出場 を 決意 する の だ っ た 。 
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= マウ ク を 確認 


人 kk よ 


議 紛 の ステ ー ンジ と いう こと も あり 、 難し い テ ク 
ニッ ク を 使う 必要 は な い 。 ムウ を 使っ た 2 段 ジャ 
2 途中 に ある 夢 の か けら と 月 の か けら 、 大 
陽 の か けら を すべ て 集め よう 。 

な お 、 ゴー ル の 上 に ある 月 の か けら は 、 ムウ を 
きっ た まま つむ じ 風 に 乗っ て 移動 し 、 そこ ご か ら 2 
段 ジ ャ ンプ を すれ ば 取る こと が で きる 。 


エリ ア 仙 。 夢 の か けら 12 個 ET ーー か サナ TYO フ け 2 の EER アイ ミア 2 ジャ ンプ と 滞空 が 


で きれ ば バッ チリ 
Fi ド ャ イッ r の x 中 邊 時 二 





計 デ 人 場 する ビジ ョ ン 。 エ リア A で は こ 
っ て 2 段 ジャ ンプ し 、 夢 の か けら と 
を 集め よ 2s エリ ア C で は 、 足場 と し 

上 下 に 移動 し て いる フラ ムウ ゥ を つか 


= る ム 親 に っ て か 5 2 段 ジ ャ ンプ 
諾 ア D へ 進め る 。 


エリ ア C の ム ら 逢 は 、 一 度 つ 
電 | か ん で 知久 に 投げ て お く と 、 
器 。 石手 の 段差 が 上 りや すく な る 。 
8 フラ ム ゥ は 下がっ て きた と き 

に 、 ジ ャ ンプ し て ゲッ ト 。 


ミウ ルッ ルン ) 


| ま フ ショ ッ ル ン ) 10(21) 個 


る 本 
っ 9 科 


ys WA お KO) 


ーー 


SD ロー 


に 夢 の か けら 大 

馬 こ よく ムウ を 持っ 
8 て こつ お む じ 必 に 
人 に うく か ら 和 


エリ ア C の 未 導 を 壊 じ て 
リア B に 戻る 


| エリア B に ある 太陽 の か けら を 取る た め に は 、 
一 度 エ リア C へ 入ら な けれ ば な ら な い 。 2 誤 だ ゆい 
太陽 の か けら が ある 場所 へ の 通路 は 、 木 殺 で ふさ 
が れ て いる 。 こ の 木 針 を 壊す た め に 、 ま ず ム ゅ 逢 
を 左 へ 投げ よう 。 そ うす れ ば 、 階段 状 の 足場 が で 
きる の で 、 フ ラム ゥ を 持っ て いけ る 。 


ら 


フラ ム ゥ を 捕まえ る 前 に 、 ム 
ゥ 箱 を 左 に 投げ て 足場 を 作ら : 


人 て お く 。 そう すれ ば 、 ャ た 開 


へ 戻る こ 本 が で きる 。 科 5 


5(26) 個 隊 


す 
こそ マ 
で Pk ョ mm 

ンー 


2 














ナ 
と 3 


N ざ ご 


ュー 
いっ 世 





ーー イズ 


「 KLONOA (で ア 4 RWA 人 CAMP 7 人 MEMY e ュ っ 公 


ーーーー の で ツ ツ こ 








Am し MYWYWMPMAaM 
し 


。 WORLD 1 | 
間 パス ル 8& ア クシ ョ ン | 


『 の 2 隊 ジ ャ 9 クル ァ / ェ 
! エフ A と B に ある アイ テム は 、 ム の 人 を 
使っ た 2 段 ジャ ンプ さえ で きれ ば 、 すべ て 取れ る 。 
アイ テム が 9 半 し 4 ず s 
うど くし に 、 エエ 
し や すい の で 、 0 








久之 や ト 地 寺 吉 仙 の 段差 は 、 
2 段 ジ ャ ンプ で 越え な けれ ば 
な ら な い 。 まず は 、 グ ミ を つ 
か ん で 左 へ 移動 し 、 小枝 ム ゥ 
を 捕まえ て か ら 前 進 し よう 。 


MI 


夢 の か けら 大 は つむ じ 風 に 
乗っ て 2 段 ジャ ンプ 後 、 
滞空 し で ゲッ ト し よう ! 


まじ 表 の か けら 4(15) 個 


NHT ヽ 王 対 ざ 


エリ ア 則 。 馬鹿 05 だ 11 個 


し こま っ 
As 雪 > 






ア A に ある 月 の か けら は 見 の が 








ヾ 細 ムウ 釘 で 階 朋 を 作ら 
リア C 1 FT 
内 ムウ を 持っ て 時 /) ル っ) の 7 


| 記 り ア C の スタ ー ト 地 点 か ら 見 える 木 箱 の 帆 


た いよ う 


太陽 の か けら が 入っ て いる 。 木 箱 を 壊す た め 則 
有 有 に いる ム ゥ が 必要 だ か 、 そ の まま で は 、 ム 嗣 





持っ て 木 入 の 場 請 へ は 上 が れ な い 。 まず は 、 細 


に する ム ゥ 箱 を 運 ぼう 。 


和 了 を 作る よう に 、 陣 識 
側 に ム ゥ 箱 を 配置 し よ 市 
れ で 、 捕まえ た ム ゥ を 提 軒 
」 まま で も 、 ジャ ンプ し 表記 
へ 上 る こと が で きる 。 


あの の 05 _10(30) 個 


stseSAS3 
K の ( 


に の dy 人 計ら (20) 個 際 果 理 間 


Mih に を M 0 と MO 0 べ MO 
6 Gi 4 旨 PJB 4 6 


KU 1 
限 】| 旧 る 6 














| e ) , ] 旧 肖 関 還 明 | 
朋 ルル アー ル 2 「 っ 








前 編 が ルツ レル 財 2( き 92 
LM アミ カル に 消 2 て いと 


識 | の っ 手前 に 向かっ て スク ロー ル す る ピ 





上 が ′ ム が な に も な い 場所 で は 、 画面 の 
生 ほ | いる よう に し よう 。 夢 の か けら な ど が 見 


|。」』( ) ぐ に 大 応 し て 移動 で きる し 、 敵 の 

芋 病 も 貼り いす い だ ろ う 。 二 
リア (で は 、 ム ウゥ ロー リン が 後ろ か ら 迫 っ て 
| バル 、 夢 の か けら の ライ ン を た どっ て 移 

製 議 且 し な い 。 来 た の を 確認 し て か ら 避 け 


覚え て お こ 得 。 


提 電 | 江 | いい ので 、 





店 
ま 2 
が さい 本 は ジャ ンプ し て 
避け よう 。 中 央 の ライ ン 
を 維持 し な が ら 避 け られ 


| る の で 、 そ の 後 の 移動 が 
楽に な る 。 





ii, MY PA り 2 1 級 知 マー ク ガ 出 た ら 、 大 

の 隊 記さ な 合 が 出現 する 合図 。 
[ | 画面 の 中 央 に ライ ン を 合 
わせ て 、 つ お じ 風 に 乗る 


も AA NII 箇 
AA 
y 0 半 cs 





局 )rym 旧 ラ ムウ を すす は 5 く 捕 まえ 








|2 段 シャ ンプ 
『 リ アロ に ある 天 但 の か けら は 、 高い 木 に 囲ま 


の 


放電 所 に ある 。 高い 木 は 通常 *『 の ジャ ンプ で は 飛 


く ぜ ん し ぁ ゅ つげ ん 


リ 引 れ られ な い の で 、 直前 に 出井 する フラ ムウ を 


し で 疫 ジ ャ ンプ で 牙 び 越 


ほう ほう た いよ う 


人 cp の ー ジ を 受け ず に 大 陽 
の か けら TP 





ム っ を 狂 ま え そこ ね た 場 
合 は 、 木 に が つか りつ つ 
通り ぬけ て 、 ダ メー ジ を 
受け な が ら 太 陽 の か けら 
を ゲッ ト す る こと に な る 。 
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20 個 17(37) 個 13(50) 個 
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KLONOA ③2 pngA cgA が ep 7O0gp4A4EMT の 
| 人 ー Pteonekowamaaeneve ン の ' no 
ーーー nM ーー 
' YY7a)-】 四 。 生 | | 1 3 も NN 
いん ぐ )。 月 p) LU l 了 NL : Fa | 詩 『。 和 『 』 用 | 1 
「 “ 4 人 0 隊 い ー ス タン の ン 2 ル / 全 、 人 | トー 】 は の ン ニン 1-@ | 
f 2 * { | 中 = さ ァ ラ ー 5 に エ 
1 し て 9 22253 重 証 | 二 が 赴 行 に ムウ 箱 を : 5 け て か ら 2 
私 ジン 4 
pn 証 ま | | く た め に 必要 な カギ は 、 ーー 





凍っ う 。 まず 、 ム ゥ 箱 を 持っ た 状態 
上 中 | 車 り 、 ー の あす る 


エリ ア A に ある アイ テム は 、 近 くに いる ムウ で | エリ ア C に ある 大 陽 の か けら を 取る に は 、 
2 段 ジャ ンプ すれ ば 簡単 に 取れ る 。 エリ ア B の 月 | に 木 逢 を 壊さ な けれ ば な ら な い 。 この 木 










っ を 持っ た まま で 




















の か けら を 取る と き は 、 エリ ア の 左右 いずれ か の 「 ヤン プ し な が ら ら フ ラム ゥ を 横 に 投げ て 壊 そう 引か / 通行 に 向かっ て ム ゥ 釘 を 投げ 、 あと は 
* 0 ) Fs 

ムウ を 持っ た まま 、 つむ じ 風 で ジ ジャ ンプ し た あと 、: と は 、 太 陽 の か けら の 下 で 2 段 ジャ ンプ を す 1 ば よい 。 こ れ で 、 ム り ゥ 箱 を 使っ て 2 て 手間 
続け て 2 彼 ジ ャ ンプ し よう 。 エ エリ ア D の 場合 は 、: よい 。 足場 の 左端 ギリ ギリ に 立っ て いれ ば フ 由 「 で きる よう に な る 。 ける よう に し よう 。 





ム 9 箱 を 利用 し て 階段 を 作り 、 ム ゥ を 持っ た まま | ウゥ が 寄っ て くる の で 、 そ の フラ ム ゥ を 、2 隊 
上 っ て 移動 する 床 に 乗れ ば よい 。 、 ン ンプ 攻 に 捕まえ よう 。 











これ くら い の 位置 に 立 
重 音 と 、 フラ ム ゥ は 捕 ま 東 議 
ro し 1。 足場 か ら 落ち な い 衣 
電 注意 し な が ら 、 フ ラム 
ショ ッ ト を 放つ よう に 。 


し エリ ア D で は 、 ム ゥ 箱 を 左側 

| の 壁 に 寄せ 、 階段 を 作っ て ム 
ウゥ を 運び 出す 。 そ の ム ゥ を 持 
っ た まま 移動 する 床 に 乗り 、 
斬 計 2 段 ジ ャ ンプ で 進 も う 。 




























Li 症 較 | 光 の か けら 43(14) 個 条 訟 me 
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aoev ネ ャ Te Ye wee 











エリ ア B 夢 の か けら 3(13) 個 


ざ ロ 


エリ ア CXH 人 の 計 着 は 
2 設 ジ ャ ンプ を 使わ な いと 越 
えら れ な が い 。 と どこで フラ ムウ 
を 捕まえ て か ら 向 か お う 。 


EAA CNTC 間 5 
で NN さ WN ベ 2IHT へ ヽ 恒 対 Vi 





6 な すい: 


(OOGQOW 





ee 


1 の 2 識 7(30) 個 NN 


トゲ 
落下 に 注意 ! 







KKLONOA ③2 DA cgAMP 700RMAMENT 


還 還 |/ プ 相 末 外 を 押 じ て 
(4 隊 諏 を 作ろ う 

通路 を ふさ いで いる ム り 植木 鉢 は 、 右側 の 壁 に 
突き 当 た る まで 押 し て 移動 させ よう 2。 壁 ま で 押せ 




















| ムウ 村木 殺 を 使 て 本 ーーーー…ー 
| プラ ムウ を に 湯 ぼ う ORLD 1 


凍 ん の ン ロン 
遂 路 か 移動 させ た ム ゥ 植木 鉢 に フラ ム 。 す がり 和 
えれ ば 、 月 の か けら を 取れ る 。 茎 を 上 っ た 靖 W 一 








ば 、 ム ゥ 植 木 鉢 を 足場 場 と し て 利用 で きる の で 、 ッ ト で 刈り 取り 、 2 段 ジ ャ ンプ し て 取 ろ う 。 の メ ク ロ ー ル に 合わ せ て 
右手 の フラ ムッ ゅ を 捕まえ られ る 。 その 後 、 右手 の ム ゥ 植木 価 に フラ ム ゥ # 村 紳 匠 292) 
フラ ム ゥ を 捕まえ た ら 、 エ リア 人 付近 に 戻り 、: 2 段 ジャ ンプ に 使え ば 、 ゴー ル で きる 。 手 凍 に 画 
2 段 ジ ャ ンプ し て 大 陽 の の か けら を 取 ろ う 。 の か けら 大 の 入っ た 林 箱 を 嬢 し て か ら 向 か 蘭 隊 で は 、 ee の 近作 と は 別に 画 
' ーー 芋 症 邊 六 | 由 む 。 夢 の か けら な どの ア イ テ ム を 
フラ ムウ を ゲッ ト 、 本栖 の 上 で 2 服 ツ 





“ の 思 陳 リ の が す と 、 戻っ て 入手 する の が 難し く な 
通行 の いり ゃ ま に な る ム ゥ 植 





ム ら ゥ 植木 価 の 上 で 8 幸 
木 殺 を 右 へ 押す 。 その まま 上 ンプ し 、 つ か ん で い 細 | リア の よう す を 事前 に よ く 把握 し て お 
まで 押せ ば 、 役 差 を 上 れる 足 ウゥ を 下 に 落と す と 、 『/ 山 面 の 進む 速度 に 仙 け な い よう に 、 





| 場 が 完 









成す る 。 さっ そく 上 っ 鉢 か ら 差 ほ が 伸び て 、 思 叶 きま り MM の ぼう で 行動 する よう に 心がけ よう 。 
て 、 フ ラム ゥ を ゲッ ト 。 の 花 が 咲く の だ 。 
「 ' | の 木 箱 を 壊す た め に 必要 な フラ ムウ 
2 段 ジ ャ ンプ Ba 還 < 市 まえ た い 。 










ャ zu 
志 。 再び フラ ム ゥ を 搬 計 
を と が で きる ゐ 。 これ を 侍 還 
クリ ア を めざす の だ 。 


フラ ムウ ゥ を ゲッ ト し た ら 

エリ ア 入 則 付 党 へ 戻る 。 と こ 
| か ら フ ラム ゥ を 使っ て ? 段 ジ 
ャ ンプ し 、 木 の 足場 に 飛び 移 
れ ば 、 太 陽 の か けら を 取れ る 。 







ト す る ころ に は 、 


ーー 


夢 の か けら 





ーー テーー 


叶 で 壊し 、 ア 


ッ ト し よう 。 





夢 の か けら 15 個 
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プッ の 





と も を た も る も 
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2 か の 

の の の の が 
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ト こ みこ みこ 





5 ペン > 


1 
1 人 


タク ググ 


まり 取 夢 の か けら 15(30) 個 
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(まま 削 h ! 
MMAMAAMAMAMAMMAA 
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1 い プ ロワ 





フラ ム ゥ を ゲッ : 


、 杯 和 は 後方 に 流 : 
人 SR 


SA 





2N 









| 示 箱 を 壊 じ たら 
中 を の まま 落下 まう 


| Es mmlzz ア 者 onepr 
危険 だ が 、 大 陽 の か けら を ゲッ ト す る 際 は 、 ト ラ 
ッ プ の こと は 恋 れ て 大 胆 に 行動 し よう 。 
太陽 の か けら が 入っ た 木 独 の 下 に は 、 実 は 、 つ 
む じ 風 の クッ ショ ン が 用 意 さ れ て いる の だ 。 手前 
の 足場 で フラ ムウ を ゲッ ト し た ら 、 大 急ぎ で 2 彼 
ジャ ンプ し て 木 箱 を 圭 し 、 その まま 沙 下 し て アイ 


テム を 取 ろ う 。 




















2 段 ジャ ンプ で 
下 の 木 第 を 壊し 
電 た ら 、 足場 に 戻 
) ら ず その まま 
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人 
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を < 生ま 
NN 


- め うき き 


ックス クスクス グ グン 


ポン 3 _ ィ N Ne ・ 
KLONOA ③ 2 pnA cgA7MP 70RM4MEM7 っ 交 に 
人 oe NSRATSI 





AAMAAMA 900H8BNESTPETREPKSS し 


rt 


人 WORLD し rs 





(か フク ショ ン 





ニル ォ ーッ 半 | ンー 
自生 ( ご 8 レ 
LE も で 。 P 記 
に 1 フン 





エリ ア C へ 向かう た め に 償 明 な カギ を 取る に は 、 
ム ゅ 箱 が 必要 。 この エリ ア に 来 た ら 、 ま ず は 上 下 
移動 する 床 に 乗っ て 上 の 一 才 通行 を 通り ぬけ 、 le 
リア 左 に 置い て ある ム ゥ 籍 を 取り に いこ う 。 ム ゥ ウ 
箱 を 持っ た まま で は 一 方 通行 「 を 抜け られ な い の で 、 
下 で 紹介 し て いる 手順 に 沿っ て 、 カ ギ の ある 場所 
まで ム ゥ 箱 を 運ん で いこ う 。 

「 2eto へ 


移動 する 床 に 乗っ て 上 昇 し 、 
左手 の 足場 に ある 一 方 通行 を 通 
り ぬ ける 。 そ の 足 場 か ら 飛 び 降 
り れ ば 、 ム ゥ 箱 を ゲッ ト で きる 。 








ムウ 箱 を 右 へ ” / 





> SN の O 1Sl 


oN 


ムウ 第 を つか ん で 持ち 、 若手 
の 一 訪 通 行 に 向かっ て 投げ よう 。 
これ で 、 ム ゥ 箱 を エリ ア 入 口 付 
近 に 移動 させ る こと が で きる 。 








ム り 箱 を 持っ て 移動 する 床 に 
乗り 、 ム ゥ 箱 を 左 に 投げ よう 。 

一 廊 通 行 の 足場 の 下 に ある 、 空 
"* 間 を 目 が け て 投げ る こと 。 


財 よ スシ ル 2 





ご NVY ロ T ヽ 選対 代目 


投げ 入れ た ム ゥ 釘 を 持ち 上 げ 
引 て 2 段 ジ ャ ンプ すれ ば 、 カ ギ が 
取れ る 。 カギ を 取っ た ら 、 エ リ 
怒 ア D へ と 向かお う 。 
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ムウ 捕 水 多 に バウ を 福 


ie D で は 、 ム ゥ 植木 鉢 を フル 活用 する 。 月 
の か けら を 取る た め に 、 ま ず 、 上 段 の 植木 鉢 を 右 
へ 押し 、 クロ ノア が 入れ る 隙間 を 作ろ う 。 
隙間 が で 『 き たら 、 今度 は 下段 の ム ゥ 植木 鉢 を 左 : 
手 に 押し て いく 。 移 動 が 完了 し た ら 、 ム ゥ を 植え 
て 上 の 生 場 に 乗り 、 刈 り 取っ た ム 9 を 合っ て アイ 
マ テム を 取 ろ う 。 


Sec 














予選 ブ (計測 ノウ ェ スタ ンジ シャン クル ) スタ ン ( 所 ウェス タン ジャ ンタ ル ) 


宛て の 2 イ テ ム る 2 89 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーー ペーー で ーー ベーー ペ ーー に 





VisioN 9_ 


En 





エリ ア を 1 周 じ Z 
アイ テム テム を グ ウ ド 
ェ エリ ア C に ある 月 の か け ら と 半 間 の みり 
左下 に ある ム ゥ 箱 を 利用 し て 取 ろ 2 う 。 
通路 を ふさ いで いる フラ ム ゥ の ほか 、 つむ 


い ご 刻 肖 


一 方 通 行 な ど 、 、 な に か と 仕掛 け の 多い エリ ア / 
複 殺 な 操作 は 必要 な い 。 あせ ら ず に 、 下 で 納 信 
て いる 手順 で 攻略 し 、 9 ア 内 に ある ア イ 芝 上 


すべ て 取 ろ う 。 





( 箱 を 投げ て 走り ぬけ 』 


ム ゥ 箱 を 3 体 いる フラ 
向かっ て 投げ 、 す ば や く 半 
革新 た に フラ ム ゥ か が 出 更 す 則 
Se 通り ぬけ を 終わ ら せ よう 。 









、 月 の か けら を ゲッ ト 
ムウ 箱 を 持っ て つむじ 順 上 

剛 り 、 石 手 の 足場 へ 行こ う 。 

| で 2 段 ジ ャ ンプ を すれ ば 、 

か けら を ゲッ ト で きる 。 


( ムウ 箱 を 一 方 通行 へ 

月 の か けら を 取っ た ら 、 上 
1 箱 を 拾っ て 左側 に ある 一 方 漏 
了 』 に 向かっ て 投げ る 。 その お 軸 


一 方 通行 を 通り ぬけ よう 。 


量 BE が af へ 
*。 ム ゥ 箱 は エリ ア の 左端 ま 

N 動 す る の で 、 3 上 は 
介 一 方 通行 の 足場 へ 戻 そう 。 そ 
紀 すれ ば 、?2 段 ジャ ンプ ブ が 可 台 識 











涯 の 科 木 
ゴー ル へ 向 放 

た め に 使う | 

う 際 は 、 有 有 


へ 戻し て が 計 
ムウ を 植え 





し た 植木 


ま リ 了 


- 
ト 
|. 


ます 






鞭 の か けら 





8(14) 個 















ント 1 


ェ リ ア C へ 行く と ざさ は 、 バム 
ウ 村木 殺 を 使う 。 堪 に ある 植 
木 殺 を 右 に 押し で か ら 、 ムウ 
を 植え で 直 べ 館 5 う 。 


ビオ ョ デメ スミ ドス 


に 2 テス て メ ョ エメ 


SYS RY Nk YR LNK_Y KR_3 N_ コ 





oy けら Wh23B 
浦 空 で 灯っ で 取 つ ろう 


の に ある 中 の か け 
ら は 、 グミ に つか まっ て か ら 
右 に ジャ ンプ し 滞空 を 全 ) で 
取 ろ う 。 基 の か けら を 取 7 
ら 、 トゲ に 落下 じ な いま う ド 
再度 ダミ に つか まろ う 

















ご NVAIHH へ 居 言 NunNi 凍 汗 - 










































上 
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WORLD 1 | 間 っ ==rassmrs 較 人 


時 夢 の か けら 大 を ゲッ ト 





有利 WU リ 、 ま えも っ て 壊し て お こう 。 こ の フラ ム 和 げ て 本 を 
了 ゆめ め だ い らく | N 
を きま | I N に =- ゝ pe Y> 折 < = し て お け は 、 石手 か ら 足 場 下 
# けり は ば 、 夢 の カ 1 楽に 取れ る へ の こん で 計る 必要 は ない 
Mo 上 仙 に いる ム ゥ が 才 っ て くる の で 、 スム ー ズ に 夢 の か けら 大 を ゲ 
| 喘 瑞 し や すい 。 画面 内 に 木 箱 が 見 えな ッ ト し て 進 も う 。 


 / ハウ より 右手 の 葉 の 足場 の 上 か ら 投 
軸 上 本 る の で 、 涯 み に ある 夢 の か けら を 取り 





ボス を 攻撃 ! 
バル ボワ と の 距離 が 短く な 


馬 本 1 【 2 回 投げ よう 。 ちな み に 、 この 場所 っ て いた ら 、 ム ゥ を 取っ て 、 
上 | ii の 拉 に 消す ムッ が いる の で 、 すく 


差 が な い の で 、 CK に 狙い を 
定め な く て も 攻撃 が 当たる 。 


は こ 


中 ) 卓 札 へ 持ち 運ぶ 必要 は な い 。 





ウッ ) 和 0 


り が け ! を 7? 


近 も を 人 


ャ ンプ を 決 て 少 ま すれ 。 夢 
上 き 6 ロー フ を 上 りす 
5 ける の で 注意 じ よ う 。。 















エリ ア 貞 夢 の か けら 10 個 


上 VA 
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二 EMHOKAL 
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如 | 
rs の ら 18 
し で 5 


ご MaNAAYSI ロ T へ 李 諸 | 














SB 
ラク な 916、 1 の 折 で 
g 位 と も 壊せ る 。 タイ ム 短 護 
に 役立つ テク ニッ ク だ 。 









uupadynyoeAxaa、 


eprEvvvuy2wpiuu1 
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/ KLONOA G③2 pFAM cg4Aip rogRNAMENM7 

ェ エリア 間 導 アド 
C-2 時 計上 く 村 アウ 
Pat.2 よく そ ぞう ! 








さ いじ ょ うだ ん 


上 つ 積 まれ た 林 和 の 最上 段 に は 、 太陽 の か けら 
が 隠さ れ て いる 。 木 箱 を 壊す と き は 、 手前 に ある 
バネ で 大 ジャ ンプ し 、 頂点 で ムウ ゥ を 投げ る よう に 
し よう 。 そう すれ ば 、 上 の 2 つ は 同時 に 壊せ る 。 


太陽 の か けら を 取る と きも 、 同 様 に バネ で 大 ジャ 
を し あう 。 











。 バネ で 大 ジャ ンプ  ) 
バネ が 深く 沈ん だ 肢 間 に ジ 
ャ ンプ ボタ ン を 押せ ば 、 ムウ 
を 持っ た まま 高く 飛び 上 が れ 


る 。 あ わ て て 2 段 ジ ャ ンプ し 
て し まわ な いよ うに 注意 。 


ry4S | ション ア 人 
木 箱 を 壊し た ら 、 フ ラム ゥ を 
つか ん で バネ で 大 ジ ダダ も 

た あと 2 設 ジ ャ ンプ し よう 。 そ 

うす れ ば 、 ス ムー - ズ に 太陽 の か 

けら を 取っ て 、 前進 で きる 。 
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村 い 半 目 クシ カル 『 ル ( こ に ご 叶 移 狐 4 ン ン プ 


mt 9 還 臣 私 リル タン ション 2 


2 個 積 み の 木 箱 は 中 身 は な い が 、 弄 し て お < 人 


ぜん を ん ぽう 


前 方 の 夢 の か けら が 取 りや すく な る 。 木 箱 を 填 上 
た ら 。 ムウ を 捕まえ て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 3 つの 





の か けら を 取 ろ う 。 ゴー ル 手 前 で は 、 バネ で 乙 主 
ンプ し た あと フラ ム ゥ を つか ん で 連続 ジャ ンプ 半 
る と 、 夢 の か けら 大 を 取れ る 。 







夢 の か けら 小 
木 入 を 壌 し 足場 の 端 二 
ギリ の 場所 か ら 2 段 ジャ 記 
し て 創 め に 飛べ ば 、 3 つ 前 
で いる 夢 の か けら 小 を 、 す 
て 取る こと が で きる 。 


 、 の か けら 大 


バネ で ジャ ンプ し た ら 

フ ム ゥ を キャ ッ チ し 、d 加 較 
ず 2 段 ジャ ンプ し て 夢 の 賠 
ら 大 を 取 ろ う 。 ボス か が 道 っ 旭 
いた ら 、 そ れ が 攻撃 に も が 識 


泊 PP 二 較 っ (22) 但 


ー 方 通行 講 


な GOAL 
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時 
aa re で Ke 


いん 9 に 】 月 p レ 4 
7 が 0 スル @ み アク ショ ヨン 


ワー ルド 2 か ら は 、 財 の 住 外 け が TP 下 
か ら 了 吹き 上 げ て くる 風 に 乗る と 、 バネ を 使っ た 大 
ジャ ンプ の よう に 勢い よく 上 昇 する 。 た だ し 、 ジ 
ャ ンプ と 遣い 、 天井 な ど に 到達 する まで 左右 移動 
で き な い の で 、 場所 に よっ て は この 風 が 障害 に な 


き 。 2 番目 の 風 が まさ に それ だ 。 前 進 の た め に 、 
ム ゥ 箱 で 噴き 出 し ロ We 本 うう 。 





エリ ア B | 主 ( み 25 ら 11 (18) 個 
AO 
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シャ ッ タ ー① 
PelNt1 


上 の 足 増 上 
ム ゥ 箱 村 


噴き 出 り 還 


に 落下 き 由 


は ka 人 
進 可能 








垂 け 1 に は 、 風 と 同様 に 


『 が ある 。 
ャ ッ タ ー ば 、 スイ ッ チ を 押す と 開く タイ 
| は シャ 要 一 ー の 上 に 置 さ れ て いる 


あし ば の ぽ 


で 2 数 ジャ ンプ し て 足場 を 上 り 、 シ ョ 


まき 誰 , 二 Ne 本 
ま "の タイ プ の スイ ッ チ は 、 一 度 押 し て し 
生 ヘ | いい ッ ター が 閉まる こ ど と は な い 。 
















シャ ッ タ ー を 抜 
躍 けた ら 、 左 か ら 
0 寄っ て くる ムウ 
を 捕まえ て ? 陸 
| ジャ ンプ し 、 月 
の か けら を ゲッ 
ト し よう 。 


上 /C の 月 の か けら は 、 下 か ら 5 吹き め ける 風 

『 ゃ | すし て いる た め 、 その まま で は 取る こと 
噴き 出し 口 を ふさ ぐために 、 ま ず は 

凡 klf25EhLrt 近 Re さら に 左 へ 押 
央 4 止め よう 。 ー 
| | 動か し た 植木 殺 に ムウ を 植え て 上 へ 進 
"いた ム り を 使っ て 木 箱 を 壊せ ば よい 。 通 
中 遂 り ぬけ て 月 の か けら を 取る こ と が で 
きま りお 、 木 箱 は 、 風 に 乗っ て 上 昇 し な が ら ム 

! り て も 壊す こと が で きる 。 


( 放 m 
詳 の けら 大 を 取る と き と ゴ ー ー ル へ 向かう と き 
| アッ トン を 利用 する 。 夢 の か けら 大 を 取る と 


じょう し ょ うち ゅ う 


ま | ジャ ンプ 上 昇 中 に テッ トン ヘ へ ショット を 打 


か こう ちゅ ょ う 


0)。 下降 中 に 捕まえ る と 、 高 度 が 足り な く 
0 の て する こと 。 ジャ ンプ の 前 に うま 
トン を 捕まえ れ ば 、 夢 の か けら 大 の 場所 

種 動 で さる 。 
| ル へ 向かう と き は 、 テッ トン で 木 箱 の 位置 
中 し 、 テ ッ ト ン を 投げ て 木 征 を 壊 そう 。 再 


リ ) トン で 昇 れ ば 、 中 | ー ル へ も 行け る 。 


ee 


! 販 








中 jsZ C に ある 天 陽 の か けら は 、 エリ ア B と C 
を 行き 来 し て 取る こ と に な る 。 
か 目 の 前 に 置 いて ある ムウ 


箱 を 取り 、 エ リア B へ 戻 ろ う 。 そ し て 、 す ぐ 目 の 
前 に ある 風 の 上 か ら 沙 下さ せる の だ 。 
これ で 、 下 に ある エリ ア B と C の 連絡 通路 が 通 


は い 


れる よう に な る 。 その 通路 へ 入っ て 、 ZZC に 


ある 太陽 の か けら を 取 ろ う 。 





剛昌 っ 猪 で 噴き 出 
し 口 を ふさ ご う 。 
それから 、 下 の 
通路 へ 入り エリ 

ア C へ 行け ば 、 

太陽 の か けら は 

すぐ 手 に 入る 。 


し いす xc を.k 計 

まず は 、 ム ゥ 植木 鉢 を 右 に 
押 し て 段差 の 上 か ら 落 下 させ 
よう 。 落と し た ら 、 今 度 は 左 
へ 押し て いく 。 こう すれ ぼ ば 、 
風 を 止め られ る 。 


に う 1 

ム ゥ 植木 鉢 に ム ら を 植え 、 
茎 を 上 ろう 。 咲い た ム ら を 取 
りこ の 位置 か ら 投げ れ ば 、 木 
箱 が 壊れ て 月 の か けら の ある 
足場 へ 行け る 。 















. 上昇 中 に ショ ッ ト 
より 高く 登る た め に 、 ジ ャ 
ンプ の 上 昇 中 に テッ トン ヘ シ 
ョ ッ ト を 放 と う 。 ゴ ー ル へ 向 


すう - 


か うと き は 、 多 少 下 降 し て も 





| 大 丈夫 だ 。 
空中 で 投げ る ! 





木 釘 の 位置 まで 上 昇 し た 
ら 、 テ ッ ト ン を 投げ る 。 う ま 
く 壊せ ば 、 ゴ ー ル へ た どり 着 
ける 。 何 度 も トラ イ で きる の 
で あせ ら ず に 行こ う 。 
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ii の の いや YATemtvT 
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KLONOA 2 2AEA cgA2P 700RMAGEN7 に へ 


WPYVYTTTP 








還 き 


WORLD 2 


/ バ ズル ご アク ショ ン 


エリ ア B に ある 月 の か けら は 、 ム ヶ 籍 と ム ゥ 


PP 4 き は ち つつ 狼 


ど 粒 て 風 の 噴 き 出 し を 操作 し な が ら 取 り 
に いこ う 。 ま すず 、 風 を 止め て いる ム ゥ 箱 を 持っ て 、 
ム ゥ 植木 鉢 を 左 に 押す 。 


生か Fo 置 に 扇 


emo 
人 Na 














午 / ッ 釘 を 持つ て 補 木 価 を 押す 


ム ゥ 箱 を 取っ て か ら 、 ム ゥ 植 
木 鉢 を 左側 に 押す 。 和 を 持っ て 
押さ な いと 、 風 で 上 に 押 し 上 げ 
られ る の で 注意 し よう 。 


夫 島 


ルコ ュー ニッ 


. ム り 槽 木 鉢 を 写真 の 位置 
動か し た ら 、 通 DR お 
る 風 ② を 止め る た め に 、 ム ゥ 箱 
を も と の 位置 へ 戻 そう 。 





に > N の 61S ぽ ! 





エリ ア C で は 、 木 入 が 頭上 の 通路 を ふさ いで い 
ク る 。 ここ で 初 登場 と な る エル ビル を 捕まえ て 2 邊 
上 ジャ ンプ する と 、 頭上 の 木 釘 な ど を 壊す こと が で 
方 きる 。 そ の うえ 、 通 常 の 2 段 ジャ ンプ に 比べ 、 か 
な り 高 上昇 す る と いう 特徴 が ある 。 
ここ で は 、 そ の エル ビル を 使い 、 着 実に 木 箱 を 


壊し な が ら 上 へ 移動 し よう 。 





エル ビル を 使っ た 懇 い の 
ある 2 段 ジ ャ ンプ で 、 木 
箱 を 紛 砕 し て 進 も う 。 上 
空 の アイ テム も 、 エル ビ 
ル の 上 昇 力 で ゲッ ト 。 





上 か ら で は 、 太陽 の か け 
ら 近 く の 木 箱 は 壊せ な 
傘 下 役 左 二 の エル ビル 
』 を 運ん で き て 、 勢い よく 
上 昇 し て ゲッ ト し よう 。 






















し 、 属 や で ド に 移動 し て ム ゥ を 縛 ま える 。 失 | 
た ムウ は 、 動か し た ムウ 植木 鉢 に 植え る 。 そ b 
科 を 上 り 夢 の か けら を 取っ た ら 、 隊 いた ム 9 人 0 


まえ て 左 の 下 場 へ 飛び 移る 。 ここ で 2 段 2 軸 
は 2 月 の か けら を 取れ る 。 





むり ょ 7 し ょ 















くる ム ゥ に 当たら な いよ 計 
風 に 乗っ て 待ち か まえ る q』 請 





車掌 ムウ を 植え る 


ム ゥ を ム ら ゥ 植木鉢 に 植 還 【 
| ああ 放 ゆ 。 刈り 取っ て 左 の 往 
移動 。 そこ で 2 段 ジャ ッ プ 央 
月 の か けら を 取 ろ う 。 






| ヨレ ベア の 流れ を 逆 に し て 
記 ん ん FE 予 そ 2 


一 見 する と 、 な ん の 仕掛 け も な いよ うに 見 和 


人 め か 


が 、 床 が ベル トコ ン ベ ア ア に な っ て いて 、 実は 月 6 
か けら と 夢 の か けら 大 の ある 場所 へ は 、 ムウ 背 


うた い 


っ た 状態 で は 行 け な い 。 それぞれ の アイ テ 誠 識 
る た め に 、 ス イッ チ を 押し て 、 ベル トコ ン 2 放 


流れ を 変え よう 。 す る と 、 ム ゥ が 左側 へ 自然 上 
れ て くる よう に な る の だ 。 





ゴー ル 手 前 に ある 
コン ベア の スイ ッ チ 財 
ョ ッ ト を 当 H て て 、 ベル | 
コン ベア の 流 が 左 間 
に な る よう に 調整 





月 の か けら ゃ 送 の か 
大 の 下 で ム ら が 穫 づ 人 


し て 捕まえ 、 2 段 ジ 
プ に 使 お う 。 


夢 の か けら 


隊 
較 


< ヘ ンー 
ミン 


3 イデー 4 そ ー ュ ー ミ た デー 


5 
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ンー ンー ンー テン 
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rc@ 


| ら N O1S|/ 


ANLIANH 一 へい ヽ 地 肝 ば umN 


ーー】 
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ピー 









rrPY02TYPY0 人 DE20 
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EE = { 、 ササ ルン の 動き を と くに 、 
目 朋 。 リ の ある 部 屋 の シャ ッ タ ー は 、 3 つの 生生 

| | ( ! ば や く 押せ ば 開く 。 まず フラ ム ゥ を : っ 
レル | 馬上 は ジャ ンプ し て 右上 の スイ ッ チ に ショ 
人 MM フラ ム う を 移動 す 和 に 拉 こ っ | エリ ク B の 林 条 を 嬉 っ 用 その と き 、 いち ば ん 左側 に ある スイ 

















































































/ 山科 
グ の 上 1 で 2 段 ジャ ンプ すれ ば 、 落 と し た フラ 
木 箱 を 壌 し た り 、 2 彼 ャ ンプ で 月 の か けら を | エリ ア C の 太陽 の か けら が ある 部 屋 へ は 、 陵 ジ ャ ン 昌 
set:Sb その あと すぐ に 沙 
取っ た りす る 際 は 、 フラ ム ゥ を 使う こと に な る 。 TWA ける よう 2 AKAe ッ ト す る の だ 
2 員 as し O 
し が し 、 アマ 点 み 選 。 上 下 移動 し て いる ササ ルン : つて いる 。 し か し 、 エリ ア B の 木 箱 の 近く (| 
の 下 を 通り ぬけ し な いと 運べ な い 。 人 0 が (0。 どど 持 3 一 度 エ リア C へ 入り | 2 隊 ジ パン プ で スイ ウチ オン ) 
せっ か く 取っ た フラ ム ゥ が 破 製 し な いよ うに 洋 | ホッ ピン を 縛 ま えて 戻っ て こよ う 。 EE 
意 し て 、 ササ ルン が 最上 昇 し た 肥 間 に 、 走り ぬけ : 木 箱 を 壊し た ら エ リア C へ 入り 、 太 陽 の が | スイ ッ チ を 連続 で 切り か え 
て 運ぶ よう に し よう 。 | を 取っ て ー 通行 か ら 出 よう 。 よう 。 あ まり あせ ら ず 、 正 
。 na p # 確 な 操作 を 心がけ よう 。 
と ( ③ 、 下 の ス イッ チ ヘ ショ ッ ト ) ee 
に に も 人 ム ム ( 右上 の スイ ッ チ に ショ ッ ey 
| 四 > 0 財 エリ ア C か ら 清 ト を 当て 、 切 りか え に 成 功 0 
前 績 記 も 、 た ムウ を 、 こ の 値 3 
リ ギ リ 遂 る こと が で き ら 投げ よう 。 | し た ら 、 す ぐに 落下 し 、 正 ー 
O の 9 識 面 に 見 える 最後 の スイ ッ チ O 
際 る 。 ササ ルン の 動き を 木 箱 を 2 つ 効 連 出 沿 6 
之 旧 よく 見 て 通り ぬけ よう 。 すこ と が で きる 。 に 速攻 で ショ ッ ト な を 放 と う 。 ッ 
| 殊 


CMANHー へ いい ヽ 思 逢い MK 僅 )) 


&s 衣 ま 還 ミミ スネ ネネ スネ 3 スイ ッ チ ① こ ③ 「 


シャ ッ タ ー 
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人 大 え え え 。 ええ ホネ スネ スス , レレ 」) 晶 計 計れ の まま aeeD 。。 GO 須 ! 計 "" " 
) 3 k 5 5 』 』 IN 間 どど At て 6 て d PCD て VA の ・ 4 い らい bd 5 も 1 3 M さ 
1 】 り 0 了 Rmrr 『 の 1 [/ の ア 


ryy 
に 








|-。 風 を 止め で いる ムウ 箱 を だ ど 
か が じ で 上 昇 ず すれ ば 、 月 の か 

を 取り に いけ る 。 見 落と ざ 

た FN 注意 みう 
















ル ItoNoAoz… DREA 記 CHAAIP 7ORMAAREM7 


WORLD 2 
ッ 品 デ 寺 王 ド アク ジ ション 


NN 、 
4 


ン デ " 間 、 2 
給 証 ア ゃ まな 歯車 は | ェ リア ァ A 
= ジャ ンプ で 避 け で あう 民 PE 
| そこ で は 、 ク ロ ノ ア が 真 か ら 手前 に 移動 する の [ 


| 10 個 | 
で 、 ある 程度 地形 を 把握 し て お か な いと 、 アイ テ 
ム を 取り の が し や すい 。 
基本 的 に は 、 ク ロ ノ ア が 中 央 に いる よう に し 、 
夢 の か けら が 出 た ら 、 ア イ テ ム に 沿っ て 移動 する 
よう や が けれ ば よい だ ろう 。 
な お 、 障害 物 の 歯車 は ジャ ンプ で 飛び 越え る 
こと が で きる 。 行く 先 に 横たわっ て いた ら 、 ジ ャ 
ンプ で 避け る よう に し よう 。 























hw 


パ 
パ 寺 
人 h、 
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マー ロ S 過 也 弄 


= 還 …… 


フロ ー ト ボー ド 面 で は 、 
い ず れ の 方 向 移動 に も 対 
応 し や すい の で 、 で きる 


だ け 、 中 央 の ライ ン を 維 
持 す る よう 心がけ た い 。 


の 


隊 害 物 の 歯車 は 、 わざ わ 
ざ 左 右 に 避け な く て も ジ 
ャ ンプ で 越え られ る 。 最 
後 の 太 陽 の か けら を 取っ 
た あと に 、 役立て よう 。 


ーー 間 症 
ww 中 
ee 
NM の MAAoAMLSAA し ev 私 
| ゃ 


hb 
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し 4ー 
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= ゴー ル 手 前 の 進路 を 背 ん で 
いる 。 と の ササ ルン は 、 手前 の ジャ ンプ 人 台 を 使っ 
て も 飛び 越え られ る が 、 万 ーー ジャ ンプ 台 に 乗り 
こね た ら 、 す ぐに 画面 の 右側 に 寄 ろ う 。 接 触 する 
よう に 感じ る か も 知れ な い が 、 実 は 、 右 側 に いれ 
ば ダメ ー ジ を 受け ず に 乗り きれ る 。 





ルー ト 右 側 で ササ ルン を 
| や り 過 ご せ ば 、 そ の あと 
に 配置 され て いる 太陽 の 
か けら も 、 か な り 取 りや 
SEE 鐵 すく な る 。 


) 56 















垂 
エリ ア D エリ ア E 「 
夢 の か けら 夢 の か けら | 


10(50) 個 


ミー ロ さ >| 了 訳 
ミー ロ ざ >! 陀 副 


き 内 夢 の か けら の 配置 場所 を 
人 


し っ つかり 頭 だ 叩き こん で 
挑戦 し よう ! 


mx@) 油 2N O1ISIA 
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し 』 
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> で NLIAANH 一 へ ヽ 本 膨 m 


3 。 序盤 は 、 入 9 だ が 党 も 飛べ る ズ ィ 2 
0 2 2 0 人 8 


_ 哨 あん な 何 も 考 えて いな い 幻 汰 で な く 、 


守れ て し ま 較 た の で 、 当 、 見 目 雇 し い 美女 が いれ ば 


還る ミポ ブ カ さ ま が 1 回 戦 の 勝利 を 手 に 入れ “ 
「 言っ て くれ れ ば 、 少 し ぐら い 
血 を 分 け て あげ た ん で す が 


語 。。- ろ に よる と 、 ズ ィ ー グ ル さ ま は 、 ト イ 
まし 示 め て いた も よう 。 - 
回 = ミ = 言 で 吸っ た ム ゥ の 血 が 、 み ご と に お 腹 を 
還 症 還 ま し た よう だ 。 ンカ 力 ! 
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WORLD 2 
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すぐ に 2 彼 ジ ャ ンプ し て 、 左 
手 の 足 場 に 飛び 移 ろ う 。 



























まり ヂ 昌 





Co 





Se e 
1 






5 


こっ 





AA 
AA 





か 
いう 
me 










AN 
も 


0 


いて 
3 介 1 
6 
OO 


ee 
NO > 
OK 








っ 


. スク ロー ル に 追い つか れ * 
た と え 足 場 に 着地 し 置 
も 、 ス クロ ー ル の 画面 人 
つか れる と 、 そ の 場 で 細 
し に な る 。 の ん びり し 評 
の も 厳禁 だ 。 








。 


rw 
OX 


ico 
ん 
で な 
いい 、 


RT 













1 aa 
Ro 
北信 Ao 
の We の ae 
9 560C20 
My 


に 









ーーーーー ーーーーーー ニーーー ニ ーー デーー デー ニテ テー- ニ ーー ーー ニーーーーー 


1 認 か < 2 すめ MG が な 
エリ ア 過 夢 の か けら 3600 | 
も 30 、  . 還 旨 SOON 
則 Oo OO | 『 2 


6 
oo Oo 
0 

CC OS Yo 

KK XX 7 〇 
CC 
CO 
し 
ベ we 
2 
は で 


愉 
CC 


マン 


1 
とこ 


『 ッ 
= 
sh 


い 
Co 


We 放 oo 


くつ っ 
SS 
し や 


>NOISI 






AO 


a ぐ e じ O の ) に 
% の る ひい く 4 
P ア ooo oo 0 0 ト 1 
人 2 の 7 AKO < 1 【| Cr 
] 1 1 
) の DS 7 


= 
ま 
- ペ 
2 
ot 
oo で 
に 





い 
ュー 


Se 







GS 


に Fo 





う 
S 


SO 
SA 


/』 


> で MIAANH 和 一 いい ヽ 選 計 mW 





0 


に 
Yo 
ww 
KS 


チ 
= 


ANIANYHA 一 へ へ 選 膨 ば 


Cs Ge 
ee d 
1 








molg0 
落 び 移る 足場 まで の 距離 が 長い た 
め 、 ムウ を 使う で ジャ ンプ する よう 
に 選 え る が 、 ここ は 、 置 通 の ジャ ン 
ブ で 飛び 移る 。 一 段 高い 定 場 か ら 飛 
び 、 浦 密 し て 渡る う 。 向かい 側 の 足 
場 に 着い た ら 、 すぐ に 左側 に いる ム 
ゥ を か ホ ジ ャ シ プ で ゲッ ト し よう 。 
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上 の 夢 の か けら を 取り そこ な うる 瑞 
が ある 。 夢 の か けら が 8 つ 見 える 講 
で あわ て ず に 待ち 、 一度 の ジャ シ 調 
で 取 つ の う 。 3 
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うま る 投 け ご もつ 


用 に 乗っ て フラ ム ゥ を 捕まえ 、 ム っ 寺 
木 釘 を 壊 そ う 。 こ の ム ゥ 猪 は 、 風 ③ を = 
に 利用 する 。 風 ③ は 、 ム ゥ 籍 を 柱 の 障 請 
こめ ば 止ま る 。 作業 が すん だ ら 、 手 芋 
フラ ム ゥ を 持っ て 下 に 降り る 。 箱 の 上 人 
ャ ンプ し て 月 の か けら を 取っ た ら 、 左 三 生 


ら 出 て 、 次 の エリ ア へ 進 も う 。 


「 


」 柱 の 隙間 を 各 っ っ で 
E が な が ら ム ゥ 箱 を 本 還 
組 KA 手前 人 出 で ジ ャ ンコ 
投げ 入れ や すい 財 王 計 




















. フラ ムウ を 振 ま = 


出 ③ を 止め た 
ム ゥ を 使っ て アユ 二 
う 。 フ ラム ゥ は = 請 識 
上 が る 足場 で 待 で 調 






9 ーー ーー ーーmーー デ ーー 
1 


ーー ニー ニーーー 


還 を 投げ て シャ ッ ンク ー の 
』』 スイ ッ チ を 多 す 


詳 = 計 つか けら を 取る た た め に 、 エ リア 
国土 きえ た い 。 捕まえ る の は 、 上 の 
還 ま す は 、 下 の ム ゥ を つか み 
ある スイ ッ チ に 投げ よう 2s_ 9 ら 
計 間 へ 続く シャ ッ ター ー が 開く 。 
時 6 動き を する の で 、 よく 狙 





| ろ を 見 は か らい 、 す ば 
剛 くら cirne 
人 の スズ スイッチ 
加 を 押す こと が で きる 。 





座 有 の か けら 5 は 、 フラ ム の を 便 
きる 。 レ が し 、 ムッ ゥ を 運ぶ 途中 に 

近 て 、 上 下 に 動い て いる 。 

放 = プラ テ ム ラッ が ササ ルン に 当たる と 壊れ 


テ サ ルン が 上 上 昇 し た 瞬間 に す ば や 










































エリ ア B の 応 語末 邊 に 
ば: 夢 の か けら 大 が 隠れ て いる ミエ ル 
語 ビル で 上 昇 じ で いけ ば フラ ム ら を 捕 
まえ る こと が で さる 。 捕まえ た ら 、 本 


証 サ ァ E へ は 、 和 動 する 麻 に 乗っ て いく こと に 
な る 。 移動 する 床 の 近辺 に は 、 2 段 ジ ジャ ンプ に 利 
用 で きる 敵 が いな い の で 、 風 の 上 昇 を 利用 し て 飛 
び 移る 必要 が ある 。 風 で 頂点 まで 上 昇 する と 、 移 
動 する 床 の 動き が 見 え ず 、 飛び 移る の は 意外 に 

し い 風 か ら 抜け た あと 落下 し て 滞空 し 、 足場 へ 

乗る タイ ミン グ を 滑 靖 し よう 。 


。 風 で 上 昇 し た ら 右 へ 。 
用 柱 に 沿っ て 落下 し 、 杜 
が と ぎれ る あたり で 滞 
議 | 空 すれ ば 、 床 が 見 えて 
衣 飛び 移り や すい 。 


て ラ 


ME / 粒 サ サル ン 下 の 穴 へ は 、 
絆 間 工 ジャ ンプ し て 降り な い 

想 工 よう に 注意 。 方 向 操作 

だ け で 、 す と ん と 落下 


組 蘭 ア アウ うす る と よい だ ろう 。 











エリ ア E 





ゴウ ルコ ケル の) 3(30) 個 






owl Oo isSiA 








gd シイ 
WnnWhrrirhrWeWePT9NWODMNPYEWTSTEA 了 和夫 の 


KLOINOA 人 EAA cgAAp 7 の MA6EN7 こっ 
/ 





creencewowco の otoo 





の A シ ぐ / の : ン ム シー ピク 


7 Montp2 1 





- ' し 2 チー 
大 が か りな 仕掛 


け は 登場 し な い 。 





















' 和 和 
' | 
に 精 還 上 グ 木 首 の 壊し 方 が 
) ドン 時 間 斑 尊 の ポイ ジン 
K も aw ん あい て 9 、 癌 計 の 
- ノ > 対戦 相手 の ジョ ー カ ー を 攻撃 する 手段 は な い の 
CO で 、 こ の ビジ ショ ン で は す は や く 行 動 す る こと が と 
6 Pa9 ま よう ちゅ うお うじ ょ うだ ん き ば こ 
ら くに 重要 だ 。 エ リア A で は 、 中 央 上 段 に ある 木 征 
こわ か た き 6 も ん だ い すす 
ジ の 壊し 方 に 気 を つけ れ ば 、 と くに 問題 な く 進め る 
に 人 の ポ 
ィ 箱 の 壌 し 方 が 時 間 短 縮 の カギ と な る 。 床 の 木 箱 を 
ス 壊し た あと 、 ム ウ を 捕まえ て 穴 を 降り れ ば 、 足 場 
は こ こわ か みち お ぼ 
較 の 不 箱 を 壊し て 近道 が で きる こと を 覚え て お こう 。 
の まえ か さ 
レ あと は 、 ロ ー プ を 上 る 前 に 、 ロ ー プ に 重なっ て い 
べ る 木 箱 を むだ な く 壊 せ ば O K。 
この 木 箱 を ム ゥ で 陸 せ 
れ ば 、 大 回 り せ ず に す 
お 。 段差 を 降り る 際 は 、 
し っ か り と ム ら を 捕 ま 
完 て 夫 く ご あ 。 
ぐ " 
| エリ ア C に は 、 と くに 
攻略 の 難し い ト ラッ プ 
な ど は な い 。 英 に 接触 
kJA し な いよ う 注 意 し て 、 
ペ 進ん で いこ う 。 










和 TT29S9t9 つ 4 ゥ つく SS et 





組ま の か けら 大 の 入 つ で いる 木 箱 の 足場 へ は 、 羊 
通 の 2 段 ジ ャ ンプ で は 上 れ な い 。 前 方 の エル ビル 
を 捕まえ で 戻り = 階段 の 上 か ら 大 ジャ ンプ し よう 
箱 は 、 左手 の フラ ムウ で 壊す こと が で きる 、。 
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生き 岩 を 降ら 
せ て 攻 買 し て くる 。 
地面 に 落ち た 岩 は ム 
ウ に 変身 する の で 、 
避け た あと も 油断 し 
な いよ うに し よう 。 





横溝 ね られ た 粒 の ボディ の 上 に ある 、 大 き な 
顔 が 英 の 本体 だ 。 こ の 本 体 を 倒す と 、 先 へ 進む た 
め の カ ギ を 入手 で きる 。 更 定 は 。 樽 の ボディ を 攻 
撃 し て 、 本 体 を 下 に 降ろ そう 。 

7695 し 本 体 を 支え る 樽 の 数 は 、 エッ が 進む 


は な 


に つれ て 増え て いく の で 意 し よう 。 敵 が 放っ て 


くる 岩 は 、 、 比較 的 ゆっ くり 落下 する の で 、 よ く 久 






) 避け た ら 、 す ぐ 
N に ムウ を 捕まえ 
|! る て と 。 ジャ ン 













ン 。 










、 導 rh 区 6 く か pvsg ず 。 この 半 の 0 こ 落 
ちる と 、 ム ゥ が 出現 する 。 南 の 岩 攻撃 は 、 こ ち 上 
の 攻撃 チャ ンス で も ある 。 ム ウゥ を か た っ ぱし か 8 
つか み 、 投 げ て 攻撃 し よう 。 「 

な お 、 ラ イフ が 減っ て いる と き に ム ゥ で 岩 を 叶 
す と 、 ハー ト が 出現 する 。 ライ フ が 少な いと き 
これ を 利用 し て 補充 し よう 。 


計る 信二 し て か ら 本 体 攻 還 











3 ラウ ンド 目 
出現 する 樽 の 記 
si れ か に 、 太陽 休 
記 か けら が 剛 ぶ 串 
W て いる 。 全部 人 
樹 を 壊し て が 記 
本 体 を 倒 そ う 。 
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を 送っ て いた 。 
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KKLONOA ②③ DEA cgAeP rogRWAAMEN7 語 
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0 と イカ が シン ググ (2 四 桂 / デ ザー トイ ー ス ト )) 


の の 
MM は ee 


































憶 ブッ ビィ を バネ で 運び 寺 。 和 - 印 矯 て 
/ Poimt.1 ムウ 岩 を 破 寺 する 「 | Peimt2 | 爆発 の 成 力 を 誘導 区 


と の ビジ ョ ン で 初 登場 と な る 矢印 箱 を 利用 し 1 


















ます は 、 ブッ ピ ィ を 捕 ま ぇ よう 。 ah. 本 ( 1 
で パネ に 乗り 、 左上 の 役 差 へ と 上 が る 「 ムウ 炒 を 破壊 する 。 wo で 。 複雑 な 操 但 


隊 差 に 上 が っ た ら 、 ブッ ピ ィ を 大 へ 投 び 天井 : 必要 な い 。 ブ ッ ピ ィ を 捕まえ て 、 矢 印 箱 の を 
の 低い 通路 を 通る 。 抜け た ら 、 再 び ブッ ピ ィ を 拾 | セッ ト す る だ け で よい の だ 。 


MMUWUDL 2 








は 表示 され る 
ウン ト に 注意 !! 





っ て ム ゥ 岩 へ セット し よう 。 : あと は 、 矢 印 殺 が 、 ブッ ピ ィ の 燥 風 を 下 の 人 
この 作業 で ム ゥ 岩 を 破 載 す れ ば 、 月 の か けら を | 涯 まで 誘導 し て くれ る 。 岩 が 壊れ た ら 、 次 の 主 
回 収 す る こと が で きる 。 | ア へ と 進 も う 。 





Mu た っ て 
閉 矢印 第 の そば に 誠 
誠 村 ィ を セッ ト し て 、 

3 旨 離れ よう 。 これ 昔 


| 通 和 は 半 低 <、 ガ 
ーッ ピ ィ を 持っ た 状態 で 
は 通れ な い 。 ブッ ピ ィ 
計 を 先 に 投げ 、 手 を 放し 






CN OilsSi 

















































| た 状態 で 通過 し よう 。 ウゥ 岩 を 破壊 で きる 。 
MG 沿 
コ 中 旧 の 衣 か ら ブ ッ ピ ィ h ブッ ピ ィ を セ 固 ッ 
シ を 投げ る と 、 ム ゥ 岩 の | 本 ハシ ゴ の | 攻 
際 上 に うま く セ ッ ト で き りか ら 右 に 投げ る 上 レ 
9 る 。 あ と は 、 そ の 場 で 介 い だ ろ う 。 これ 燃 る 
ザ 目 糧 発 を 待て ば よい 。 安全 か つ 迅 速 だ 。 7 
| 
ト 
ト し ドコ いい 1 
) | 数 風 で スイ ッ チ を 押し て > シャ ンタ ー を 有り よ う | 
の 
区 9 
ト ター を 開け る に は 、 壁 に 埋め こま れ た ス ト 
イッ チ を 作動 させ る 必要 が ある 。 その た め に 、 ま 選 ェ リ ア ZD 2 呈 soom | 
すま 、 エリ ア 左 上 の 矢印 箱 を 取っ て こよ う 。 )】 拓 財 科 を 計っ た まま 。 各 人 選 
その 矢印 箱 を スイ ッ チ の 下 に 置き 、 そ れ か ら ブ | を 通り ぬけ 、 夢 の 計 還 還 還 )  " | 人 GO 
ッ ピ ィ を そば に 投げ て セッ ト 。 そ うす れ ば 、 ブ ッ 2 
ピ ィ の 爆風 を スイ ッ チ まで 誘導 で きる 。 ッ ト す る 。 
( 和 広 ェ リ ア D ムウ 相 を 拓 印 箱 の 足場 に 弄 密 
| 矢印 箱 を 利用 し 、 爆 風 を ム ゥ 岩 まで 誘導 する 。 52 
その 際 、、 ポイ > ー ト と こ な る の は 、 矢印 箱 の 置 き 方 だ 。 と と の ム う 消 を 役 覇 す る に は 、 少し 
| 工夫 が いる 。 2 つの 竹 を 積ん で 足場 を . 
T 矢印 箱 の 右 則 の 壁 の 下 に ム ゥ 箱 、 そ の 上 に 一 | 年 人 ッッ オ アル MA 折 bc ム 2 革 、 その 』 作る の だ 。 その 際 、 親 を 階段 状 に 積 お - 
矢印 箱 と いう 形 で 積ん で いこ う 。 積 み 終え た あと : 人 章 性 ト 因 2 放 | に 大 印 箱 を 乗せ れ ( 革 の が コツ 。 矢印 箱 が な い 場 合 は 、 い っ 
は 、 ブ ッ ピ ィ で 点 る 。 誘 3 爆風 が | 敵 較 トド 拓 昌 和伸 0kK。 あと は 、 ポ た ん エリ ア CE 戻 り 、 笛 び エリ ア D に 
T < で 点火 する 。 読 潮 さ れ た 爆風 が ムウ 』 ピ ィ を 捕まえ て き で 入れ は 出現 する 。 
に 岩 を 壊し 、 月 の か けら を 入手 で きる 。 の そば に 置く だ け 太 と 




















) 


ビ 
ジ 
ヨ 
ン 
攻 
略 
本 
0 
1 
ト 
1 
ス 
ト 











KLONOA に DREAA4 CHAAMP P 7O0RMAMEMT こっ 


ッ テ 、 の を 飛 に 因り か ぇ 、 フ ロッ ク の 
き さ を 操作 し な が ら 、 ハ シゴ 下 の 足 場 へ 上 が ろう 。 
その 後 、 スイ ッ チ ② の 近く に ブッ ピ ィ を 置き 、 爆 
発 前 に ハシ ゴ 下 の 足場 へ 戻れ ば 、 ブ ッ ピ ィ の 爆風 
で スイ ッ チ が 切り か わり 、 左上 の ム ゥ 岩 を 破壊 で 
きる よう に な る 。 










: 年 ブロ ッ ク を 操作 し て 進む 、 

ベタ ー ト し だ た ら 、 スイ ッ チ 
| ① を 押し 、 ブ ロッ ク を 拡大 さ 
、 せ て スイ ッ チ @ の 前 へ 。 次 い 
で スイ ッ チ ④ を 押し 、 ジャ ツジ 
| プ で ハシ ゴ 下 へ と 移動 し よう 。 


人 20 


2 ハシ ゴ 右 横 の 足場 に いる ブ 
能 ツ ピ ィ を 捕まえ 、 ス イッ チ ② 
| の 前 に セッ ト す る 。 セ セッ ト 後 
は 、 ブッ ピ ィ が 旭 胡 する 前 に 、 
請 園 石上 の 足場 へ 脱出 する こと 。 


ーー ニー 紀 
ア B へ 移動 する 際 は 、 
ブレ ビィ を スイ ッ チ 放 く に 
置い て 、 出口 付近 へ 向かお う 
眼 発 で スイ ッ チ が 切り か わり 、 
前 進 で きる よう に な る 。 


















pe 左 


ブッ ピ ィ を 据え 軒 置き スイ ッ チ の に 書き 、? 
隙 に シャ ッ タ ー を く ぐ ろ う 。 それ か ら ス イッ チ ⑤ 


生き 、 そ の 


を 押し 、 大 きく な っ た ブロ ッ ク を 足場 
へ 上 れ ば 、 こ の エリ ア は クリ ア だ 。 
太陽 の か けら を 取る に は 、 マミ ム ゥ を 使っ て ス 

イッ チ ⑤ 上 で 2 彼 ジ ャ ンプ し 、 入力 を 切り か える 
必要 が ある 。 2 段 ジャ ンプ 後 は 滞空 、 一 方 通行 
の 足場 へ 乗 ろ う 。 一 労 通 行 を 出 た ら 、 ブ ッ ピ ィ の 
か わり に 、 エ リア 入口 近く に 落下 し て きた ム ゥ 箱 
を 、 今 度 は 据え 四 き ス イッ チ の 上 に 置く 。 あ と は 、 
ブッ ピ ィ を 捕まえ て シャ ッ タ ー を くぐり 、 ム っ ゥ 崇 
へ 仕掛 けれ ば よい 。 


に し て 右上 


つ 全 


























we 天 印 弟 と フ 
ィ を 利用 する 。 矢印 箱 を スイ ッ チ ④ の 上 、 ち 』 
ど 最 初 に ム ゥ 箱 が 置い て ある 位置 へ と 移動 き | 較 


その あと で ブッ ピ ィ を そば に セッ ト す れ ば 、 計 
完了 。 爆 風 が スイ ッ チ ④ ま で 届く と 、 スイ ッ 
作動 し て 下 へ 進め る よ うに な る 。 






























村野 上 和 印 殺 を 訂 


_ 矢印 箱 を スイ ッ チ ④⑰ の 9 識 
設置 する 。 そ の 際 は 、 
ャ ンプ で 大 入 を に 
つつ 、 ブッ ピ ィ が いる 和議 

ア へ と 移動 し よう 。 


2 織 午 ブッ ン ピ ィ を 矢印 第 ^ 
「 雄 ササ ルン に 当たら な 識 
に 注意 し な が ら 、 ブ ッ 議 

左 の エリ ア へ 運ぶ ぶ 。 捕 調 


ら す ぐに 左 へ 投げ る よ 訓 
る と 、 安 全 か つ 迅 速 だ 。 










スイ ッ チ ④ が 作動 U 誠 
アム ゥ 箱 を 持っ て 下 へ 向 
妨 ム ゥ 箱 は 、 再度 スイ ッ 剖 議 
6 切り か えた りす る 際 の 、 リ 
ンプ に 利用 する の だ 。 





章 フッ ヒ ィ を 育ま え 

え 置き スイ ッ チ の 中 
置く 。 する と 、 襲 証 
叶 ター が 開い て 先 へ 鞍 
E る よう に な る 。 





| スイ ッ チ @ の 真 時 
譲 段 ジ ャ ンプ すれ | 陵 

請 こし た ムウ が スイ 胃 
き に 当たる 。 切 りか 柱 
| まで 滞空 5 する こ 








邊 晴 の オ 


する に 、 ム ウ が こ 


順次 *・ 上 っ て いけ ば よい 。 


の と お り 。 ま ず ブ ッ ピ ィ を シャ ツー の 左 人 0 に 誘導 


まり 人 敗 


1 を 光る シン 2 を | 













一 方 通行 ① 


夢 の か けら 4(25) 個 通行 ① 


5 リ ア (O 


ョ NOS 


と 


1 


プー ユ テ ー よ は JI へい 影 対 Nu て 





据え 置き スイ ッ チ 一 方 通行 ② 













思 の エリ ア で は 、 、 指 ぇ 置 四 さ スイ イッ チ の 利用 泊 が 
ドイ ント と な る 。 紫 ず 成 。 自ら 据え 置き ス 

シャ ッ タ ー を 開け て 待 と う 。 
ちら へ や っ て くる は すず だ 。 そ の 
'《 山 ま えて 2 段 ジャ ンプ に 使い 、 上 の 足場 





9 の 上 に 乗り 、 据え 置き スイ ッ チ の 上 


に 乗り 、 ye も ランバ クー を 


こち ら 側 に 誘導 に ! る 。 
これ を 捕まえ 、 上 の 足 


| リア 右上 に ある 夢 の か けら 大 を 取る 手順 は 次 


ゴー ル 手 前 の 木 箱 は 、 
ブッ ピ ィ を スズ スイッチ [: 
g 画 い た あと 、 シ ャ ッ タ 
に こく DCGB 


由 ま えて スイ ッ チ の 上 に 置く 。 次 に シャ ッ タ 
痕 り ぬけ 、 右端 で 爆発 する の を 待つ 。 爆発 し 
新た に ブッ ピ ィ が 出現 する の で 、 そ れ を 捕 
2 段 ジ ャ ンプ し よう 。 
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パーmー ツ FMW マ い er ーー ペン on 
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と の ビジ ョ ン は 、 全 エ リア に お いて リク リ を 利 
用 し て 進む こと に な る 。 その うち エリ ア A… 層 
は 、 リ クリ を 使っ た 簡単 な パズル と な っ て お り 、 
その 性 質 を 理解 する に は も っ て こい 。 

リク リ を 敵 に ぶつ け て 吸収 し 、 リ クリ 岩 を 壊す 
の は 基本 中 の 基本 だ 。 こ こ で 覚え て お きた い の は 、 
リク リ を 2 段 ジ ャ ンプ で 真下 の 敵 に ぶつ けつ つ 、 
自分 は 他 の 足場 へ 移る と いう テク ニッ ク 。 こ れ を 


使え ば 、 エ リア AB で は 、 と くに 問題 な く 進め 
コン 


ササ ルン に ぶつ けず に 


ブッ ピ ィ を 移動 する 


消え る 床 を 江 り 、 
に ある 通路 へ 入ろう 。 柱 の 下 か ら 出 な いよ うに 注 
意 し て フラ ブッ ピ ィ を 捕まえ る と 、 持っ た まま で 





フラ ブッ ピ ィ と ササ ルン の 間 


柱 の 下 を 通れ る 。 ササ ルン が 上 に 移動 し た と 夫 
を 見 は か ら っ て 消え る 足場 へ 乗り 、 速攻 で フラ ブ 
ッ ピ ィ を 左 へ 投げ よう 。 そ うす れ ば 、 サ サル ン に 
触れ ず に 下 へ 降り られ る 。 

下 へ 落と し た フラ ブッ ピ ィ は 、 据え 軒 きき スイ ッ 
座 半 これ で 、 


リク リ を 取れ る 民 ず だ 。 










欄 下 か ら 出 な いよ うに 洋上 意 し 
て フラ ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 消 え 
) る 足場 へ 。 足場 に 径 っ た ら 、 す 
| ぐに 左 の 壁 へ 投げ る こと 。 


、 リク リ で モン スタ ー を 吸収 
据え 置き スイ ッ チ に ブッ ピ ィ 
を 置い た ら 、 リ クリ を 捕まえ 、 


剖 い で フラ ブッ ピ ィ を 吸収 する 。 
| これ で 黄色 い リ クリ に な る 。 





リク リ を 一 方 通行 へ  , 
ーー 方 通行 の 右側 か ら リ クリ を 
投げ 、 マミ ム ゥ を 大 収 すれ ば 藤 
約 |: 人 。 一 通行 は 、 リク リ が 

戻っ て くる 前 に 通り ぬけ よう 。 
7 LN 





本 し れれ も 。 

















| 粒 2 段 ジ シャ ンプ で 


リク リ を 持っ て 、 詳 
で ? 段 ジャ ンプ 。 リ 


き ぁ 5【 


を 吸収 し て 戻っ て く 和 電工 
上 自分 は 上 の 足場 へ の 和 叶 
譜 わら せる 。 


ブッ ピ イ は 事前 に 具 
エリ ア B で 月 の か | け 四 
る 際 は 、 フ ラブ ッ ピ ィ イ 議 議 
か じ め サ サル ン の 充 仙 


、 て お こう 。 吸収 する の | 較 
| れ か ら だ 。 


は は の アコ 山 レ Giej@ 
安全 に 移動 し よう 
村木 折 を 若 へ 抑 し 、 グリ ッ ツ の いる 赴 
移る た め の 踏み 台 に する 。 グリ ッ ツ を 捕まえ だ 
グリ ッ ゾ ツ を 持っ た まま 植木 鉢 を も と の 位置 
て 戻す 。 あと は 、 グリ ッ ツ を 植木 鉢 に 植え る 浪 
これ で 、 安全 に 上 へ 移動 で きる 。 
グリ ッ ツ を 持つ て 鉢 を 移 和 


うえ き ば ち 


僅 植木鉢 は 、 右 端 まで 押 呈 
剛 ら な いこ と 。 右 に クロ ノ 革 
剛 入れ る スペ ー ス を 残し で 二 
1 | ば 、 グ リッ ツ を 持っ た 諸 議 
識 月度 左 へ 動か せる 。 


と 人 0 ル ん ん リル ノル o 

吸 選 し な が か がら 上 へ 

9 クリ を 使い 、 計 3 体 の グリッ ツ を 店 し 

け 池 昌 5 た だ し 、 グリ ッ ツ は 氏 ヾ を 発射 し て く < 

の で 注意 。 安全 に いく な ら 、 グ リッ ツ が 発射 し 較 

きた 鍵 を ジャ ンプ で か わし て か ら 、 リ クリ を 
8 上 ポ に し た だ ほ 9 が よい だ る あう の 。 

グリ ッ ツ の 攻撃 に 注意 


、 帳 時 光 の 発生 は 意外 

。 いっ た ん 弾 を か わし 族 
| ら リク リ を 払 げ る よう [ 半 
ER と 、 途中 で リク リ を 壊さ 
還 リス ク が 少な く な る 。 
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WW カ 央 行 





7) 個 上 





まず | ヤ : 2 キ ー す ニ た ニ キ ー エ ンー マ スエ | 人 い ーー ニ エニ キ ニニ ニー トー エー PDG 














エリ ア 


夢 の か けら | 
| 7(24) 個 | | ! 
し 抽 226 た た お まう し | | | 


Re 






故 
き 登 


ン 
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Coca 攻 
トゲ 
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ピ 攻 
ご 早 
ミ 
ニ PA 
1 
ミ ト 
て | 
4 

ト 







据え 置き スイ ッ チ 





この クリ ッ ツ は 上 で 2 諾 ラ ャ ン 
プ し て 、 ま 移動 じ つ つ 恨 了 する 
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ノロ ーf 潤 ドア クシ ョ レ 
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了 、 。 い よい よ 難 し く な る 仕掛 け を 前 に 、 
まみ 


 。 得意 の 必 色 技 で パズル を 粉砕 し 、 直 進 
WW (し 放り た 。 ン ガ 1 

『 由 を 見 た ガー レン さま の あわ て 顔 っ た ら ( く 
| ) ちな み に 、 ル ー ル 違反 で は な い の で 、 試合 
Mi され た の だ っ た 。 

『) 仕掛け 無用 の 豪 快 な 攻め で 、 ーー 時 、 ロ ロ 
| | (追い ぬく か と 思わ れ た が 、 運 悪く 壊し た 
OS の る 和幸 し 。 み u ガ es 
| 人 グ 


フラ ム ゥ が か 届 手 し た 直後 に 、 料 が 3 村 癌 び に 
な っ て 追 ら て くる 。 柱 の 間 は 一 - 応 通り ぬけ る こ と 
が で きる が 、 難易 度 は 高め だ 。 前 も っ て フラ ムウ 
を 捕まえ て お き 、 2 段 ジ ャ ンプ し て 安全 に 越え て 


ぐ / 


芝 の か けら を 回 収 し た あと 右 














Es 









Mi か な いと ころ を 見 せな が ら も 、 ガ ン ツ さま 
| 中 る 勢い で コー ス を クリ ア し て いっ た 。 

| か し 、 ガ ン ツ さま が 、 ン ガ ポ コ 仲 間 の デン ゴ 
セー ジ を 利用 し て 、 ク ロ ノ ア さ ま の 名 を 騙 
リッ プル さま に 嘘 の 情報 を 送り つけ て いた も 
| ( ン ガ ! 勝利 の た め な ら 手 段 を 選ば な い 方 
99 肖 っ 

半 ( は まっ た チッ プル さま は 勢い を な く し 、 結 : 
| ツ さ ま の 圧勝 と な っ た 。 ン ガ ガ ! 


り ょ く 


PT だ 






く ジ ャ ンプ カ の 調節 も 重要 。 ま ず 、 ジャ ンプ 全 で 
跳ん だ あと 、 方 向 を 太陽 の か けら に 合わ せ て 滞 
する 。 る その後 、 ク ロ ノア と 天 陽 の か けら が 重なっ 





7 届 。 ジャ ンプ ボタ ン を 離す の だ 。 


ゆ 


めい っ ぱい ジャ ンプ する と 、 Al 
太陽 の か けら を 取り の が し て | 生 
| し まう 。 太陽 の か けら と クロ 
ノア が 午 な っ た ら 、 ボ タン を 
離し て 落下 し よう 。 








プー ペケ ー よ JI い 届 話 vut 信 








衣 に と っ て 、 デザ ー ee 上 ト は 絶好 の ステ 
、 や か な 身 の こ な し と 魔法 の 技 で 、 絶 対 有 
着 よ 由 われ た 。 ン ガ 。 
- が 、 し ょ せん は ガー レン さま の 作っ た 偽り 
見本 物 と は だ いぶ 違う の で 、 ア ネモ ン さ ま 
/ 則竹 いっ ぱな し で 、 本 来 の 実力 を まっ た く 発 


障 霊 物 は 、 左 右 へ の 移動 で 避 押 で さなか っ た よう す 。 


ける より ジャ ンプ で か わし た : ーー に 対し 、 臨 栓 応変 に 対処 し た スイ ! さ 
ほう が よい だ ろう 。 障 偽 物 と : エリ ア A ェ リア B ェ リア 0 IM 60 5 お 凍 


る より タル y 朋 
の 店 離 馬 を し っ か りつ か ん で 、 : ICO MP CE | 序盤 か ら 確 実に コー ス を 制覇 。 堂々 勝利 を 
及 天 法 お よく ジャ ッ プ し ま よ 。 : | 。 20(40) 個 | | 10(50) 個 請 生 に 入れ 宙 ん 者 。 と 量 1 


@@  … 


守 で は 、 了 潮 物 を ジャ ンプ で 佑 け よう 。 そ の 
ほう が 、 次 の 夢 の か けら を 楽に 回 収 で きる は ず だ 。 
と くに 、 後 半 で は スク ロー ル 速 度 が 速く な る た め 、 
この よう な 工夫 も 重要 に な る 。 

ゆ 





Wa の 結果 記 1 上 | 絢 い 久 党 の 戦い で チ ブル 散る ! 


了 e3%。 擬 間 Gy | ) いう わけ で 、 地 道 に パズル 解答 を 続け た ロロ 
和 ネ れる 。 う まく ジャ ンプ の 方 向 | 「 の 勝利 が 確定 し た 。 ン カ ガ ! 
ー を コン トロ ー ル し よう 。 に eee 
⑰ ク 邊 
の 5 抽 凍り ピ で ご ニラ ジン ニス 
【 ゅ ) | ライ テム ゲッ ト の カギ ル 、 カ ガ カ …… 。 ボク シン グチ ャ ン ピ オ ン を め さ ざし 
| 聞 メ いる チッ プル さま は 宰 れ な い 邊 和 。 多少 
< 人 TermP ジャ ンプ 台 だ け で な 





WIN っ 
/ ガ カカ ガ FR o も と も と 砂漠 に お 住ま い の ア ネ モ 















グ ム ウゥ 。 軸 得 いか ん 
チャ ン ピ オ ン を 決め る の に 、 
45002 


で も 豆 を 打つ まで 、 バ ズル を 
1 つも 朋 か ず に 来 た ん で し ょ う ? 


証 目 、 し か も 挫 肖 まで 。 凄い で す よ 。 


そう か ! ワ ガ ハ イ の オツ ム の 
角 え 方 が 足り な か っ た の か ! 


さく 
《0 
ーーーーーーmーーーーー ーー ーー 字 文 4 伯 和 
ひ の 
と 2 
-/ 


タダ メ っ スー。 せ つっ か く ア ニキ に ーー 還 語 
も ら っ た ヒン ト 、 ぜ ん ぜん 自分 、 tm ー ト 

活か せな か っ た つ ス ぐ ^。 
自信 、 グ ル グ ル っ ス ~。 


ガン ツ @ 贅 チッ プル こ LOSE / 


ニニ 、 


プー ペケ ー は HI い 屋 言 Vuwt 人)) 





ーー 2 


2 


ちゃ ん と し た 考証 アド バイ 
ザー を 用 意 し と いて も らい 
た いも ん だ ね 。 ゲー ム や っ て ん 


昌 、 じ ゃ な いん だ か ら さ ! 


確か に 、 舞 台 が ホン モノ の 砂 
漠 だ っ た ら 君 の 勝ち だ っ た ろ 
う ね 。 し が か が し 勝負 は 勝負 。 悪 
い が 、 先 に 進ま せ て も ら う よ 。 











テー ユーー よ J! い 志 対 vu 島 ) 
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' 全 エリ ア 通 し て クロ ノア ア の 周辺 以外 は 暗く 、 見 
ae 入 2 R ボタ ン で まわ り を 確認 し な 
、 慎 重 に 進ん で いこ う 。 


た か ら ば ご こ 


cas 還 析 。 フラ ムウ で 宝箱 を 壊す 
に 中 に 入っ て いる ム ゥ 植木 鉢 は 、 右 の 据え 置 
き ス イッ チ ま で 押し て いく 。 その 後 、 シ ャ ッ タ ー 
を 通り ぬけ て ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 つ か ん だ まま の 
状態 で 植木 鉢 を 左端 まで 戻 そう 。 あ と は 、 ブ ッ ピ 
ィ を 植え て 上 っ た あと 、 刈り 取っ て 矢印 箱 の 上 に 
置け ば よい の だ 。 


リル レノ リト = レッ ツ 。2 (= 較 

破 寺 し て いとう 
考 め に リク リ を 宣 着 に ぶつけ 、 夢 の か けら 大 
と 和 足 場 を 確保 する 。 あと は 、 リ クリ で フラ ム ゥ を 
吸収 し 、 各色 の リク リ 岩 を 順番 に 壊し て いこ う 。 
注意 し た い の は 、 リク リ を 投げ る 場所 。 上 下 移 人 
する 床 で は な く 、 フ ラム ゥ の 目前 に ある 足場 か ら 
投げ る ほう が より 確実 だ ろう 。 
最後 に 赤い リク リ 岩 を 破壊 し た ら 、 ブ ッ ピ ィ を 
ム ゥ 岩 に セ 、 ッ ト す る 。 仕上 げに ム ゥ 箱 を ササ ルン 
の 上 に 置き 、 下 に 降り れ ば 終了 だ 。 


- リク リ で フラ ムッ ゥ を 吸収 . 


リク リ を フラ ム ゥ に 投げ つけ 、 
吸収 し て 色 を 変化 させ て いく 。 
馴 投げ る 位置 は 、 フラ ム ゥ の すぐ 
| 横 に ある 足場 か ら が お すす め 。 








( ブッ ピ ィ を ムウ 岩 ヘ セッ ト : 
| リク リ と 接 触 しゃ すい の で 、 
| 移動 する 床 へ は 飛び 移ら ず 、 い 
っ た ん す と ん と 落下 し て し まお 
う 。 その後 、 改め て 上 へ 進む 。 








、 ムウ 失 を ササ ルン の 上 に 置く ) 
ム ゥ 箱 を ササ ルン の 上 に 置く 
と 、 そ の 重み で ササ ルン が 下 が 


個 議 る 。 下 へ 降り た ら 、 ム ゥ 千 で 2 
剛 較 段 ジャ ンプ し エリ ア C へ 。 


EE の 





ムウ 祉 木 時 に ブッ ピ イ を 柱 え て 矢印 術 の 上 に 色 本 9 の 


植木 鉢 を スイ ツラ 


還 昌 | 主 邊 か ら ムッ 植林 計 
剛 誠 | 出し た ら 石 へ 押し で Mi 
旧 壮 え 赴 さ スイ ッ チ の 上 
折 畔 この 操作 で 、 ブッ ピ 
還 エリ ア へ の シャ ッ タ 四 

















利 り 取 っ た ブッ ピ イ を 思 有 | 
| 植木 鉢 を 左端 に 戻 U 彰 
園 ピ ィ を 植え て 上 へ 。 関 中 
る ブッ ピ ィ を つか ん 靖 議 
| の 上 に 置け ば 、 左側 の 
調 に 爆風 を 送れ て カギ 人 剛 


コン ペア の 流れ を 変え 

ブッ ピ ィ を 運 ほ う 
まず ササ ルン の 間 を か いく 人 知 。 コン ペ 基 人 
イッ チ を 切り か える 。 それ か ら ブ ッ ピ ィ を 取 | 
戻り 、 これ を 右 の ム ゥ 岩 へ 運ぶ 。 ブ ッ ピ ィ 伸 
際 は 、 ササ ルン に 接触 し な いよ う 注 意 。 コ 軸 
の 流れ は 右向き に な る の で 、 ブッ ピ ィ を 婦 賠 
上 に 置け ば 勝手 に 大 へ 進ん で いく 。 こ れ を 活用 
「 ブ ッ ピ ィ を 放す ] 「 ブ ッ ピ ィ を つか み 直 す 」 [ 半 
ピ ィ で 2 段 ジ ャ ンプ | と いう 一 連 の 動作 で 、5 


























り 委 は で いと うっ ツ :o 


ブッ ピ ィ を コン ベア に 秒 
ササ ルン ① の 左側 で 、 ブ 
旧 て な 放す 。 ベ ルト コン ペ 訓 旧 
っ て 左 へ 投げ る か 、 り 段 
還 位 プ す れれ ば よい だ ろう 。 











(ササ ルン の 間 を 抜け る 


議 ササ ルン ② が 自分 の 左 仙 
敵 動 し た ら 、 戻 っ て くる 前 | 計 
ッ ピ ィ を つか ん だ 状態 で 請 
ン ③ を 飛び 越え る 。 














アルル で ルー レ 2Ay 
ササ ルン ③ と ササ ルン ⑭ 瑞 
で 2 役 ジ ャ ンプ し 、 ブッ 回 層 
) コン ベア に 落と す 。 ス イッ 
(6 当たる の で 右 へ は 投げ な い 計 
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『 リ ア C 


夢 の か けら 9(13③) 個 





に オウ ルル タメ) 


シャ ッ タ ー 





所 え 置き スイ ッ チ 





ペ ベルト コンペ ア の 流れ 





油断 する と 痛い 目 に 合う の で 
ゆっ くり 慎重 に 進 を で いこ う 。 
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汚 aL リア 3 

ア の カギ と な る 。 それ は 、 
投げ つけ 、 
に 、 別 の 場 場所 へ 移動 する と いう も の だ 。 

フラ ブッ ピ ィ を 据え 置き スイ ッ チ に 乗せ た ら 
フラ ム ゥ に リク リ を 投げ 、 戻っ て くる まで の 時 間 
差 を 利用 し 、 間 色 い リク リ 岩 の 足場 まで ロー プ を 
上 っ て 移動 し よう 。 す ば や く 上 る た め 
げ は ロー プ の 左下 で 行い 、 
ロー プ を 上 ろう 。 


リク リ の 新 に な 活用 溢 が ク 
kk9rsusa- た 
吸収 し て 手もと に 戻っ て くる まで の 間 


め 、 リ クリ 投 
さら に ジャ ンプ 操作 で 


ファ ブッ ピ イ を スイ ッ チ に ) 





まず は 、 フ ラブ ッ ピ ィ を 握 
え 置 き ス イッ チ に 置く 。 爆発 
カウ ント は 50 と 長い の で 、 あ 
剛 団 まりあ せら ず 、 お ち つ いて 
行動 する よう に し よう 。 


(リク リ を フラ ムウ に 投げ る ) 
ロー ブ 下 に 立ち 、 開 いた シ 
蘭 | ヤッ ター の 通路 ヘリ クリ を 投 
| げ こ も う 。 そ うす れ ば 、 投 げ 


た 直後 に ロー ー プ へ 飛び 移る こ 
だ が で きる 。 











議 | 太陽 の か けら を 取る 手順 と 同 
介 じ 。 フ ラム ら を 吸収 し た ら 

間 度 は 下 に 降り て ブッ ピ ィ に 

視 ぶつ けれ ば よい 。 


夢 の か けら 2.(26) 個 


エリ ア D 








据え 置き スイ ッ チ 





フラ ム ゥ を 孤 収 する まで は 、 | 






エリ ア E 


うま く 並 べ ま よう 


Nu 1 は 、 矢印 箱 を 使っ た パズル の 市 
。 矢印 釘 の 性 質 を し っ か り 把握 し て いれ ( 
Pr 
まず 、 一 矢印 箱 を つか ん で その まま 右 へ 抽 還 
と れ で 、 足場 兼用 の 芽 火 点 が で き あがる 。 炎 
1 矢印 箱 を 持っ て 右上 の 足場 へ 移動 。 これ 
ちば ん 右端 に 設置 し よう 。 残っ た も う ひ と 








矢印 箱 は 、 足場 に 埋め こま れ た 1 矢印 釘 の 上 
仕上 げ は ブッ ピ ィ の 設置 。 
の そば へ 投げ れ ば よい 。 


最初 に 置い た > 仙 四 






CETTT 本 


ー 矢 印 箱 を つか み 、 計 
蘭 か ら 石 側 に 向かっ て 抽 I 議 
上 較 この 一 矢印 箱 が 、 自警 夏 
蘭 壮 石上 の 足場 へ 移動 する 放 
是 足 場 と な る の だ 。 


矢印 条 2 つ を セッ ト 1 


| 1 矢印 箱 は 、 右 上 の 叶 
章 石 端 へ 。 一 矢印 第 は 、 議 
時 けら 小 の 真下 へ 置く 。 半 
| イ の 爆風 の 伝わり 方 上 
l えて 、 配 置 し て いこ う 。 


. ブッ ヒ ピ イ を 設 軒 
最後 に 、 ブ ブッ ピ ィ 夫 帆 
| ん 左 の 矢印 釘 に セ ツ ド 電 
剛昌 印 沙 が 正 し < 赴 い て お 衝 
9 爆風 が 次 々 に 伝わっ て い 革 
呈 ウ 岩 を 破壊 する こと が で 半 


夢 の か けら 4(30) 個 
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(3 目 衣 ) 
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、 症 生 計 志和 印 が ギル を 動じ ( 
- | みみ を 投 け まう oy/ 


主 用 ハバ OL や と の を 向 き 、 そ そし て ⑨ の 矢 茹 パ 

(向き に し た 状態 で ム ゥ を 投げ て みよ う 。 
が た 印 パ ネル ② と ③ の 間 で キャ ッ チ ボー ル 

有る 。 こ れ で 、 通 常 で は 運べ な い 場 所 へ ム 
上 る の だ 。 こ の テク ニッ ク は この 先 な に か 
弄 な の で 、 必ず 覚え て お こう 。 


「 1 UP 入り の 室 閑 は 、 矢印 
* パネ ル ① を 右 、② を 上 向き に 
し て ム ゥ を 投げ れ ば 壊せ る 。 
人 通路 を ふさ ぐ 右 側 の 宝箱 は 、 
証 (①、⑤⑥ と も 右向き で 壊す 。 


ムウ を キャ ッ チ ボー ル 状 態 に 
③ を 左向き に し て ムッ ゥ を 投げ 


よう 。 投げ た ム ゥ は 、 サ サル 
ンド を 通り ぬけ て か ら 捕まえ 








peps 69 の ーー ンー 








夢 の か けら 


9(13) 個 








矢印 バネ ル ① と ⑧ を 右向き 、: 






、 誠 9 療 の F に は 、 素 る こと が で きる 。 こ の 性 
は ム う 閑 が 矢 肝 パネ ル に よっ て 移動 し て いる 場 
合 で も 変わ ら な い 。 こ の ポイ ント さえ 押え て お け 
ば 、 あと は 簡単 。 矢印 パネ ル ④ を 上 向き に し 、 ム 
ッ 箱 を 流れ に 乗せ た ら 、 そ の 上 に 乗っ て 左上 の 足 
場 へ と 移動 し よう 。 


笑 各 (ネル の を 向き に し 
て 、 ム ら 首 を 移動 させ る 。 そ 
人 矢印 バネ ル の 真 上 で 2 


印 り パネ ル ⑤⑮ を 上 向き 
向き に 切り か える 。 それ か ら 、 


NG 202 人 TREES の Sa 


据え 置き スイ ッ チ 





ム ら 親 に 素 っ て 半 上 の 直上 
に 近づい た ら 、 飛び 移っ て 矢 
、⑥ を 右 
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、 2 


ナー ヘ テ ー 寺 り い 下 計 いて 但 
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ナメ ハー ユー ナー は! いい ヽ 下 対 VN 僅 当 
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エリ ア C 





し ) 刀 
四 | の 後半 部 分 は 、 ム 着 を 使っ て 据え 
上 | を 押す と いう 仕掛 け 。 矢 印 パ ネル の を 
sa( し て 、 据 え 軒 き ス イッ チ ま で の ルー ド を 
エリ ア B の 前 半 で 使っ た ムウ 釘 を 持っ 
た 印 パネ ル ⑦ へ 投げ よう 。 


エリ ア B の 二 部 べし 
ムウ ポッ クズ で く 


YEZ2 二 軒 4(17) 個 


の 入 v 
Nr か YU 


人 


エリ ア B の 部 に ある 拓 の か け 
ら を 取る に は 、 エリ ア G の 上 部 か 
ら 移 動 する 必要 が ある 。 矢印 バネ 
ル @⑧ と ⑧ を 上 向き に し 、 ム ゥ 箱 を 
| 投げ だ ら 、、 そ の に 乗ら で 左上 の 
電場 移っ 3 3。 








還 ) / B と 同様 、 こ の エリ ア も 矢印 パネ ル で ム : 
則 ( 衝 則 させ る の が お も な 仕掛 け 。 

ま 』 ムウ 箱 を ブロ ッ ク の 上 に 置く こめ 、 矢印 
ルル ゆり を 下 、 ⑨ を 上 向き に 変え る 。 こ の 状態 に 
ム ゥ 箱 を 矢印 パネ ル の 流れ に 乗せ よう 。 

| 人 備 は 完了 。 あ と は ロー プ を 伝っ て 下 に 
_ 間 (イッ チ を 押せ ば よい 。 する と 。 ブロ ッ ク 
隔 ド し て ムウ 半 / 沙 も る の お 。 この ム ゃ 間 を 
ま ミリア 古 側 の 矢印 パネ ル で キャ ッ チ ポー ー ル 状 態 に 
| に 乗っ て 先 へ 進 も う 。 











が! ) 






リク リ が 戻る 肛 
失 印 パネ ル の 向き を 放 え る ! 


Nr saawvaawvsvweeoeseesoayevcvoewcanniti 鹿 


リク リ の 時 間 差 と 、 青 矢印 パネ ル の 利用 湾 訓 
た と えば 、 上 段 の 青 リ タリ 販 を 壊す 場合 矢 胃 
NR 





























還 リ ア E の 日 侍 省 に いる フラ ム ゥ は 、 捕まえ 


ーー 
= デ 


の 赤 矢 色 パ ネル に 投げ よう 。 ず 誠 を 。 上 下 
有朋 の ) キ ャ ッ チ ボー ー ル が 始ま る は ず 。 そ の 後 通路 
! 朋 上 フラ ムッ ゥ が 降り て きた ら 、 捕 まえ て 2 段 


ャ ンプ し 、 彼 差 を 上 が ろう 。 

/ 9 ジャ ンプ する 際 は 、 赤 矢印 パネ ル の 真 上 で 
町 うに する 。 そ うす る こと で 、 フ ラム ウ を 、 
昌 リャ ッ チ ボ ー ル 状態 に で きる 。 

リフ ムウ を 向かい 合わ せ の 矢印 で キー プ し た ら 、 


か 9 全 か 生 ンー を 吸収 
5 作業 を を 行う 。 こ こ で 注目 し た い の は 、 グリ 


0 リル 3: リ AE JJAIAW 





リグ クリ を 矢印 パネ ル ⑱ へ 投 
げ 、 初 め に 往復 させ て お いた 
フラ ム ゥ を 吸収 させ る 。 わ ざ 
わざ ム り を 狙っ て 投げ な く て 





己 っ て きた リク リ を び 失 
暫 田 バ ネル へ 投げ 、 キ ー ブ プ 。 
半 陀 その あと ⑬ を 左向き に し 、 右 
上 に いる 2 体 目 の フラ ム ゥ を 
捕まえ て 投げ よう 。 

















まず は 、 ジ ャ ンプ し て ショ 
ッ ト を 放ち 、 スイ ッ チ の ⑦ を 上 
向き に し よう 。 ム ら 箱 は 、 シ 
ャ ッ タ ー へ と 続く 階段 状 の 足 
場 か ら 投げ る よう に し よう 。 





OO 2222 







を ム ゥ 釘 を 拡大 ブロ ッ ク の 上 

に 置い た ら 、 下 へ 移動 。 上 ge 
プ の 通路 へ は 、 フラ ム ゥ 下 の 
2 足場 の 端 か ら 、 フ ラム ら を 使 
l っ て 2 段 ジャ ンプ し て 移 ろ う 。 


ムウ 箱 に 乗っ て 移動 


矢印 パネ ル ⑪ を 上 向き に 切 
りか え 、 落 ち て きた ム ゥ 箱 を 
送り こみ 、 箱 に 乗っ て 上 へ 。 
途中 に ある 、 月 の か けら の 取 
中 計り 忘れ に 注意 し よう 。 








了 向 か い 合わ せ の 拓 印 パネ ル を 使っ て モン スタ ー を 5 





を キャ ッ チ ボー ル 状 能 BE し で お ば 、 手 を 放し て 
行動 で きる と いう 点 。 また 、 キ ャ ッ チ ボー ル 状 態 
の と き は 、 リク リ の ほう を モン スタ ー に 投げ る と 
いう 手順 を 踏ま な く て も 、 モ ンス ター ー の 玖 収 作業 
が で きる こと も 覚え て お こう 。 

矢印 を 使っ て 、 モン スタ ー の ほう を 、 リ クリ を 
キー プ し て いる 場所 へ 送り こめ ば よい の だ 。 そ れ 
で 、 自 動 的 に 吸収 され る 。 た だ し 、 吸 収 し た あと 
は 手もと に 戻っ て くる の で 、 さ ら に 吸 収 作業 を 行 


いた いと き に は 、 リ クリ を 再び 往復 ささ せる よう に 
し よう 。 

最後 に フラ ブッ ピ イ を 吸収 

最後 に に フラ ブッ ピ ィ を ⑪ 

の 真下 の 赤 矢 印 バ (ネル に 投げ 


うす れ は ば 、 赤色 の リク リ が 完 
成 し 、 戻っ て くる 。 


ムウ 岩 を 破壊 する に は 


左 の ム ゥ 岩 は 、⑱ と ⑬ を 左 
向き に し て か ら フ ラブ ッ ピ ィ 
を 赤 矢 印 に 送り こめ ば 壊せ る 
右 の ム ゥ 岩 を 壊す 際 は 、 ⑳ を 
右向き に 変更 すれ ば よい 。 
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芋 の か りら 大 の 入っ て いる 溝 箕 を 壌 す に は 、 上 
空 を 浮 渡し て いる フラ ム ゥ を 捕まえ る 必要 が ある 。 
エル ビル を 使っ て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 ショ ッ ト し よ 
う 。 宝箱 は フラ ム ゥ の 2 設 ジ ャ ンプ で 壊せ る が 、 
スク ロー ル の 速度 を 考え る と 、 時 間 は ギリ ギリ だ 。 


行動 は すばやく 行 ぉ う 。 


じょう し ょ う 


、「 生 同 テッ トン を 捕まえ て 
よう 。 シ ョ ッ ト は 、 上 昇 中 に 放つ こと 。 4 
れ ば 、 より 高い 高度 を 保てる 。 すぐ 先 に ある 宝箱 
は 、 テッ トン を 当て て 壊す 。 宝箱 の 上 に 当て る く 


らい の タイ ミン グ で 投げ る の が コツ だ 。 


、 投げ た あと は 滞空 ! 
テッ トン を 横 投げ し た あと 、 


| すぐ ジャ ンプ ボタ ン を 押し て 
滞空 すれ ば 、 少し ぐら い タ イ 
ミン グ が 早く な っ て も 、 自 差 


| を F り きる こと が で きる 。 


エリ ア B 


の の の 1 の 1 の の 1+ め っ の >.0+6 









フラ ムウ を 利用 じ て カ ギ の 扉 へ 


"を つか ん で 2 段 ジャ ンプ し 、 赤 矢印 パ 
ME が ろう 。 その 信 左側 の 空間 
W 中 中 る フラ ム ゥ を 捕獲 し 、 右手 に ある 向 か 
境 - 役 キャ ッ チ ボー ル さ せる の だ 。 
? 際 、 先 和 周 パ ネ ル の 上 で うま く 2 彼 ジ 


6 凶 を 
画面 が 左 へ 流れ 
前 に 、 大 急ぎ で 踏む よう に し よう 。 


カギ の 詳 の 下部 へ は 、 
降り な けれ ば な ら な い 。 
















矢 敗 する と 、 や 
り 直 し が 難し い 。 
し っ か り 泊 矢印 
パネ ル の 上 で 、 
2 段 ジ ソ ャ ンプ を 
決め て 、 上 段 の 
足場 へ 上 が ろう 。 


下っ た ら 、 矢印 パネ ル に キー プ し て お い 
つ : 消え る 足場 の 上 か ら 2 段 ジ 
右上 の カギ の 扉 へ 飛び こむ 
の けら を ゲッ ト で きる は ず 。 


エル ビル で 8 購 


| フラ ム っ は 、 記 
の あと 、 降下 
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矢印 / \ ネ ル を フル 活用 レフ 






あか や じ る し 


手始め に 、 エ エリ ア 用 上 の フラ ムウ を 、 寺 矢印 で 
キネ 以 読 ボー ル 状 能 Rec す る 。 それ か ら 、 2 段 ジ ャ 
ンプ を 駆使 し 、 キャ ッ チ ボー ル 状 態 ほ を 維持 し た ま 


り ひだり し た 


ま エ リア 左下 へ 。 こ こ で 青 矢 印 パ ネル ① を 左向き 
、 キ ャ ッ チ ボ ー ル 状態 を 経 持 


。 克 3 3 


キャ ッ チ ボー ル 状 態 に な っ 
た フラ ム ら を 捕まえ 、 矢 印 バ 
ネル の 上 で 2 段 ジャ ンプ 。 足 
場 が 離れ て いる の で 、 滞 空 も 
使っ て 移動 し よう 。 








夫 l* ネ ル ⑨ を 下向き に し 、 所 を 投げ よ 


う 。 次 に 、 矢印 パネ ル ② を 上 向き に し て 、 赤 矢 印 
間 を 往復 する 矢印 箱 を つか ん で 投げ る 。 こ れ で 、 


や じ る し ば こ 


矢印 箱 が 所 え ぇ 置 き ス イッ チ の 重石 に な り 、 シ ャ ッ 
ツー ー が 開く 。 あと は 、 フ ラブ ッ ピ ィ を 捕まえ ぇ 、 急 
いで 矢 有 パ ネル の に 投げ る だ け だ 。 


矢印 条 を 送り と む 


衝 【 ネ ル ( ② を 上 向き に し 
矢印 箱 を 投げ る 。 す る と 、 拓 
印 箱 が 据え 置き スイ ッ チ の 上 
に 移動 し 、 重 右 と な っ て シャ 
ッ タ ー が 開く 仕組 み だ 。 


、 爆発 カウ ント に 注意 
フラ ブッ ピ ィ の 爆発 カウ ン 
ト は 10 と か な り 短 い 。 爆発 に 


巻き こま れ て ダメ ー ジ を 受け 
| な いよ うに 、 大 急ぎ まで 行動 す 














次 の エリ フ ae 潮間 パネ ル の を 
使っ て フラ ム ゥ を スイ ッ チ に 誘導 し 、 風 を 止め る 
必要 が ある 。 ④ を 左向き に し た ら 、 風 ② に 乗っ て 


左上 の 足場 へ と 移動 し 、 フラ ム ゥ を 捕まえ て ④ の 
真 上 で 2 段 ジャ ンプ し よう 。 こ れ で 、 風 が 止ま り 


右 へ 移動 で きる よう に な る 。 


EE の 

















| に し 、 リ クリ を 痛ま える 。 こ れ を 人間 ① に 議 
跳ね 返っ て きた ら キ ャ ッ チ 。 最後 に ロー 調 
下 か ら 右 の 矢印 に 投げ 、 フ ラム ゥ 吸収 の 時 間 
利用 し て ロー ー プ を 上 りき ろう 。 
時 間 差 を 利用 し て | 


右 下 の フ ラム ゥ な 順 較 
いる 間 に 、 初 め に 仕 抽 
ラム ゥ の 場所 へ 移動 ず 議 
ロー プ は 、 ジ ャ ンプ 放 剛 
速 上 り し よう 。 


. 吸収 申 に スイ ツ チ を 
- 切り か えよ う 


























イッチ を 放し て 員 の を 止め た ぁ と り 22 
お 
タ り 低 、 スイ ッ チ ⑥⑤ 下 の 足場 より 一 段 下 か 9 
よう 。 リ クリ を 投げ た ら 戻っ て くる 前 に スイ 議 
⑤ を 押し 、 今度 は 風 の を 解放 する 。 こ の 風 に 
て 上 へ 移動 し て フラ ム ゥ を 吸収 すれ ば 、 書い リ 
リ 岩 を 壊し て 月 の か けら を 取れ る 。 

太陽 の か けら を 取る 場合 は 、 風 を 止め た まま 較 
2 体 の フラ ム ゥ を 胡 収 し よう 。 青 矢印 パネ ル 人 
上 向き に し て リク リ を 投げ れ ば 、 上 の フラ ム 由 
単に 了 収 する こと が で きる 。 


し た ) | ウル た みう リリ 


. この 場所 か ら リク リ 粗 
投げ る 。 投げ た ら 、 フ 較 嘩 
位 を 吸収 し て リク リ が 戻 
| る まで の 間 に 、 急い で 誤 
チ を 切り か える の だ 。 








青 矢印 を 左向き 上 
Bs ら 、 フ ラム ゥ を 
5 落と す 。 自 分 は 、 

洛 ちな いよ うに 
足場 へ 移 ろ う 。 
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夢 の が か けら 


中 央 の スイ 、 ッ ヂ (3) の 方 


に = 矢印 箱 、 大 居 -…+ 矢 印 
邊 6 5 の 真 上 に 『 矢印 箱 、 

02 

# ぎ 、⑨ の 場所 で フラ ブッ 

間 半 MR 
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ma 


ま リ ア 皮 


送 の か けら 4(1⑦) 個 量 





POP 粒 4o) 伯 | 
EMI 


HTM の 2: 


スイ ッ チ ②( 左 ) 、③( 中 ) 、④( 上 ) 


に イクル ロケ ルン ルト 9 に 【 ク ルコ ッ ルール 
取る 前 に 、 コ ゴー ル を 足場 に し て 
ク 2 段 ジ ャ ンプ で ゲッ ト ! 


計 イ キッ チリ ) 





ミリ ア N 


夢 の が か けら 引 ( る 1) 個 


に 池 呈 Rm Em sm cm= 


計 イ ッ チ (⑤) 


0 ruE 


『 リ ァ C と 周 欄 、 この エリ ア も 、 大 弟 を どの 





| 4 生 で 置 する か が 宣 許 に な る 。 | @ 

| 解 は 1 矢印 条 、 } 矢印 箱 、 < 矢印 箱 の 順 で 、 3 各 矢印 箱 の 配置 が すべ 

」 語 呈 パ ネル ( に 投げ こん で いけ ば よい 。 名 この カギ 。 順序 よく 赤 

1 W RE 

! | 箱 の 配置 が 発 子 し た ら 、 仕 上 げに フラ ブッ 間 uc 
ビィ ェ イ 投げ と も う 。 こ れ で シャ ッ タ ー が 開く 。 に 
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は い 


の 配置 と その 中 身 は プレ イ する た びに 異な る の で 、 


た か ら ば こ 


宝箱 の 位置 を マッ プ で チェ ッ ク し な が ら 進み 、 か 
な つっ ぱ し か ら 壊し て いこ う 。 


トコ 
や 0 が 
に の 
り /】 ーー 
に - 宝 箱 を ず べ て 玩 し て o 
し | 特殊 カギ を 入手 し よう ァ 
z 男 昌 [ 2 ゃ 革 
人 妨害 キャ ラク ター は 出現 せ ず 、 細 筆 に 計 江 相手 6 
'@。 と の 譜 争 と な る 。 こ れ 以 院 の VS. ビ ジョ ン に は 、 エ @ 
ワ リア 内 に 大 砲 が 設置 され る よう に な る 。 こ れ は 、 ヨ 
ジジ モン スタ ー を 投げ つけ る こと で 鐘 を 発射 し 、 対 
率 。 相手 を 足止め で きる 仕掛 け だ | 
琶 。。 この ビジ ョ ン な ら で は の 特徴 と し て 、 宝 箱 と そ サ 
1 の 中 身 の 出 更 が ラン ダム だ と いう こと が あげ られ じ 
イ る 。 各 エ リア の 宝箱 に は 、 夢 の か けら 大 と カギ が : " 1 
ド 1 つ ず つ 入っ て お り 、 そ れ 以 外 は 空 と な る 。 宝箱 | 還 還 2 凍 還 2 ト 














N 重 記 記 の 






画面 上 部 に 表示 され る バー 
は 、 こ まめ に チェ ッ ク し よう 。 
対戦 相手 に 追い つか れ そ う で : 
あれ ば 、 大 初 を 使っ て 足止め : 93 
し 、 そ の 隙 に 先 へ 進 も う 。 (@) | 


有 


EECOTS ゆ 

どこ の 宝箱 に どん な アイ テ 
ム が 入っ て いる か は 、 開け て 
凡 みる まで わか ら な い 。 だ か ら 、 
上 宝箱 は 見 つけ し だ いす べ て 壌 
し て いく よう に し よう 。 










mmNN で ロー ビニ は せ モビー ビア ハデ JIH 大 2 、 還 、 時 』 本 時 <】 





、4 We】、[e7 パ (て ア 4 リリ チル (| リリ 700RMAMEW7 













ャ ラリ ー コ レク ショ ン 


Cr の し U WM  N 





、 要 の か けら オー ル ゲ ッ ト * 
。 計 徐々 に 見 る こと が で きる 、 1 
較 フー ルド の ご ほう び イ ラス | 
軒 エキ スト ラ ピ ビジョン の イ 3 
ト は 、 実 際 に 見 て の お 沖 
み 。 実力 で 見 られ る よう に / 
ん ば ろう 。 
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水中 で 活動 で きる 洪水 スー ツ の ディ ー プ ワン を 入手 し て スイ リュ ー 戦 に 挑む お の だ 。 
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エリ ア 過 


oi 


水中 で は 、 落水 スー ッ を 着 て 和 動 する こと に ぁ 
る 。 その た め 、 クロ ノ フ ア の 動作 に も 多少 > の 変化 が 
見 られ る 。 第 一 に 中 う の は 、 動き が ゆっ は に 壮 

る 点 。 ま た 、 水 中 で は 、 ジ ャ ンプ カ が 大 きく な る 


と いっ た 特徴 が ある 。 | | 


すい ちゅ うめ ん 


この ビジ ョ ン は 、 水 中 面 の 最初 と いう こと で 難 | 
易 度 は 全体 的 に 低め 。 水中 面 は この 先 の ビジ ョ ン 
で も 登場 する の で 、 ま ず は 、 し っ か り と 水中 で の 
操作 感覚 に 慣れ る よう に し よう 。 





動き に く くい と 蔵 じ る か 、 
お ち つ いて 動け る と 感 
じ る か は 、 プ レイ ヤー 
し だ い 。 と に か く 、 水 : 
中 で の 感覚 に 慣れ よう つ 。 





陸上 の 場合 2 彼 ジ ャ ン 
ブ が 必要 な 段差 も 、 水 
中 で は 、 通常 の ジャ ン 
プ で 到達 で きる こと も 
ある 。 


の ん びり ゆっ くり 
海中 で の アク ショ ン を 


Py の 仙 。 92 










夢 の か けら 


エリ ア B 


















夢 の か けら 6(18) 人 


yarereprekesoeewmsnil 


フラ ム ら を 痛ま えた だら 、 る 2 
ま 据え 置き スイ ッ チ に 乗る 語 9 識 
と 右 の シャ ッ タ ー が 開く の で 議 
イッ チ を 踏み つつ フラ ム ら を 窒 議 
投げ よう 。 これ で 宝箱 が 震 れ で 
の 足場 に 乗っ て 、 月 の か けら 肖 呈 
る と と が で きる 。 
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KLONOA G2 ze uep own ー、 


時 演 に いる ササ ルン の 存 笠 が や っ か いた 。 
サド nM 
ジャ ンプ 上 昇 中 に テッ トン を 捕まえ よう 。 そ の あ 
と は 、 サ サル ン に 接触 し な いよ う 、 右 へ 移動 し て 


LM 還 。 











へ 移動 する の が 最大 の ポイ ン ト 。 フ ラム ゥ を 捕 ま 
ス なか ら 、 ま ず 水 た まり を 通 常 の ジャ ンプ で 越え て 


ひだ り いち ど みぎ 


左 へ 戻り 、 カギ を 取 ろ う 。 そ れ か ら 、 も う 一 度 橋 


端 の フラ ム ゥ を 捕まえ 、 今 度 は 、 ハ ー ト 下 の 足 場 
か ら 2 段 ジャ ンプ する の だ 。 ' 

上 の 足場 に 上 が っ た ら カ ギ の 扉 を 開け 、 右 端 の 
フラ ムウ ゥ が 上 へ 移動 し て くる の を 待っ て 捕獲 。 こ 
れ を 2 段 ジ ャ ンプ に 利用 し 、 月 の か けら を 取っ た 
り ス イッ チ ② を 切り か えた りす れ ば よい 。 





| ララ ムッ を 林 衝 に 設け て ム ゥ 独 を 取っ た あと 
その ム ゥ ゅ 箱 を ロー プ の 真下 に 置い て 足場 を 作る 。 
この か た ち が で きた ら 、 フラ ム ゥ を 持っ て 左下 の 
通路 へ 飛び 乗り 、 ア C へ 戻 ろ う 。 エ リア C の 
つむ お じ 風 に 乗っ て エリ ア D へ 入り 、 持 っ て いる フ 
ラム ゥ で 2 段 ジ ャ ンプ すれ ば 、 太 陽 の か けら を ゲ 
ッ ト す る こと が で きる 。 
エリ ア C に ある 夢 の か けら を 取る に は 、 上 で 説 

明 し た 手順 で フラ ム ゥ を エリ ア C に 運び 、 つ も おじ 


ひだ り 


属 に 乗っ て を へ 出れ ば よい 





紳 ハ っ 親 を ロー ー プ の 真下 に 設 四 e 
ek 左側 


prirre っ @ 


この 区 3 の フラ ム ゥ を 使っ て 上 の 場 














ササ ルン が . 症 
た と ころ で 、 
へ 動 し 、 議 
乗り 移 ろ う 。 












4 : ピレス アア ムツ アム 上 
左 の フラ ム ゥ は 侍 叶 
右端 の フラ ム ゥ を ご 購 
び 、 2 段 ジャ ンプ で 沖 軸 
場 へ 移っ う 。 そう ず 相 較 
ギ は 簡単 に 入手 で き 間 | 
















.2 段 ジ ャ ンプ で スイ ツチ 
ハー ト の 下 の 足 場 計 
ジャ ンプ で AS 石 帰 
ムウ ゥ は 上 下 に ゆっ く 5 
いる の で 、 上 へ 来る の 世 
て 捕まえ る よう に し ポ ボ う 』 




































「 スイ ッ チ ④ を 折 し 、 水 た まり の 水位 を 下 ( 
く 。 次 に 、 ム ゥ 箱 を 持っ て 降り 、 下 に 設置 記 
う 。 ム ゥ 釘 を 置く 位置 は 、 左端 の ら ク ロ ノ ア | 
ャ ラ 分 ほど 離れ た 場所 が ベス ト 。 

この 準備 が で きた ら 、 最 後に スイ ッ チ ④ を 拉 
て 水位 を 上 げた あと 、 フ ラム ゥ を 持っ て ム 9 粒 
乗り 、2 段 ジ ャ ンプ を する 。 な お 、 ゴ ー ル の 
の か けら を 取る な ら 、 月 の か けら の ゲッ ト は 半 
に し よう 。 月 の か けら が 3 つ 集まる 前 な ら 、 朋 


と びら の 


扉 に 乗っ て ジャ ンプ で 取れ る の だ 。 


に 、 ム っ 拉 な py 
こう すれ ば 、 フラ ム ゥ 


た まま で ム ゥ 箱 に 乗れ 念 謀 
に な る の だ 。 
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(の 人 を 概 げ 
けれ ば よい 誕 半 衝 窓 水位 が 
7) り の で 下 へ 陰り 、 8 段 ジ 
(で 月 の か けら を 取 ろ 3 つづ 6 
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4 つ 、 き と ょ うし ょ う く ふう 


月 の か けら を 取る に は 、 少 々 工夫 が 必要 だ 。 モ : 「 瀧 の 仕掛 け と リク リ の 吸収 を 組み 合わ 
| Mr 5 導 ャ ンプ 52 | ズル が 用 意 され て いる 。 ま ず は 、 リ クリ 由 
「 が ある か ら だ 。 ま ず は 、 ム り ウ 籍 の 上 か ら 右 に ジャ : る ム ゥ を 傘 に し て 清 を くぐり 、 リ クリ を 2 
' ンプ 移動 し 、 ス イッ チ ① を 切り か えて 水位 を 下げ よう 。 最初 に 吸収 する の は 、 リク リ 貼 前 2 
| る 。 次 に 、 リ クリ を 捕まえ 、 近 く の ムウ に ぶつ け : その 際 、 真 上 で 2 段 ジャ ンプ し な が ら 、 章 計 
1 
' 
| 
「 













mm 
ま 
を 





る 。 その 際 、 リ クリ が 戻っ て くる 前 に 左側 へ 出る : 場 へ と 移動 する の だ 。 今度 は 、 そ の 場所 
こと 。 その 後 、 月 の か けら の 下 の 空 間 へ 向かい 、: 向かっ て 投げ る 。 す る と 、 リ クリ は 消 を 訂 議 
ム ゥ が 歩い て きた ら 、 リク リ で 2 段 ジャ ンプ し て | 端 の フラ ムウ を 吸収 する は ず 。 
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の ば ぽ みぎ う あし : ひだ り が し の 
上 ろう 。 され や で 、 声 - の 足場 場 ヘ リク リ を 持っ て 上 : 最後 は 、 左側 の ム ゥ 。 消 の 手前 か ら リク | 日生 
用 一 。 が る こと が で きる 。 | げ 、 す ぐに 右 下 へ 移動 する の が ポイ ント 9 み 提 
の 
和 2 (ラピス ン アル 還 ジ レル ル シル ルド 
ひ ム ら ゥ 箱 の 上 か ら 右 へ ジャ ンプ し リク リ の いる 部 屋 「 
ッッ よう 。 と くに 6 自 ジ ャ ンプ を 合 じゃ まで その まま で は 呈 デ | 
月 し わな く て も 、 ジ ャ ンプ 後に 滞空 m ムウ を 捕まえ 、 頭 上 いい 
2 『 すれ は 対岸 へ と 渡れ る 。 ら 滝 を くぐる の だ 。 財 
の ) ⑨ | 
紛 8 に ace、 必 
ビ リク リ 隅 収 中 に を へ 2 段 ジャ ンプ て 」 ジ 
う リク リ を ム ゥ バイ レー ツ に 投げ リク リ を 捕まえ た め 細 才 
攻 た ら 、 吸収 し て 手もと へ 戻っ て ゥ の 真 上 で 2 段 ジャ ッ 議 略 
と くる 前 に 、 急い で スイ ッ チ ① の を 阪 収 し つつ 、 自分 (上 較 人 
サ f 下 あ た り ま で 移動 し よう 。 『 場 へ と 飛び 移 ろ う 。 ウ 
? 3 の ョ リ 
5 (ムウ の 上 で 2 彼 ジ ャ ンプ ! ) 左 に 投げ た ら す ぐ 直 ] 
ト ムウ の 上 で 2 段 ジャ ンプ し つ 浦 の 手前 か ら フ ラム 織 5 


。 て リク リ を 投げ る 。 き 議 
5 pg リク リ が 戻っ て くる 前 | 議 
YS 動 し 、 天 井 の 低い 場所 柱 較 証 


吐 つ 、 石 上 の 足場 へ と 移る 。 最後 
は 、 時 間 差 で 戻っ て きた リク リ で 、 
2 段 ジ ャ ンプ すれ ば よい の だ 。 























ぜん し ん ひだ り し た 


木 箱 を 壊し な が ら 前 信 し 、 守 の 貼 日 へ を どり | 自体 は 難し く な い が か  F 葉 に ぁ る 
着け ば よい 。 滝 は 、 モ ンス ター を 持っ て くぐる と : けら 大 を ゲッ ト す る に は 、 右 上 の ム ゥ を 捕 論 


いう ボ ポイント さ え し っ か り 押 えて 攻略 すれ ば 、 と | 下 の 階 か ら 戻ら な けれ ば な ら な い 。 前 進 を 
くに 問題 な く ク リア で きる は ず 。 | 取り 忘れ な いよ うに 注意 し 多 。 





ロー プ を 伝っ て スイ ッ チオ 


国 ブ を 登り 、 ジャ ング 関 還 
に 移動 し な が ら ス イッ 大 計 
| りか える 。 これ で 水位 が 
| 先 に 進め る 。 


ん 3 と 49.「 は 
靖 の か けら 天 を 取る 際 は 、 ム 
ウ を 持っ て つ お じ 風 に 乗り 、 四 
段 ジ ャ ンプ し て 、 さ ら に 高く 上 
昇 す る よう に し よう 。 
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_ 清 の 向こう 側 に ある 夢 の か けら 大 は 、 ム ゥ 植木 、 攻 の か けら 大 を 取っ た ら 、 落下 させ た ん 請 
鉢 を 利用 し て 取る 。 そ の 前 に 、 ま ず は ム ゥ を 捕 ま | 仁 を 守 へ 痢 し 、 トゲ の 地面 を ふさ ご う 。 人 
えて 2 段 ジャ ンプ し 、 植木 体 が 置い て ある 足場 へ ムウ を 捕まえ 、 2 及 ジ ャ ンプ し て シャ ッ タ 識 | 
移 ろ う 。 植 木 鉢 は 、 そ の まま 右 へ 押し て 下 へ 落と : へ 移動 する 。 そ こ で 待機 し て いれ ば 、 再 座 旧 人 > PF 年 
旧 OInt. 1 で は 、 右側 の 夢 の か けら を 取り 終わ っ 
| すかさず 左 に ジャ ンプ し て 、 進路 変更 し よ 


Point. 2 で は 、 ムウ を 捕まえ て お き 、 夢 の か 










アア し 、 そ こ に ム ゥ を 植え る 。 こ れ で 、 も と も と 植木 : た ムウ が 歩い て き て 、 据 え 置き スイ ッ チ を 購 
鉢 が 置い て あっ た 足場 へ 、 ム ゥ を 持っ た 状態 で 到 : くれ る は ず 。 


し 


涯 億 の 遂 の か け ら を 取 り 了 


わっ た ら 、 左 に 移動 し つつ ジ 


達する こと が で きる 。 1 ム ゥ が 据え 置 さき ス イッ チ を 踏ん で いる 間 ( 四 ャ ンプ 。 ジャ ンプ し て か ら 左 
| ぐり ぬけ て 前 進 し よう 。 上 6 「 了 り 義 えた 直 邊 後に 2 段 ジャ ンプ し て 、 ムウ 移動 で は 間に合わ な い の で 、 


昌 リン を か わす 。 こ の よう な 2 彼 ジ ャ ンプ は 


うがい 


記 I ! で も 同様 に 行う が 、 早め に 飛ん で 、 障害 
販 0 うに ある 夢 の か けら を 取り の が さ な い よう 


、2 段 ジャ ンプ で 谷 越え 























K - No R 
| ムウ 植木 鉢 を 落 





し ム ゥ 植 トト ジャ ンプ 人 台 が な い 場 所 で は 、 
放 と し た あと 、2 ゥ を 相 識 語 | 7 い 。Point. 4 の 太陽 の か けら は 、 ジ ャ ンプ 遇 1 本 
4 肢 ジ ャ ンプ で ム の が た いう | て 谷 を える 。 そ の 際 
し を 析 え る 。 そ ム 。 油 較 ツ し 、 ク ロ ノ ア と 太陽 の か けら が 重なっ た と に 生 組 よる 
< れ か ら 茎 を 登り 、 せる が 較 | 沙 下 し て 取 ろ う 。 うに し よう 。 く 稲 
馬 。 上 の 足場 へ と 移 > 花 人 | 
/ 創 o 四 動 し よう 。 て お 可 | 
「 財 い ゆ 
アー 之 Pa 
Sa ム ゥ 植木 晒 の 上 回 スイ ッ 串 上 Jl 
科 で 咲い た ム ら を / 全 位 を 下 |! 潤 計 | 
5 捕まえ 、 こ れ を Wa 降り る 。 半 
持っ て 滝 を く ぐ 呈 中 員 いれ ば ム 目 
る 。 こ れ で 、 夢 り て く 天 思 | 
の か けら 大 は い 還 提 ま え で 則 
た だ きだ 。 ャ ンプ 
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テー で に JIT は い 最 終 vuwit 候 


エリ アァ DD 夢 の か けら 8(30) 個 
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0 goo [の | に 「 6 0 Ui エリ ア 遇 エリ ア B エリ ア C エリ ア D エリ ア E 
只 、 スイ ッ チ ③ 掘 え 置 き スイ ッ チ 10 個 10 (20) 個 10(30) 個 10(40) 個 
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「 夢 の か けら 大 と 1 UP の 入っ た 宝箱 を 填 す た め 、 
ブロ ッ ク の 内 側 に いる ム ゥ を ゲッ ト し た い 。 スイ 
ッ チ ① を 押し て ブロ ッ ク を 小さ くす れ ば 、 ムウ は 
外 へ 歩き 出す の で それ を 捕まえ よう 。 た だ し 、 ム 
ゥ を 捕まえ る の は 、 再 度 ス イッ チ ① を 切り か えて 
か ら に する こと 。 ム ゥ を 持っ て 上 が れる 足場 を 、 
先 に 確保 し な けれ ば な ら な い 。 

塔 科 を も と に 戻し て お く ) 


_ ム ゥ が ブロ ッ ク の 左側 まで 
| 出 て きた ら 、 ム ゥ を 捕まえ る 
較 前 に 、 ス イッ チ ① を 押 そ う 。 
陸 そう し な いと 、 ム ウゥ を 持っ て 
上 が る こと が で き な い 。 











エリ ア 攻 ゴウ ル 9 の 


エリ ア 夢 の か けら 


い LONOA 《③ め 谷 前 (MP ODMMPMT so AN 


ブロ ッ ク ① 















れん ぞ く 


維 に 3 並ぶ フラ ム ゥ を 使い 、 連続 ジャ ンプ 書 
の 足場 へ と 上 が る 。 連続 ジャ ンプ の コツ は 。 
ム ゥ を 捕まえ た あと すぐ に ジャ ンプ ボタ ン 枯 
2 段 ジャ ンプ する こと に 尽き る 。 

さい わい 、 水 中 面 で 動き が 遅い の で 、 お 上 
て 操作 し て いこ う 。 な お 、 カ ギ を 入手 し た 
ッ チ ② を 押し 、 水 流 に 乗っ て 上 が ろう 。 
2 、 2 段 ジ ャ ンプ の 由 | 
。 夫 代 と 有野 に る 凍 

連続 ジャ ンプ は 、 1 
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間 ジン で SE っ 0 
Mo 衣 こ で 講 習 し て 
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ロッ ク に 較 まれ た 月 の か けら を 取る た め に 、 
| の 爆発 の 威力 を 利用 し て 、 ス イッ チ の 切 

n ぇ を 行 お う 。 

『 す 、 ス イ ッ チ ③ を 押し 、 ブッ ピ ィ が いる 走 場 
ま | リロ ッ ク の 階段 を 作ろ う 。 次 に 、 ブ ッ ピ ィ 
ま 捕 | え 、 ブ ロ ・ ッ ク ① の 上 か ら 有 有 側 に 投げ る 。 

hh ナッ Ez ま イ 9 の 計 ん に 


ャ セット で きる の だ 。 「 - ' 

「 ビィ を セッ ト し た ら 、 爆 発 後に 再 出現 する 

| 「 を 捕まえ る た め に 、 左 上 の 足場 に 移動 し 
プッ ピ イ を 右 に 投げ る . 








ブロ ッ ク ① の 上 か すぐ 右 横 
の 足場 か ら 、 ブ ッ ピ ィ を 右 に 
投げ よう 。 ブ ッ ピ ィ は 、 ス イ 
0 ぢ 
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て お こう 。 仙田 狗 し た ブッ ピ ィ は 、 前 に 説明 し た 
手順 で 、 も う 一 度 ス イッ チ ③ の そば に セッ ト す る 
の だ 。 た だ し 、 今 度 は 、 ス イッ チ が 切り か わる 前 
に 下 に 降り て お く 必 要 が ある 。 “ 

月 の か けら を と り 半 ん で いた ブロ ッ ク が 縮小 し 
た と き に 、 月 の か けら が 取れ る 位置 に いな けれ ば 
な ら な いか ら だ 。 

下 へ 移動 する 前 に ブッ ピ ィ が 大 発し て し まわ な 
いよ うに 、 ブ ッ ピ イィ を 投げ る まで の 〒 動 は 、 迅 束 
か つ 的 確 に 行う よう に し よう 。 


|) 時 爆発 前 に 下 へ 降り る 


再び 出 更 し た ブッ ピ ィ を 投 
層 。 再度 スイ ッ チ ③ に セッ ト 。 
ブッ ピ ィ が 爆発 し 、 ブロ ッ ク 
の 大 き さ が 入れ か わる 前 に 、 
下 へ 降り て お こう 。 
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ほぼ 詳 】 We weApwitt 1 r 還 5 
| | | ye 
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夢 の か けら 大 の 
取り 忘れ に 注意 ! 
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Sc は 、 まず 、 水流 に 乗っ て エリ 
行く た め の 手順 を 説明 し て お こう 。 
初め に 、 スイ ッ チ ④ を 押し て ブロ ッ ク の 大 き さ 
を 入れ か える 。 こ れ を すま せ て か ら 、 エ リア 右端 
0 ブッ ピ ィ を 捕まえ に いく 。 
この ブッ ピ ィ を 爆発 させ て 、 そ の 威力 で スイ ッ 
チ ④ を 切り か える の だ 。 ブ ッ ピ ィ を 持っ て スイ ッ 


メガ ササ ルン に 注意 
スイ ッ チ を 切り か えれ ば 、 
メガ ササ ルン の 下 の ブ ロッ ク 
が 縮小 し て 召 み が で きる 。 移 
動 の 際 は 、 こ こ に 條 難し て メ 
ガサ サル ン を や り 週 ご そう 。 


の 上 部 へ 





め る 





か \ い りゅう 


に 東 っ て エリ ア 宮 へ 吉 生 し た 5 ら 、 と りあ 
ZI ツタ ー 前 で 待機 し よう 。P. 101 の マッ プ 
を 見 れ ば わか る よう に 、 シ ャ ッ タ ー ー の 向こう 側 に 
は ムウ が いる 。 こ の ム ゥ が 、 据 え 軒 き ス イッ チ を 
踏ん で シャ ッ タ ー を 開け て くれ る 。 開 いた ら 、 シ 
ャ ッ タ ー を くぐっ て 左側 へ 出 よう 。 
左側 へ 出 た ら 、 ス イッ チ を 踏ん で くれ た ムウ か 
左端 の 足場 の フラ ム ゥ を 捕まえ 、 下 へ 移動 し よう 。 
捕まえ た モン スタ ー は 、 月 の か けら を 取る 際 の 2 
段 ジャ ンプ に 必要 に な る 。 

モン スタ ー を 捕まえ た まま 再度 水流 で 上 が り 、 
さっ そく 月 の か けら を 入手 し よう 。 
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C@ ) 尾 > 
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テー ヾ に 負い 静 計 VN 





ム ゥ が 握 え 赴き ス 
イ ッ チ を 踏ん で い 
る 間 だ け 、 シャ ツ 
| ター が 開く 。 ムウ 
が スイ ッ チ の 上 か 
Ye 前 に 、 通り 
園 ぬけ て し まお う 。 





上 階 に いる モン ス 


月 の か けら を 取る 
た め に 、 再 び 水 流 


2 段 ジ ャ ンプ し て 
| ゲッ ト す る だ け 。 





iv rtrro 軍 科 イー 





ター を 捕まえ た ら 、: 


に 乗 ろ う 。 あと は 、: 
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チ へ 移動 する 際 は 、 メガ ササ ルン の の 還 
入り 、 ブ ッ ピ ィ と メガ ササ ルン が 接触 し か がり 計 
に うま く か わ そ う 。 

その 後 、 ス イッ チ ④ の そば に ブッ ピ ィ 二 
ショ ッ ト で スイ ッ チ を 切り か え 、 な 
屋 を 脱出 する 。 交 風 で スイ ッ チ が 入っ た ら 
に 乗っ て エリ ア 上 部 へ と 移動 し よう 。 


スイ ッ チ を 押し 月 中 


ブッ ピ ィ を 置き ぇ f 
| を 抑 し て 脱出 。 氷 申 還 
| め に 動き が 避 い 。 力 劇 
ウン 中 は 、 , お だ な 凍 識 




















剛 簡 の みり ら を 取る ため の 手 は な 中 較 
月 の か けら の 入手 手順 と 同じ だ 。 異 な る の 
ャ ッ タ ー の 左側 に 移動 し て か ら の 展開 。 

ここ で は 、 自 分 で 据え 置き さ ス イッ チ を 踏 お 。 半 
る と 、 ム ゥ が 開い た シャ ッ タ ー を く で ぐっ て 導 側 
移動 し て いく 。 こ れ を 見 と どけ た ら 、 フ ラム 織 
捕まえ て 水流 に 乗 ろ う 。 上 部 に 到着 し た ら 、 
が いる 足場 の 右端 の 、 一 段 高 く な っ て いる 場 衣 
ら フ ラム ゥ を 右 へ 投げ 、 ス イッ チ ⑤ を 切り か 計 
成功 すれ ば 、 上 部 の 部 屋 の 水流 が 止ま る 。 請 計 
で 、 先 に 送り こん で いた ム ゥ を 捕まえ 、 右 上 
場 へ 2 段 ジャ ンプ し よう 。 





自ら 据え 置き 識 
ッ チ を 踏ん 
ウゥ を シャ ッ タ 還 識 
反対 側 へ と 請 較 還 
よう 。 うま 
て いけ た ら 識 


ば ん ざん 


備 は 万 全 だ 。 





“ ム っ の ue 拓 織 
右端 か ら 、 スズ < 記 
チ ⑤ ヘ フラ ./ 
剛昌 投げ る 。 こ の 揚 

a で ブロ ッ ク が 拓 

し 、 水 流 が 上 沖 詞 
て こ な く が な 22 
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応 タ ー ト 後 、 まっ すぐ に スイ ッ ① へ 向かお う 。 
イッチ を 切り か えれ ば 、 目 の 前 の ブロ ッ ク 
| いく な っ て 前 進 で きる 。 

り すす TL ま ナ ロタ が 


座 う お う ふ 


/ 月 の か けら を 取れ な い 。 エ リア 中 央 付近 
ラム を 癌 き の 朱 陸 "r ネ ル に 役 
イッ チ ① に ヒッ ト さ せよ う 。 


」 」、 フ ラム ゥ を 持っ て 下 か ら つ む じ 風 に 乗れ 
| ター ト 地 点 後方 の 宝箱 を 壊せ る 。 









フラ ム ら を 搬 ま え 
矢印 / (ネル に 投げ 
れ ば 、 スイ ッ チ は 

| 簡単 に 切り か え 可 
内 能 。 こ の 方 法 で 、 
ブロ ッ ク の 拡大 縮 
小 を 調整 し よう 。 





0 B 夢 の か けら 


馬 和 > ル が っ て 
座 シ スタ ー の キャ ッ チ ボー ル 
| を し な が ら 前 進 



















iilmimimimimiiiiil 


あお や じ る し 


ア A の 後半 を 笑 夏 する カギ は 、 青 矢印 パネ 
用 流 に か か っ て いる 。 で し は 。 2 
お り の 方 法 が 考え られ る 。 

ひと つ は 、 矢印 パネ ル ① が 左向き の 状態 で フラ 
ム ゥ を 投げ 、 その 間 に 通 路 を 抜け 、 フラ ムッ ゥ が 中 
ね 返っ て きた と ころ を キャ ッ チ する と いう も の 。 も 
う ひ と つ は 、 矢 印 パネ ル ① を 上 向き に し て フラ ム 
ウゥ を 投げ こみ 、 矢印 パネ ル の 間 で キャ ッ チ ボー ル 
状態 に する と いう も の だ 。 





馬 ラテール 

態 の フラ ム ゥ を 捕 
1 まえ る 際 は 、 ジョ 
ツ ト を 青 矢印 【 ネ 
】 ル に 当て な いよ う 
・ 注意 。 ジャ ンプ し 
て ゲッ ト し よう 。 








> 記 O 〇 1$ る 1 A 


へ 
ン 


) 
ee 


テナー ご に はい 選対 い nN 信 消 








ム 
導き 


] 


全 @ 1 $ 上 


を 
に 
ws 
す 


と 


の 
NM 4 3 アア 
を 寺 す ら 


6 3 


テー に はい ヽ 迅 対人 | 








TYP YYWYDY 人 HI 0 人 VO の 2 の 


KLONOA 2 EAA cg4Ap roggnAmEn7 


2 た 和議 5(30) 個 








エリ ア E 


に まい 


H 
8 


SR 


上 


TTY 







因 







6tW1 











LA 


Gt 






0 


ttt6 






も 





し を 5 
Se 
SS "na 





ュー フス イク 衣 


左 の 宝箱 を 壊す 際 は 、 ス イ 
ッ ヂ ⑤ に が ウゥ を つけ な いよ 
うに 注意 し よう 。 ムウ を 持っ 
た 状態 で 左 | に めい っ ぱい ジャ 
ンプ し だ か で ど 、 下 隆 中 に 投げ 
つけ る まう に すず る と よい 。 


OS 

















い 『 リ ア C 







し ょ うし ょ うふ くさ ざ つ 


の エリ ア を クリ フ ァ す る 手順 は 、 々 弘 。 お 
IEYT4 まず ム ゥ 箱 を 下 に 落と す 。 次 に 、 
と し た ム ゥ 箱 を エリ ア の 9 測 へ 持っ て いき 、 
1 6 (た 分 パ ネル に 朋 りこ み 、 自 分 も 上 に 乗っ て 
待 動 し て いく と いう 流れ だ 。 


SSKS ま 9EL 法 


AM 


Il だ け だ と シン プル に 思え る が 、 
ムウ 箱 の 連 び 方 





oz 証 


旨 スイ ッ チ ③ を オン に し 、 ハシ ジコ な 昌和 

|」 ムウ 釘 を ブロ ッ ク (① の 上 に 乗せ 、 ス イッ チ ③ を 切り 
か える 。 

ムウ 釘 が 落下 し て きた ら 、 再 度 、 ス イッ チ ③ を 切り 
か え 、 ム ウゥ ウ 箱 を 右 へ 投げ る 。 





ム ら 箱 を 投げ る 際 、 矢印 
パネ ル の 前 で 止ま る よう 、 
スイ ッ チ ⑧ の 操作 で ブロ 
ッ ク を 大 きく し て お く 。 





に 移り 、 

| 骨 ま えよ う 。 そ れ か ら 左 に ジャ ンプ し て 、 ス イ 
) 5 の 真 上 で 2 段 ジャ ンプ する 。 こ の と き 、 必 

リ いと いた 足場 に 戻る よう に する こと 。 そ うす れ 

水たまり の 水位 を 下げ る と 同時 に 、 再 び ム ウゥ 


』 ず 、 グ ミ を つか ん で 左上 の 足場 


ケット する こと が で きる 。 

人 業 が 完了 し た ら 、 ム ウ を 持っ て 滝 を 通り エリ 
/ 生 端 へ 向かお う 。 太 陽 の か けら を 取る た め に は 、 
リロ ッ ク が 拡大 し て いる 必要 が ある 。 小 さか っ た 
ら エ リア E の スイ ッ チ ⑥ を 族 そ う 。 


(スイ ッ チ の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ ! ) 


2 段 ジャ ンプ する 際 は 、 下 
に 落と し た ム ゥ が 着実 に Eo が 
ト す る よう に 、 し っ がかり ズ イ 
ッ チ ⑥ を 狙 お う 。 も と の 足場 
へ 戻る こと も 忘れ ず に 。 


。 ス 人 チチ 《 を オン に L て 戻る ) 
太陽 の か けら へ と 続く ブロ 
| ッ ク の 拡大 縮小 を 操作 する ス 
サチ BMT に は な 
4 い 。 エ リア E の スイ ッ チ ⑥ に 
nr 人 kuu 





















スイ ッ チ を 操作 し て いか な けれ ば な ら な い の で 、 
注意 が 必要 だ 。 ス イッ チ を 切り か え そ こ な うと 、 
また 最初 か ら や り 直 し に な る 。 

と くに 、 ス イッ チ ④ の 切り か え は 車 要 。 具 体 的 
な 手順 は 下 で 詳し く 説 明 し て いる の で 、 よ く チ ェ 
ッ ク し て か ら 挑 戦 し て ほぼ しい 。 





上 部 へ の 移動 手順 










gl スイ ッ チ ① を 切り が え 、 ム ウ 殺 を 持っ て エリ ア 右 


へ 移動 する 。 
内 赤 矢 印 パ ネル の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ し 、 ム ウ 箱 の 上 に 
乗っ て 上 へ 向かう 。 


回 上 昇 中 に ショ ッ ト で 、 ス イッ チ ④ を 切り か える 。 





| 月 の か けら を 取る た め に 、 
| ム ゥ 箱 で 上 昇 中 に ジョ ッ 
聞 | し て 、 ス イッ チ ④ を 切 





いり ぐち 


リア E 日 の 言い 放 は 、 エ 選 ア D の ム ゥ を 


の 用 ジ ャ ンプ で 越え る 。 

その 後 、 スイ ッ チ ⑦ を 押し て 水たまり の 水位 を 
下げ て 通り ぬけ 、 エル ルビ ルル を ゲッ ト し よう 。 と の 
エル ビル を 使っ て ハイ ジャ ンプ を すれ は ば 、 高い 位置 
に ある 月 の か けら を ゲッ ト で きる 。 

まず は エル ビル を 使っ て エル ビル の 出現 地点 近 
く の 足 場 ヘ 上 リ 、 さら に 、 新 た に 出現 し た エル ビ 
ル を 捕まえ 、 窪 み に 降り よう 。 な お 、 こ の 足場 か 
ら 斜め を へ 大 ジャ ンプ すれ ば ゴー ル へ 行け る 。 


( エル ビル で 大 ジャ ンプ ! / 
エル ビル を 持っ た まま で は 
下 の 通路 を 通れ な い 。 まず? 
彼 ジ ャ ンプ で 足場 に 上 が り 
度 エ ルビ ル を 捕まえ て か ら 、 
水 を 抜い た 建 み に 降り よう 。 


し どの 1202 
ゴー ル へ は 、 エ エリ ア を 大 き 
| く 左 回 り に 往 回 する 。 この 足 

語 場 に 立っ て いれ ば 、 再度 エル 

蔽 ビル を 捕まえ られ る の で 、 安 

| 心して トラ イ し よう 。 
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水中 で の スク ロー ルビ ジョ ン 。 面 任 の スク ロー 

ル 近 朗 は 遅 めだか が 、 その ぶ ぷん クロ ノア の 動き も 遅 
い の で 、 油断 し て いる と 画面 端 と 壁 の 間 に 挟ま れ 
か ね な い 。 実 際 、 の ん びり し て いる 余裕 は あま り 
な い 。 マ ッ プ で 地形 を 確認 し な が ら 、 で きる だ け 
急ぎ 足 で 進ん で いこ う 。 

















Peint.1 紀和 


ご の 衣 間 は フラ ム う を 使っ て の 入 稚 ジャ ンプ 

で 濾 っ て いく 。 すぐ 下 に メガ ササ ルン が 見 える が 、 
気 を と られ すぎ な いよ うに 注意 し よう 。 

メガ ササ ルン へ の 接触 を 進 ける あま り 、 早 め に 
2 段 ジャ ンプ し て し まう と 、 天 井 の ト ゲ に 当たっ 
て し まう 危険 が ある 。 水 中 で の 2 段 ジ ャ ンプ は 、 
か な り 高く 上 が る 。 フラ ム ゥ を 捕まえ た ら 、 少 し 
落下 し て か ら 生 う よ う に し よう 。 
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、 最終 地点 で は 、 フ ラム ゥ を 
| 持っ た まま 夢 の か けら を 取り 
本 2 メガ ササ ルン の へ も 
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で ee 








じょう し ょ う 


| い 電 前 の この 坦 記 に 表 て よう ゃ く 天 前 の F ムー ー ズ に 特 租 で きる よう に 、 ジ ャ ンプ で 田 し っ 
中 が その 姿 を 現 わ す 。 | つ シ ョ ッ ト を 放 と う 。 捕獲 し た ら す ぐに 2 段 ジ ャ 
/ 則 点 に は 、 足 下 の 木 箱 に 夢 の か けら 大 も 人 : ンプ と いう 手順 で 進め よう 。 
いる の で 、 急 いで 行動 し な いと 、 ど ちら か ーー : 2 
測り の が す お それ が ある 。 
ひと つ 、 夢 の か けら 大 の 入っ た 木 箱 の 真 
| は ジャ ンプ し 、 右 上 の 足場 に 乗っ て みよ う 。 
「 し ば 、 両 方 の アイ テム を スム ー ズ に 回 収 で 
は いす 貞 。 
中 の 下 の フ ラム ゥ は 、 少 し 高い 位置 に いる 。 ス 























攻 の か けら 大 が 
入っ た 木 緒 ヘ フ 
ラム ゥ を 落と し 、 
太陽 の か けら を 
ゲッ ト 。 夢 の か 
| けら は 、 あ と で 

回 収 し よう 。 






















と くに 、 水 申 置 計 
ジャ ンプ ば 大 琴 
に つなが る 。 IN 
所 以外 で は 、 で き 重 
け 使 わな い 』 浪 還 
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15 個 
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エリ ア B 
夢 の か けら 


|| 15(30) 個 
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ムウ を 明 収 し て いく 。 作業 前 に 、 ま ず は 矢印 パネ 
ル ① を 有 に 向け て お こう 。 と ウ し て お か な いと 、 
せっ か く リ クリ を 赤 に し て も 、 リ クリ 岩 へ 投げ る 
こと が で き な い の だ 。 

ム ゥ を 吸収 する 作業 は 、 風 と 滝 の ま わり を 時 計 
回 り に 移動 し な が ら 行う 。 ひ と 回 り で ム ゥ を 1 体 
ずつ 吸収 し て いく の で 、 リ クリ を 途中 で 壊さ な い 
よう に 注意 。 と くに 、 風 で 上 昇 中 に リク リ を 投げ 
る の は 難し い の で 、 慎 重 に と り 組 も う 。 





ア B に 入っ た ら ら 、 フ ラム 9 を 痛ま え 、? 朗 


Eo へ 移動 する 。 そこ で 、 青 矢 


じ る し 


印 パネ ル ② を 下向き に 変え 、 再 度 フ ラム ゥ を 捕 ま 


あか や じ る し 


える 。 赤 矢印 パネ ル の 上 で 2 段 ジャ ンプ し 、 ムウ 
を キャ ッ チ ボー ー ル 状態 に する の だ 。 ス イッ チ ① を 
押し て 水 を 抜き 、 こ の フラ ム ゥ で 宝箱 を 壊せ ば 、 


ブッ ピ ィ は 自ら 下 へ 降り て くる 。 


(フラム ウゥ を キャ ッ チ ボー ル 
_ 宝箱 を 壊す た め に は 、 上 の 
い 段 で モン スタ ー ー を ゲッ ト す る 
必要 が ある 。 矢 印 バ ネル で キ 

ャ ッ チ ボー ル さ せれ ば 取れ る 
の で 、 し っ か り 準 備 し よう 。 





エリ ア 有 の 赤い リク リ 類 を 憶 す た め 、 3 箱 の 









上昇 し な が ら ム 9 


上 昇 の 途中 で リ 導 
人 ム ら を 也 収 す 者 。 
度 繰り 返 ぐ が ほ 議 
了 上 昇 速度 を 菩 
タイ ミン グ よ く 投 | 


_ 赤 矢 印 パ ネル に 壮 


| い リ クリ が で き あ 還 識 
最後 に 赤 矢 印 バネ ル 剛 
う 。 こ れ で 、 7 赤い リ ク U 
破壊 する こと が で 電工 







































ブッ ピ ィ は 、 据 え 置き スイ ッ チ に 置く 。 捕 叶 
て 風 に 乗っ た ら 、 上 昇 途中 で 左 へ 投げ 、 者 
スイ ッ チ の 上 へ うま く 落 下さ せよ う 。 

_ 設 置 が 成功 し た ら 、 各 発 カ ウン ト が ゼロ (6 計 
前 に シャ ッ タ ー を くぐり 、 さ ら に 、 ブ ッ ピ 潤 
っ て 2 段 ジャ ンプ する 。 こ れ で 、 ス イッ チ の 講 
ある 月 の か けら を 取る こと が で きる 。 


IT 
が 







上 昇 中 に ブッ ピ ィ を 失 り 
風 で 上 昇 中 に 月 の 上 
見 えた ら 、 ブ ッ ピ イィ 可 記 
げ よ う 。 ブ ッ ピ ィ が 朋 較 
rp 間 の 条 "ペン ッ チ に 落下 し 』 
ッ タ ー が 開く よう に な 芽 















リウ リ を 持ち 、 ム ウゥ の 真 上 で 2 段 ジ ャ ンプ し た 
を つか ん で の 昌 く ろ う 。 リ クリ 
| しょ に 戻っ て くる 前 に 、 青い リク リ 岩 の 足場 
it で きれ ば 、 ひ と まず 成功 だ 。 ' 
(の 足場 か ら 戻っ て きた 黄色 い リク リ を 、 右 手 





ゥ に 投げ つけ れ ば 、 旭 い リク リ に な る 。 
攻 較 けら を ゲッ 
りこ と が で きる 。 
ムウ と グミ で 連続 ジャ ンプ 





ム ゥ の 真 上 で 2 役 ジ ャ ンプ 
する と 同時 に グミ に つか まり 、 
さ 9 村 。、 左上 の 足場 へ と > ジャ 
ンプ で 飛び 移る 。 リ ズミ カル 
に 操作 し よう 。 


フラ ムウ を 合成 し て 青 に 


上 役 で フラ ム ゥ を 吸収 し た 
ら リ クリ 岩 を 壊す 。 太 陽 の か 
けら は 、 復活 し た フラ ム ゥ を 
捕まえ て ら 股 ジャ ンプ すれ は 、 





エリ ア 取 夢 の か けら 





4(13) 個 功 


ーー 









商 腸 の か りら ゲット と 周 じ 手 層 < 圭 リ クリ を 


せん し 十 缶 


成 し 、 ス イッ チ ② の 下 あ た りか ら 左 へ 投げ れ ば 、 
赤 リ クリ が 完 成す る 。 た だ し 、 水 た まり の 彼 差 越 
え に は 工夫 が 必要 だ 。 最 初 に 右 へ 移動 する 際 は ム 


り が わ 


ゥ 箱 を 左側 に 残し 、 ムウ を 使っ て 段差 を 上 る 。 赤 













リク リ 完 成 後 は 、 ム ゥ 箱 を 足場 に する 。 リ クリ が 
左端 の へ ゥ を 吸収 し て いる 間 に 、 大 旋 ぎ で ム ゥ 箱 







を 右端 へ 投げ る よ 05 お 9 


CC 












) 3 
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ムウ 箱 は 使わ な い 


最初 に 水たまり の 役 差 を 越 
| えて 石 へ 移動 する と き は 、 エ 
リア 左 の ム ゥ を 使っ て 2 段 
ジャ ンプ 。 ム ら 箱 は 使わ な い 





























スイ ッ チ @ の 下 か ら リ クリ の 
を 投げ た ら 、 処 いで 設置 を 降 
へ 投げ よう 。 これ で 、 帰 路 の w 

1 足場 を 確保 で きる 。 の ム 、 " 電 
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据え 置き スイ ツチ 
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Ss 


テー ヾ に へ よい へ 選対 Cu 人 ) 


ペー 


>NO 1S84A 
2 ぎす 
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エリ アァ 夢 の か けら 10(28) 個 


ニー 
だ あら 


ます lscsoned AI 還 


の で 0 の 5 Ayar CE の の 





仕掛 け の よう す を じっくり 
チェ ッ ク し で か が ら ア クシ ョ ン ! 


し つて きり / 


リア の 区 へ 移動 する た め に は 、 ム ゥ 箱 で 風 

6 人 y ム ゥ 箱 は 、 コン ペア の 流れ 

を 変え れ ば 、 自動 的 に 噴き 出し 口 に 落下 する 仕掛 
け に な っ て いる 。 

エリ ア の 右上 に いる ム ゥ を 使っ て 、 ス イッ チ ③ 

手前 に ある 宝箱 を 壊し 、 ス イッ チ を 切り か える よ 


うに し よう 。 


ムウ で 宝箱 を 壊す 
ムウ を 捕まえ て 宝箱 に ぶつ 
ける だ け 。 あ と は 、 も う 一 度 
ム ゥ を 持っ て き て 2 役 ジ ャ ン 
プ を すれ ば 、 ス イッ チ ③ の あ 
る 足場 へ 上 が れる 。 


ム う を 失う て 溢 を 超え る 


右上 の ム ウ を 持っ て 滝 を 越 
えれ ば 、 出口 は 自 の 前 。 月 の 
か けら を 取っ た ら 、 フ ラム ゥ 
を 使っ て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 エ 
リア E へ と 進 も う 。 


Ar 53 二 











EAA6 が な ん 4 
ri の M 


7 も 、 の 住 息 み きえ 導 議 


ア は 難し く な い 。 ま ず は 、 矢 印 パ ネル ③ 繝 
ec て ヶ 5 プ ッ ピ ィ を 鎖 ま ぇ 、 朱 の 
| 動 し よう 。 次 に 、 ロ ー プ の 真下 か ら ブ ッ ピ ィ 人 
| に 下げ すぐ に 据え 置 き ス イッ チ の 上 へ 移動 。 還 

うす れ は ば 、 矢印 パネ ル に 誘導 され た ブッ ピ ィ 米 


ム 岩 の 上 へ と 落ち て くる 。 
ブッ ピ ィ の 運び 方 


回 フラ ム ゥ で 滝 を ぐ くぐり 、 青 矢印 パネ ル 3③ を 右向き 同 
回 ブッ ピ ィ を 捕まえ 、 滝 の 左側 へ 移動 する 。 
回 ブッ ピ ィ を 青 矢印 パネ ル ③ に 投げ 、 据 え 置 き スイ ツ 


1 生 間 に 人 容 が な く な る が 

| 青 矢印 パネ ル ③ を 上 向き 旧 
し て 、 ブッ ピ ィ を ム ゥ 風 層 
仕掛 ける こと も 可能 。 
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| 男 
1 yrod 
| の 騰 負 に 勝つ し か 2 は 











順調 に 駒 を 
出 め て きた ロロ さま & ポ プ カ さ ま も 、 今回 ば か り 
相手 が 悪かっ た みた い 。 
ガン ツ さ ま は 、 口 口 さ ま の パー トナ ー で ある ポ 
/ カ さま を さら い (ガン ツ さ ま は 女性 が 苦手 だ か 
ら 、 口 口 さ ま に は 手 が 出 せな か っ た ん だ 。 き っ と )、 
ム ゥ パイ レー ツ の アジ ト ( ? ) に 閉じ こめ た よう 
だ 。 ン ガ ! 
ポ プ カ さま が いな く な っ て 、 ロロ さま は 動揺 の 
ゅ まり 脱落 。 ガ ン ツ さま が 決勝 進出 を 決め た 。 
… な お 、 ポ プ カ さ ま は 、 ど うに か 自力 で 脱 日 
し 導 和 あま あう 。 の あ 売 1 


ゅ つ 











\ 
ま 
ま 
ロ 
H 
3 
3 
は 
も 
日 


WIN ガン ツ er:p ロロ -LOsg 。 
、 、 対戦 相手 の 自滅 で 、 


ンー 
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アン の 誘導 























、 大 陽 の か けら が 入っ た 宝箱 を 壊す に は 、 ク ピ ア 
弾 を 利用 する の が 正解 。 誘導 弾 は クロ ノ 

ア を 追い か け て くる の で 、 こ の 人 性質 を 逆手 に 取り 、 
第 の 上 に 東 っ て 全 と う 。 そう すれ ば 誘 道 が 
飛ん で き て 宝箱 を 壊し て くれ る 。 

た だ し 、 謗 導 『 弾 は 宝箱 に 当たっ て も 消え な い 点 
5 ジ を く 
う の で 、 錯 が 宝箱 に 向かっ て くる の を 確認 し た 


、 安 全 な 場 所 へ と 避難 し よう 。 





| 太陽 の か けら が 入っ た 宝箱 は 、 
クビ ア ン の 請 導 弾 で 破壊 し て 
も ら う 。 宝箱 の 上 に 乗っ て い 
加 れ ば 、 その うち 誘導 弾 が クロ 
村 旬 ノア に 向かっ て 飛ん で くる 。 





9 いつ まで も 涯 箱 の 上 に っ て 
蘭 W いる と 、 宝箱 を 貫通 し た 誘導 
、 弾 に 当たっ て し まう 。 誘導 弾 
NM CR。 ' 





ーー ビデ ャ ーー ペン ーー ビデ ーーー ニー トー ンー テー ベー 7 二 。 


7 馬 か を 2 ck で 宮 を な す あ め 2 で さや bg を 3 さや 條 まあ す の < 人 を る る せま やや あべ す が の か か な ポ な Ke せよ 
ミキ ギィ Nm < の や に 9 
(0 試合 後 ( 3 ノー | メント 
Wi 芝 








クソ ゾウ … 汚 ね エ ま ね 2 し 
し や が っ て 


ヨメ ン お コメ ンプ 
カ 。 和 私 が 不 注意 な ば っ か り 
ゴメ ン ね ……・。 


| KK 
も 1 〇 


…… さ て 、 あ と は パカ な ガキ を 
蹴 落 と す だ け か ……。 
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ee 







be2 人 は 


答 エ リア で 出現 


ぼう が い 


の ッッ 






unito 和 1 
を 与え られ る 。 










脇 計上 を ェ リ ァ マ クビ ピア と を 仙 | 
ぺ は 進め な い の だ 。 u 





















住 当たり - 


エリ ア C 限 定 の 誠 
撃 で 、 体 を 丸め て 
ロ ノ ア め が は け て で 突進 
し て くる 。 放 生 の で 計 
は 、 と ちら の 攻撃 大 
較 いつ さい きか が ない 。 





















お 遼 の 潮 か ら 狂人 
* の 弾 を 発射 。 こ の 弾 
* は クロ ノア を 追尾 す 
) る 性 質 を 持ち 、 一 定 
) 時 間 が 経過 する か ム 
ウ を 当て る と 消 減 






ラビ アン の ぁ 散 に ム ゥ を 当て る と 、 Hp 詳 出す 誘導 錯 は 、 ム ウ を 当て れ ば 消す こと が で き 逢 


の 玉 が 現れ る 。 こ れ に ム ゥ を 当て れ ば 、 ク ビアン : その 際 、 ク ロ ノ ア の ライ フ が 減っ て いれ ば ハー 
を 倒せ る 。 た だ し 、 し ば らく する と 届 点 は 引っ こ : が 出る 。 ピ ンチ の と き は これ を 利用 し 、 ラ イフ を 
む の で 、 攻 撃 の 際 は 注意 し よう 。 エ リア A と B で : 回 復 す る と よい 。 

は 1 回 、 エ リア C で は 3 回 、 敵 点 に ムウ ゥ を 当て れ : エリ ア C で は 、 ャ ーー 2 番 目 の 足 場 に 虐 
ば ク ピ ア ン 戦 は 終了 。 ム ゥ を 捕まえ た ら 、 狙 い を | る と 戦い や すい 。 ク ビア ン は 必ず この 周辺 に や 


し っ か り 濾 め て 疫 げ つけ よう 。 ま た 、 ク ピア ン の 0 しょ か 


-、 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ア ーー マーーー 
で 
1 
年 









ク ピ ア ン の お 用 エリ ア C で | 
に ム ゥ を 当て れ の 位置 で 応 下 | 
| ば 盟 点 が 出現 す ク ピ ア ン は 湊 計 gt he 
る 。 これ に ム ゥ ここ へ 動い Ye 欄 ' 陽 ク "レル ア は 、 脆 『 ay/chp ア /= ャ レル | 
を ぶつ けれ ば 、 る の で 、 そ 還 詳 る 、 勝 負 に 敗れ た と 挑む の だ っ た 。 
ダメ ー ジ を 与え フラ ムッ ゥ を 提 財 
られ る の だ 。 つけ よう 。 
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KLONOAG2 ww wee memeemr ee 








cm? ?A で は 、 次 の か けら を 同居 し っ っ フ ラム 
ッ で 林 精 を 渡し 欠 下 の 出 日 へ 向かう es 必 9 半 。 
出口 付近 の カギ を 忘れ ず に 取っ て お こう 。 
エリ ア B で は 、 ま ず エ ルビ ル を 使っ て 大 ジャ ン 
ター 
く た め に 、 3 つの スイ ッ チ を 連続 で 押す 。 エ 
生計 を る ンス イッ ラテ の 束 和 へ さ 
き 、 そ こ か ら 2 段 ジャ ンプ を する の だ 。 上 昇 中 に 
体 当 た り で スイ ッ チ ② と ③ を 押し 、 下 降 中 に スイ 
ッ チ ① に ショ ッ ト を 当て よう 。 









RE を おら まま 5 


se 


「e」 
< に 協 の ム っ 振 を 此 え 填 き スイ ッ チ の に 赴き 、 
本 へ 


や ツタ ダー を 開け る 。 す あの 。 ム ゥ が 左側 に 歩い 
人 
場 を 作り 、 対 岸 へ 運ぶ の だ 。 





> を 作っ て 者 に 行き 、 2 彼 の 征 場 に 


お 1 あし ば ひだ り は 
置く 。 その 際 、 足場 の 左端 の ら ム ゥ 釘 が 半分 ほど 


Xs で ー は い 量 対 uwK 借 


は み 出 し 、 Se 箇 介 EH/ が 通れ る 
よう な 配置 に し よう ( 下 の 写 真 参照 )。 用 
この 準備 が で きた ら croy 才 


移動 し 、 ムッ 析 木 伯 を 沈下 に 落と す 。 続い て 迷 木 
鉢 を 、 生 ド の 先 に 配置 し た かり 箱 の 上 に 移動 させ 


ムウ 和 を 足場 置く 


ム ゥ 箱 を 、 和 足場 に 階段 状 に 




























エル ビル を 捕 ま え で 二 丁 議 
| スイ ッ チ ③ の 真下 か 表 





ャ ンプ で 上 昇 する 。 その 上記 還 
中 に 、 体 当たり で スイ 還 請 還 
と ③ を 切り か えよ う 。 玉 





. ショ ッ ト で スイ ッ チ を 放 | 
上 上 昇 中 に 右側 の スイ 議 

W つ を 押し た ら 、 今 虚 | 

剛 に 残り の スイ ッ チ (① 柏 還 

紅 え る 。 この と き は 、 合 請 粒 

で は な く シ ョ ッ ト で 得 請 叶 


= や 














| に し て 、 ム ゥ を 向こう 便 
調 場 まで 橋渡し し て や ろ 凍 
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PP あと は 、 MM 


えれ ば 、 エリ ア 上 部 へ 行 ける は すず 。 
_ 植え た ムウ の 茎 を 上 り 、 有 の 足場 へ 。 次 に 、 " 


失 印 パネ ル の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ し 、 左上 の 罰 
Na 赤 矢印 パネ ル で 跳ね 返っ て きた フラ ム 別 議 
ほっ て ゲ め ト し の.。 


地 フ 同時 に 振 り 返 
植木 価 に フラ ムウ を 補え き 


8 植木 鉢 を 右 ま で 運ん 
議 フ ラム ウ を 植え る 。 





置い て お く の が コッ 。 な お が ムウ 
まつ 、 ム ら 箱 の 左側 に 、 ク ロ ノ 計 だ け で は 左手 の 足場 は 越 識 置 
ア が 通れ る スペ ー ス を 確保 し | れ な い の で 、 フ ラム ゥ で 請 還 
て お く こ と が 大 切 だ 。 ジャ ンプ する 。 1 
ーー ネル の 上 で 2 服 ジ ャ ン 7 軒 
#。 ム ら 箱 が 正しい 位置 月 の か けら を 取る に は 、 ん 上 
て あれ ば 、 柏木 久 を 基 へ ウ が 必要 。 左 上 の 足場 で 間 
時 押し て いけ る は ず 。 ゴー ル へ で ゲッ ト す る た め に も 、 し 議 
訓 向かう た め に は 、 こ の 植木 鉢 半 二 かり り 赤 矢印 バネ ル の 上 で 旨 
の 移動 作業 が 必須 と な る 。 角 呈 二 ジ ャ ンプ し て 上 ろう 。 
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フフ ムウ 思 1] 
い エリ ア A の 大 敵 、 木 箱 が は 
あつ た 足場 へ 右側 か ら 上 る | | | 
と ぎ に は 2 段 ジ ャ ンプ が 必 に 』 
SHE FUDZB で アラ ム ゥ を | 
捕まえ で お き 、 そ の まま エ 哲 | 。 
リア A へ の 通路 を 通る う 。 IN | 





仙 2 3 





10 個 


夢 の か けら 





間 





草 
寿 
再 





0 や 88 や 20290 4 人 や だ JSMEEYCR2O3OREGOASSCESSER RY 


5 


(CCC 


壮 ((((((G 


2 






BI 
BI 
KCiz2D 


KHR 


PT し は 日 


る 抽 机 ら 
DP か りか ot 『 


> ら N OISI 


で 


2 
KK 


DD) 呈 DDD))))) 


「 て 6 


す 
ロ 


>s さ で 一 中 て 量 対 い uN 


し 2 議 5(25) 個 | 回 


エリ ア C 





@) 
デ な 335 は RC 
ER 












に 





や ーー 
で 





で た WE まさ SRORRRKRRRKRONOEKRKSRKKE み 


太陽 の か け ら を 取る に は ば 
一 方 の ム ゥ 箱 を 通路 に 投げ 
どん で お け ば より)。 が ウ 箱 
が 足り な けれ ば ぼ 、 いら た ん 

エリ ア A へ 戻り 、 再度 エリ 
ア C へ と 入り 直 そ う 。 
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フラ ム ら を 投げ て 古 
壊す る 。 風 @| 8 乗 つ 3 


で いち ば ん 上 まで 
下 昇 じ 、 ウラ ムウ ゥ を - 
左 へ 投げ よ 3 





エリア 補 の 軸 に 乗り 、 二 上 の 合作 へ 和 動 。 
こ に ある ム ゥ 箱 を 取っ た ら 、 そ の まま 右 に 投げ て 
お こう 。 そ うす る こと で 、 月 の か けら へ の 呈 場 を 
作る わけ だ 。 そ れ か ら 下 に 降り て 再び 風 に 乗り 、 
今度 は 、 途 中 で 右 の グミ を つか む 。 あ と は 、 ム ゥ 
を 捕まえ て 月 の か けら を 取 ろ う 。 





ム ゥ 箱 を 出 の 敵 還 議 
に 投げ る 。 こう ま 還 中 ! 
ー ド g ム ゥ 箱 が 月 の 

6 取る た め の 和 足場 目 還 還 







エリ ア 内 





と いう わけ 。 

[ 

| 

| エリ 穴 A に 戻る 際 、 エ リア アァ Bo の X 昌 近く に 間 [ 
e て ある の 独 を 年 ん で こよ う 。 こ れ を 投げ て 属 き [ の 
コ を ふさ ぐ の だ 。 これ で 、 エリ ア C へ 行け る よう に | 時 を ふさ い だ か 敵 詞 の 
ー な る が 、 すぐ に は 降り な いこ と その 前 に フラ ム 和議 

の  。 ウ を 捕まえ 、 こ れ を 使っ て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 大 陽 yr の: 
 。。 の か けら を 取っ て お きた い 。 5 op RC ' ! 
NN 」 on [ “ an S 菩 
に 6 風 の 性 質 を 利用 し て 風 ⑤ の 流れ を 0 
ビ アイ テム を 回 収 す る 。 記 作 逐 中 で カッ トド し よう 5 
ビ 、 ジ 
ジン 二 約 近く < に 直 いて ある ムウ 氏 で 届 の を ふさ き ぎ 、 、 | 巧 め を いか に ふさ ぐ か が 、 最大 の ポイ ント 叶 攻 
棚 キレ か うー 一 方 の 風 ④① を ふ | る ぷ その 答え は 、 ム ゥ 箱 を 足場 の 左端 か ら 少 | I を 
- カ さ ご う 。 こ の 状態 に し た ら リア を 有 回 り に 移 み 出 させ て 置く と いう こと 。 こ うす る こ と "本 較 | ! リ 
デ 動 し て 再度 風 ③ へ 戻る 。 に 間 い た ムッ 交 を どか | ウ 箱 を 下 へ 落と さ ず 、 な お か つ そ の 場 で 風 を 出 計 ! 中 
35 し 、 風 ③ を 解放 する の だ 。 そ の 風 で 上 昇 し て いる | る こと が で きる の だ 。 ッ 
ス 最 中 に 、 左 の フラ ム ゥ を 捕まえ よう 。 こ れ で 、 上 | 下 に 降り て ム ゥ を 捕まえ た ら 、 その まま 左 人 へ 還 [ ル 

部 を 通っ て エリ ア の 左 へ 行け る は ず だ 。 あ と は 、 動 し 、 風 を 経由 し て 風 ⑥ に 乗 ろ う 。 上 の 足 電 

フラ ム ゥ を 2 段 ジャ ンプ に 使い 、 月 の か けら と 夢 : 移動 し た あと は 、 持 っ て いる ム ゥ を 使っ て 、 月 ee 


の か け 5 大 を 回 収 し ょ う 。 けら の 和 場 へ 2 彼 ジ ャ ンプ し よう 。 | 革 の か けら 


左端 の 足場 か ら 上 へ 


| 両方 の 風 を ふさ い だ あ と 、 
引 球状 の 足場 か ら 上 へ 移動 し て 
再び 風 ③ へ 向かう 。 球 状 の 足 
ーー 場 へ は 、 右 の 足場 か ら ジ ャ ン 
* プ し て 滞空 すれ ば 上 が れる 。 


ルコ ピレス レタ J 0 
鳳 ③ に 乗っ て 上 昇 の 途中 、 
左 に ショ ッ ト し て フラ ム ゥ を 
捕まえ る 。 こ れ を 2 段 ジャ ン 
プ に 使っ て 、 エ エリ ア 左 上 に あ 
る 各 ア イ テ ム を 取る の だ 。 


連 9 代 】 


NN | 放 /。 移 二 生生 d 軸 9 あふ a く 
SS RT | 足場 の 左端 に 、 ム ゥ 箱 粒 | 






に し だ けず らし て 置 く 。 ( 請 語 語 

- れ ば 、 風 を ふさ げ る うえ | 軒 
ウゥ 箱 も 下 に 落と さ ず に ず 旨 
まさ に 一 石 二 鳥 の 使い 方 旭 





ムウ を 捕まえ 風 ⑤ へ 


ムウ を 捕まえ た あと は 、 置 
! に 移動 し て 風 ⑤ に 乗 ろ う 』 議 
る と 、 先 に 置い た ム ゥ 釘 凡 較 
が 当たっ て 、 左 上 の 足場 人 
| 移 れ る よう に な る 。 - 
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(次 に 来る ワ ロ ッ ク を 4 
. 大 き 『 く し な が ら 上 へ / 
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ーー 
ム ゥ 岩 へ セッ ト す る の だ が 、 そ こま で の 手順 は な 
か な か 複雑 。 ブ ッ ピ ィ が ササ ルン に 接触 し な いよ 
うに 、 ス イッ チ を 何 度 も 切り か え 、 ブ ロッ ク の 大 
き さ を 変 ※ え る 必要 が ある 。 その 手 大 に つい て は 下 


ララ ムッ を 使っ て 2 計 ツ ャ ンプ し な が 5、 半 
に 上 の ブロ ッ ク へ と 政 び 移っ て いく 。 2 段 湖 議 
プ す る 際 は 、 必 ず ス イッ チ ② の 真 上 で 行い 、 火 
乗る ブロ ッ ク を 天 き くし よう 。 た だ し 、 最初 の 
ャ ンプ だ け は 例外 。 最初 は 次 に 飛び 移る ブロ リ 還 





| で 詳し く 説 明 す る の で 、 こ れ を 参考 に し て スム ー が 大 きい まま な の で 、 こ こ で スイ ッ チ を 切り 講 
る 必要 は な い 。 


ス に グリ アア し よう 。 
2 EE の 7 T2: スイッチ に 当たら な いよ り | 


最初 だ け は 、 2 段 / 1 記 謗 
で 下 へ 落と し た フラ ム 引 議 
イッ チ に 当たら な いよ 制 請 


ooo ここ ミ 








四 ス イッ チ ① を 聞 層 絡ま 天明 
四 ス イッ チ ① を 押し 、 ム ウゥ 岩の上 か ら ム ウ 箱 を 左 に 投 





げ て ササ ルン を 落下 させ る 。 | め に 2 段 ジ ャ ンプ 。 き 較 
PT ブッ ピ ィ を 左側 に 投げ て いく 。 右上 の ブロ ッ ク に 乗れ 旭 

N ③ スイッチ の 真 上 で 2 段 ジャ ン ) 

> 者 | 隊 1」 間 ムウ 箱 で 押え た ササ ルン は 、 2 ィ ru テ on 


も た 。 次 の ブロ ッ ク を な 拓 計 
せつ つ 飛 Ce。 ウッ 計 
6 る 前 に 、 1 ボタ ン で 2 補 
= の 位置 を 確認 し て お こ 


ム ゥ 箱 を つか ん で ササ ルン 
の 真 上 で g 段 ジ ャ ンプ すれ 
ば 、 簡 単に 飛び 越せ る 。 


全 
ー プ 
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COX 
エリ ア C 送 の が けら 4(17) 人 革 スイ ッ チ ① 
4 ペッ ) 辻 | 
6 スイ ッ チ (③) 
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まず PPPTT7P" 演 TP 
馬 壊 し 、。 エ リ ア 上 部 へ の ルー ト を 確保 。 次 に 、 エ 
リア 上 段 の 植木 鉢 を 左 に 押し 、 ハー ト ト の 真下 あ た 
リ よ で 運ん で くる 。 そ れ か ら ス ター ト 地 点 に 戻り 、 
リッ ピ ィ を 下段 の 植木 鉢 に 植え よう 。 


を つた っ て 上 彼 ま で 移動 し た ら 、 咲い て いる 


リッ ピ ィ を つか み 、 さき ほど 移動 し て お いた 植木 

中 へ 植え る 。 こ うす れ ば 、 ブッ ピ ィ の 爆風 が 矢印 
届 に 誘 導 さ れ て スイ ッ チ ③ を 起動 させ 、 シャ ッ タ 
が 開く と いう こと に な る 。 





スイ ッ チ (② 
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HUUKKITEE に 上 


ワム ウキ ャ ッ チ ボイン ト ム ゥ 箱 設 置 ボ ポイ ント 











ーーーーーーーーーーーー……… い 









上 稀 の 福 林 を 移動 





り だ なり 


植木 殺 の 位置 が あま り に 左 


詳 大 り だ と 、 ブッ ピ ィ の 爆風 が 
開 矢印 箱 に 届か な い 。 植木 鉢 を 
| セッ ト す る 際 は 、 心 も ち 右 に 
呈 寄せ る よう に し よう 。 


ブッ ピ イ を 答え か える 

ブッ ピ ィ を 下段 の 植木 鉢 に 
植え た あと 、 女 い で 自分 も 上 
Si。 エリ ア 上 部 へ 上 が っ た ら 、 


咲い て いる ブッ ピ ィ を 上 段 の 
植木 鉢 に 植え か えよ う 。 








人 
ECocooooacootecooosoaos 
* > ュ IN きま 





夢 の か けら 大 の イ 
人 DLG 所 
1 
こ 
。 


こと の 前 5 の か けら 大 は 見 潜 と し や すい 
の で 、 忘 れず に 回 収 し た い 。 ギリ 2C か が 
ら 持 っ で きた フラ バウ で 、 ムウ 箱 下 の 木 
箱 を 破壊 。 青 矢印 パネ ル ① を 右向き に し 

た あと ム ら 箱 を 渡し 、 そ の 上 に 乗 ろう 。 





ミ >s さ せ TV で 一 よい 屋 対 Nu 人 滞 











っ 科 に 


ムウ 引 を 頭上 に が か げ で ム 防 の 息 坦 を 
作り 、 ム ウゥ の 動き に 合 わせ で て 右 へ 移動 し 
て いく 。 と うし て ム ら を 右 の 足場 まで 運 
べ は 、 と の ム ゥ を 植木 鉢 に 植え る こと で 、 
次 の エリ ア へ と 進め る の だ 。 
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More 和信 SR 。 生 UIGH 多 。 抽 還 較 間 較 生 P "=" 


と の エリ ア で の 目前 は 、 TI ど C に ある 月 の か 
けら を 取る た め の 下 準 備 す る あと ど 。 攻略 の 手順 
は 月 の かみ けら の 後に カギ を 取り 、 さら に エエ 
リア B へ 戻っ て 太陽 の か けら を 取る と いう 、 和平 


リア に まん たかが っ た も の と な る 。 








題 エリ ア C の フラ ムウ を 捕まえ て エ リア D へ 移動 

四 フラ ム ゥ を 青 矢印 パネ ル ① に 投げ 、 木 箱 を 壊し 。、 生 
ウゥ 箱 を 落下 させ る 。 

刀 ムウ 箱 を 「 ム り ウ 箱 設置 ボイン ト 」 に 置き 、 ム ッ 環 

























エリ ア D の 仕掛 け を 解く 手順 は 、 右 で まとめ て 側 へ 誘導 する 。 Point.1 で は 、 つ お む む じ 属 に 乗っ て イ テ ム を 取っ すばやく 方 向 を 合わ せる ) 
「 説明 を \ る が 、 も と も 重要 な o いい な 四 「 ム ウキ ャ ッ チ ボイン ト 」 で ム ゥ を 捕まえ 、 下 の 軒 いく O つ お じ 風 ( に 乗っ た ら すぐ に ン ゲソ ャ ンプ ボタ 清 空 の 状態 で は 、 空中 移動 
! 5 い っ と も 重要 な ポイ ント と な る 路 か ら エ リア C へ 移動 する 。 ma し っ 放し に し 、 滞 空 し な が ら 方 向 を 合わ せ 7 知人 
の は 、 ム ゥ 箱 を 使 っ て ムウ の 進路 を 変え る こと だ 。 蜂 2 段 ジ ャ ンプ で 段差 を 越え 、 フ ラム ウゥ で 木 箱 を 需 草 Sp PP 織 こと も 考慮 に 入れ 、 ア イ テ ム 
ム ゥ 箱 に は この よう な 使い 方 も も る と いう こと を 、 回 ム ゥ 植木 鉢 を 左端 まで 押し 、 ブ ッ ピ ィ を 補え で 』 剛 - う 。 こ の あと 、 す ぐに 3 体 の ム ウ が 見 昌 較 の 方 向 へ すばやく 進路 を 調整 

進み カキ を 入手 する 。 る の で 、 捕 まえ て 2 段 ジャ ッッ に 利用 才 。 し て いき た い 。 


お ぽ 
ご で 党 え て お きた い 。 


さき 、 赴 宙 と ちら か の 端 に 較 g て 柱 を か わ E ( - 失 取 し て も フォ ロー が きく 、 















人 の 


























are PR as Fo と に で ど 、 箕 和 と つつ ダマ 22 和 に つつ 上 1 二 て ジラ スント : 議 4 縛 t ti 用 靖 0 拉 | 電マ と K 生 どん PA 
の た ③ よい (Point.2) 。 Point.3 で ム ゥ を 捕まえ そ 「 
ERIRIimgcti [ 際 和 5 エリ ア B に は 、 が 中 。 Point 3 の 場所 で は 、 ムウ を 使っ て 2 彼 ジ ャ ンプ た 昌和 を の | 
に / NSD7 た し ょ うがい ぶ うじ ょ が に | 
側 へ と 歩い て いく 。 こ こ で は 、 ら 時 し ( も よい が 、 中 央 の 丸い 障害 物 を 通 通常 の ジ ャ ン ジャ ンプ で 飛び 越え 、 つむ じ | 
<e この 性 質 を 利用 し て 必要 な ム 0 の 議 8| fo へ eo ' で 越え 、 つ む じ 風 に 乗る こと も 可能 。 出 周 に 乗る こと が で きる 。 < 
の ウゥ ら を ゲッ ト す る の だ 。 - 
の SanrEocm み Mo 時 = Ui の 、 ジャ ンプ 後 すぐ 深 し て 和 還 細い 
ウ 補 沙 多 た 本 える うき 太陽 の か けら を ゲッ ト ! 
2 NM 上 
っ 最終 エリ ア と な る エリ ア E の パズル は 、 ょ 、 舌 争 バ 錠 
へ ネル を 使っ た ムウ ゥ の キャ ッ チ ボー ル と 、 ブロ ッ ク Me < 人 
3 し の 尼 りか る い パネ ル 訓 スイ ッ チ ⑤ を 押し 、 ム ウゥ を 赤 矢 印 パ ネル ① に 投げ 答 1 遇 ( 
の 間 え 折 作 を する と いう も の 。 矢印 パネ ル 半生 39 を グ S の rc ビ 
ビ 。、 “やり チ ボ ー ル 状態 に な っ た ム ゥ を 、 スイ ッ チ 赤 矢 印 パ ネル ① に 投げ る 。 ぼ 
操作 に よ プロ ッ クノ に ぶつ け な し いい よう 3 に 移動 させ 回 跳ね 返っ て きた ムウ が 通過 ポイ ント ① を 通り ぬけ 痢 ラ 
必 = は 
攻 る に は 、 か な り 癌 高度 な テク ニッ ク が 要求 され る 。 PA 履 
略 し て 、 そ れ ぞ れ 回 赤 矢 印 パ ネル ② に 当たっ て 跳ね 返っ て きた ムウ 錦 。 ン 1 
も Me プ 見 、 そ 礼 宅地 の イ ネー 通過 ポイント ② の 左側 で キャ ヤッチ する 。 ガ 
し を 描い て か ら と りか か ろう 。 レ 
+ EEP777 ③ キ 
ン ツ 
ス 矢印 パネ ル に 当たっ て 跳ね ム ら を 無 還 エ リア 左側 か 
ル 返っ て くる ムウ ゥ が ブロ ッ ク を | 滞 ん だ 5、 人 っ 杜 林 | 
通過 し た ら 、 ス イッ チ だ 押す 。 上 NICE 注 2 
8 あの カ 王 と な っ て いる 。 
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Mt/ が 


罰 
Ei り 





エリ ア 凡 エリ ア 世 ェ エリ ア C エリ ア D エリ ア E エリ ア F 


| た と 人 間 の ーー < ] し 了 誠 2 攻 ( 5 ( ] ( 1 に 
パ 赤 矢 の ( 補 木 殺 の うし ろ ) 通過 ポイ ント ② 通過 ボイン ト ① 赤 矢 印 ① | 10 個 10 (20) 個 10 (30) 個 10(40) 個 ( 6(46) 個 | | 4(50) 個 | 
EEEEEEIEOEOEKOEO5O5O 。 20w 」 1 22 3 23 (人 を 1 1 
細 M -/ 0 は は 世 ジ に の 
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PPPTPTPr 
ム ゥ 岩 に セッ ト す る 。 ) 途中 に 水たまり が ある の で 、 
スイ ッ チ を 操作 し 、 ブッ ピ ィ を 水 に 落と さ な いよ 
うに 運ぶ こと が 重要 だ 。 肝心 の 運び 方 に つい て は 、 
右 の 手順 を 参照 し て ほし い 。 

ちな み に 、 通 常 の ジグ ャ ンプ で は ブッ ピ ィ の いる 
足場 乗る こと は で き な い 。 そ の た め 、 ブ ッ ピ ィ 
を 捕まえ る 際 は 、 ス ター ト 地 点 右 の 足場 か ら ジャ 


ンプ し て ショ ッ ト を 放つ こと と に な る 。 ブ ッ ピ ィ が 


足場 の 右端 に 歩い て くる の を 待ち 、 タ イミ ング よ 
5 プ し よう 。 


失 和 弟 を 失っ て ム ゥ 角 の 上 に 乗り 、 左上 の 足場 
に 上 が る 。 そこ か ら 、 矢印 箱 を フラ ブッ ピ ィ の い 

る 部 屋 へ 投 げ よ う う 。 その 舌 当 親 を 、 一 段 下がっ た 
足場 か ら 左 へ 投げ る 。 こ うし て 、 矢印 箱 を スイ ッ 
チ ② の 右側 に セ 、 ド ik よう 。 

この よう な 配置 に し て か ら フ ラブ ッ ピ ィ を 捕 ま 
ぇ 、 矢印 第 の 上 に 2 段 ジャ ンプ で 堅く 。 その 後 、 
フラ ブッ ピ ィ を 通り ぬけ 、 通 路側 か ら フ ラブ ッ ピ 
ィ を つか ん で スイ ッ チ ② の 上 へ 置く 。 最後 に 、 矢 


じ る し ば こ 


印 箱 を フラ ブッ ピ イ に 投げ つけ る の だ 。 


| 寿人 出 の 矢 


如 の 虹 リ ア を 突破 する 手順 は 、 か な り 長い 。 こ 
こ で は 、 ま ず そ の 前 半 部 分 を 説明 し よう 。 

最初 に 、 ム ゥ 植木 鉢 を 有 有 へ 押し て 落と し 、 滝 の 
直前 まで 運ん で お く 。 次 に 、 上 を 通っ て エリ ア の 
左側 へ 移動 し 、 フラ ブッ ピ ィ を 捕まえ る 。 その ま 
ま 有 へ 進ん で 洋 を を で 思 、 和 側 の 失 印 釘 の 上 に フ 





植木 全 を 吉凶 し て 下 に 基 
と し た ら 、 自 分 も 下 に 降り 、 
今度 は 植木鉢 を 左 へ 押し て い 
着 く 。 矢印 箱 を 越え 、 滝 の 直前 
容 あたり まで 運ん で お こう 。 
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同 ス イッ チ ① で 水 を 抜き 、 ム う 条 を 大 基 へ 和 。 


四 上 空 を 移動 し て 戻り 、 ブ ッ ピ ィ を 捕まえ る 。 
Ei ムウ 補 の 上 に 2 段 ジ ャ ンプ で ブッ ピ イ ィ を 置き 、 朋 上 
ッ チ ① を 押す 。 





ブッ ピ ィ を 持っ て 
叶 で 2 段 ジ ャ ンプ す 導 請 
ッ ピ ィ を セト し つ 思 上 
分 は 上 の 足場 <@ 










フラ ブッ ピ イ を 2 股 軸 議 誠 
プ で 矢印 箱 の 上 に 置い 】 還 
通路 に 入っ て 左側 か ら 曽 議 
直す 。 し きも CR フラ 計 M ソ 還 半 
を 持っ た まま 通路 を 通所 生 


矢印 条 を 投げ る 


に 由 矢印 箱 を フラ ブッ ピ ィ I 証 

議 げ る 際 は 、 ジ ャ ンプ で 加 還 記 

吐 』 場 に 乗っ て 行う ほう が 財 識 

| 矢印 箱 を 持っ て 足場 な = 
| が り 、 そ こ か ら 投 げ よ 





KN 


= 
前月 肖 還 半 間 半 計 前 肖 目 間 滞 押 肖 拓 拉 | | 当 半生 半 3 


う に ィ 1 





を 接 せ る よう に 、 フ ラブ ッ ピ ィ を や や 足場 寄り ( 
置く こと 。 こ うし て 左側 の 矢印 箱 を 壊し た ら 、 列 
っ た 矢印 箱 を 持っ て 植木 鉢 を 左 へ 押し て いく 。 諸 
を くぐり 「 植 木 鉢 設 置 ポ イン ト | まで 植木 鉢 を 還 
フラ 。 
た 還 、 フ ラブ ッ ピ ィ を セッ ト 
2 つ 並ん で いる 矢印 親 の 由 
| ち た 側 だ け を 寺 せ る よう | 
[足場 寄り に フラ ブッ ピ ィ 人 


| ッ ト 。 爆 出 の 範囲 は 意外 剛 
い の で 、 こ れ く らい で OK 
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バウ 岩 を 破壊 する 妥 倫 で 












9 人 
ESEC # 
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ブッ ピ イ を 運ん で きた ら 「 
ム 人 汗 が あっ だ 喜 の 衣 へ | 
導 で HH た 王 還 マ 投げ る 。 その あと 、 2 ンプ 1 」 
“ 3 [ ィ を 作り ぬ ば て 通路 に 入り 、 | 
) ②③ 間 | 振り 返っ て 有 側 か ら ブ ッ ピ 
j ed ml ィ を つか み 直 そう 。 8 
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ry 本 2 
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ご >Is さ TV で 一 潜 ヽ 最 計 Nu 人 滞 
















\ エ リア C 
プ POimt.2 


では 、 ム ゥ 植木 祭 を エリ ア ーー wm 





2 ん 押 


ン ノ 
村木 価 に フラ ブッ ピ ィ を 相 





/ の 詳 し ぃ 手順 を 説明 し よう 。 1 
代え た あと は 、 矢 印 箱 を 持っ て 
ム ゥ 植木 鉢 を 植木鉢 設 置 ポイ ン ト 」 まで 運ん 涯 の 電 を 上 が っ て いく 。 
だ あと は 、 そ こ に フラ ブッ ピ ィ を 植 直 え る 。 それ が か 発する 前 に 、 い ちば ん 上 の 段 
ら 矢印 親 を 持ち 、 門 いで 右上 の 足場 へ 飛び 移 ろ まで た どり 着 こ う 。 





)。 そ の まま 上 へ 進み 、 い ちば ん 高い 足場 か ら 矢 
印 箱 を フラ ブッ ピ ィ へ 投げ る 。 す る と 、 植 木 鉢 の 
で 咲い た フラ ブッ ピ ィ が 爆発 し 、 矢 印 箱 に よっ 
誘導 され た 爆風 が ム ゥ 岩 を 破壊 する 。 こ れ で 、 
火 の エ リア へ 進め る よう に な る 。 





矢印 邊 を フラ ブッ ピ イ へ 
いち ば ん 高い 足場 乗っ た 
8 ら 、 そこ か ら 矢印 箱 を 左 に 投 
遇 人 。 げ て フラ ブッ ピ ィ に 当て る 。 こ 
れ で 、 ム ゥ 岩 を 破壊 で き 、 次 
の エリ ア へ と 進め る の だ 。 
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IKLONOA ③ が EMMAaP 7O0RMAANENT 
ジウ ヒ イ の 避 発 カウ ンド を 


]# し て カキ を 入手 


カギ を 取る に は 、 2 体 の ブッ ピ ィ の 爆発 カウ ン 
ト を 把握 し 、 すばやく 動 す る 必要 が ある 。 
モン スタ ー を 持っ て いな い 状 能 ほ で 水たまり に 降り 


る と 、 や り 直 すし か な い の で 注意 


_ カ ギ 入 手 の 手順 


訓 ブッ ピ ィ で 2 段 ジ 2 溢 レ プレ "な 上 の 足場 に 移っ て か 
ら ス イッ チ ③ を 押す 。 

回 フラ ブッ ピ ィ を 持っ て 水たまり に 降り 、 右 端 に フラ 
ブッ ピ ィ を 置い て か ら カ ギ を 取る 。 


ぐ / 


水たまり に 降り た ら 、 及 / の 






ブッ ピ ィ を 右端 に 投げ て か 
ら カ ギ を 取り に いく 。 eg 
@ 組 地 諾 か く 急 いで 行動 し よう 。 
9 ィ で 2 段 ジャ ンプ し て 水たまり か ら 脱 出 
の ブッ ピ イ ィ で 2 段 ジ ャ ンプ し て 左上 の 足場 へ 。 
⑨ 
カギ 回 後 、 フ ラフ ブッ ピ イィ 
2 を 合っ て ブッ ピ イィ Mn 
「 人 「 
MA 
倫 
し 
ジ 
ヨ 
入 
ドド へ Neb な DB 
ガ 往 切 し よ 
p co 
所 | ラブ ッ ピ イィ で 2 段 ジ ャ ン - 
ャ 課 訓 記 太陽 の か けら を な 入 
ス 記 琶 その後 も と の 足場 へ 
ル 


左 エ リア へ の | 
フラ ム 2 の 0 


エリ ア 基 に いる フラ ム 9 
を 捕まえ 、 グミ の 下 の 足 場 
か ら ジ ャ ンプ 。 と う や ら ぐ 
光 の 足場 まで 移動 し よう 。。 













矢印 箱 を 失う た ら 
いっ た ん エリ ア D へ 戻 訪 
最後 の エリ ア も 前 の エリ ア と 同様 に 、 水 た まり 
と ブッ ピ ィ を 組み 合わ せ た 仕掛 け だ 。 
注意 し た い の は 、 誤っ て 矢印 箱 を 失っ て し 貞 
た 場合 。 こ の と き は ボー ズ メ ニュ ー の や り 直 時 
選ぶ の で は な く 、 エリ ア D に 戻っ て 再度 エリ 
に 入り 直す 。 9 の 0E。 クリ ア 時 の 「 や り 尊 
し ] に 数 えら れる と と は な い 。 


回 フラ ム ゥ で 2 段 ジ ーー 間 下 1 





1 失 印 箱 を 取る 。 

外 スイ ッ チ ④ を 押し 、 水 た まり の 左端 に 矢印 箱 を 置き 

回 スイ ツチ ④ を 押し 、 水 を 満た し て か ら 上 へ 。 

回 フラ ム ゥ を 捕まえ 左 エ リア ハム 移動 。 滝 を くぐり 、 ま 
ラブ フッ ピ ィ を 捕まえ る : 

回 フラ ブッ ピ イ ィ を 持っ て 滝 を くぐっ た あと 、 フ ラブ ヲ W 


ピ イ を 右 へ 投げ る 。 
MT 間 フン レイ 2 富合 


人 
| 倍 す る と いう 皇 も あ る 「 
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/ う 症 を 軸 の 上 か ら 氷 と すこ と と 、 持っ て 落下 
し つつ 風 を せき 止め る こ し 。 も は や 基本 中 の 基 : 
トト 。 そ れ で は 、 ムウ 箱 で は な く ブ ッ ピ ィ で は どう 
Pt その 答え は 「 風 は ふさ げ な い が 風 の 中 : 


落下 する ] と いう こと に な る 。 これ を 利用 し て 、 
の エリ ア の 人 を 衣 と う 












RI フラ ブッ ピ ィ を 捕 雪 え 、 由 の の 上 が 2 鞍 ジ 1 ソフ 
eigt 


フラ ブッ ピ ィ を 持っ て 風 ① 
に 乗る 。 そ の 後 2 段 ジャ ン 
プ す れ ば 、 フラ ブッ ピ ィ は 
風 の 中 を 落下 する 。 
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IA 


BR 
DU 





12Z 








re 
1 


ワラ フッ ヒ ィ ダ 2 回 投げ け 靖 記 
| ムウ 岩 ペ セツ ド す る 


ドラ ラブ ッ ピ ィ の 位 四 か ら ム ゥ 岩 へ は か な り の 距 
見 が ある が 、 こ の 場合 と くに 間 題 は な い 。 と いう 
「 の も 、 フ ラブ ッ ピ ィ を つか ん だ ら ど ん どん 左 へ 投 
: げ て いく だ け で すむ か ら だ 。 初 め は ム ゥ 岩 の 手 前 
| へ 落ち る の で 、 再度 つか ん で ム ゥ 岩 へ セッ ト 。 こ 
れ で 、 ムッ 涯 を 破 村 で きる は す だ 。 


(と りあ え ず 左 へ 投げ る ! ) 


フラ ブッ ピ ィ を 捕まえ た ら 
まず は 左 へ 投げ 、 それ か ら ム 
ゥ 岩 の 足 場 へ 移動 。 ジャ ンプ 

で 左 へ 移動 し て も 、 下 か ら の 
2 段 ジ ャ ンプ で も よい 。 


フラ ブッ ピ ィ を セッ ト / 
フラ ブッ ピ ィ を ム ら 崖 へ セ 
』 ッ ト す る 。 フラ ブッ ピ ィ の 枯 ーー 
| 発 カウ ント は 40 と 余裕 が ある 
の で 、 あ せら ず お ち つ いて 行 
勤 す れ ば 十分 間に合う 。 
























ら NO1SIA 


ーー ベツ 


で >s そ せ N で 一 上 よ ヽ 量 対 NuNK 候 ) 盾 








と の 茸 の か けら は 、 
を 拉 孤 する CR な < な る 。 
要 の か けら 全 回 収 を 狙う な 
ら 、 最初 に 取っ て お こう 。 













ゃ ーー 
いこ 





KLONOA (て ア と 4 か REMAR て CAMP 7 の RAM 
5522 明 


リク リ 脱 層 の 民 療 は 、 ムウ ホッ ピン フラ ブッ 
ピ ィ ー ワ ムウ ゥ が お すす め 。 その 準備 と し て 、 軸 
ア 放 に 行き フラ ブッ ピ ィ を 新た に 出現 させ て お こ 
う 。 それ か ら 、 リ クリ を 持っ て ム ゥ ホッ ピ ン の 上 
で 2 段 ジャ ンプ 。 その 隙 に 右上 の 足場 へ と 移り 、 
リク リ が 戻っ て くる 前 に この 部 屋 か ら 出 て お く 。 
次 に 、 据 え 置き スイ ッ チ の 真 上 の 足場 か ら ウリ 
を 右 へ 投げ 、 ブイ を 吸収 する 。 最後 に 、 
ワム ゥ を 吸収 し 、 据 え 置き スイ ッ チ に 乗っ て リク 
リ を 若 へ 投げ れ ば よい 。 


フラ ブッ ピ ィ を 明 上 
あら か じ め フ ラブ ッ 四 回 
出現 させ て お け ば 、 休 呈 
か ら 右 へ 投げ る だ け で 靖 凍 還 
ッ ピ ィ を 吸収 で きる 。 で 純 開 
り 方 が 、 手軽 で 安全 放 。 


. フ ラブ ッ ピ ィ を スイ ッ ず | 

フラ ブッ ピ ィ を 損 半 議 
イッ チ に 赴き 、 ワム 9 精 還 
ッ タ ー の 向こう 側 へ 送還 議 
この ワム ゥ を 2 段 ジャ 請 請 
“ 使っ て 、 出口 へ 向 か 少 代 










昭 い 


CE Ne *9 


に ひ り U り りり U 








エリ ア DD) 


し YPJZZz 坦 較 )  4(28) 個 二 








据え 置き スイ ツチ 













(⑳) PE 6 9232 に GAcWGh22k 太 っ 
全体 を 見 わた す と わか る が 、 エ リア 中 央 に は 2 く 麻 が 恒 を さえ ぎっ た 5 進め ば よい だ ろう 。 い っ 
ト の 風 が あり 、 動 く 床 が 、 その 風 を と きど き さ え ぼ ぽう 、 エ エリ ア 下 段 を 左 へ 進む 際 は 、 動く 床 の 動 き 


に 合わ せ て 移動 し よう 。 床 の 右 一 左 と いう 動き に 
合わ せ て 自分 も 移動 すれ ば 、 い く ぶ ん や りや すい 。 


A ? か た ち で 動い て いる 。 ここ を 進む に は 、 動く 
中 が 風 を さえ ぎる 間 に 、 すばやく 移動 し な けれ ば 
から な い 。 と いっ て も 、 Pa 
因 に 身 を まかせ つつ 、 動 


PA 


上 昇 す る まで の 時 間 を 考え 

W る と 、 風 に 飛び こむ お タ イミ 4 

% グ は 、 足場 より わずか に 早い 

" | ほう が や りや すい 。 と みや み 
だ 確実 に 進ん で いこ う つ 。 


風 で 上 昇 する 時 間 も 計算 に 入れ 、 タ イミ ング を 計 


\ は と くに 問題 は な い 。 っ て 移動 し よう 。 


(ムウ を つか ん で 上 昇 


ム ゥ を 捕まえ た あと は 、 風 
| に 乗っ て 上 昇 す る だ け 。 エ リ 

| ア 上 邊 の 室 条 は も ちろ ん 、 っ 
| リア B に 戻り 、 夫 陽 の か けら 
| を 回 収 する こと も 忘れ ず に 。 


。. 扇 の 流れ を 探 作 し て 





月 の か けら を クッ ト 





| つの スイ ッ チ で ブロ ッ ク の 天 き さ を 切 りか え 、 
風 を 解放 し た り せ き 止め た りす る 。 それ に 加え て 、 
フラ ブッ ピ ィ の 爆発 に よる 時 間 差 も 利用 する 。 有 
の か けら 入手 まで の 手順 が と に か く 多い の で 、 途 


に ある よう な 組み 合わ せ の 仕掛け は 、 


や くれ わり 


"ぎみ る きす 月 の か 
ら は は か な り 高 高 し 位置 に あ る の で 、 植木 価 の 利用 
9 A。 フラ ブッ ピ ィ は 、 据え 置き スイ ッ チ に 置 


<。 出 口 が 2 マス 分 ある と いう こと は ……。 こ の 中 で 混乱 し な いよ うに 注意 し よう 。 下 で 紹介 し て 
」 うに 考え て いけ ば 、 お の ず か ら 答え が 見 えて く : いる 手順 を よく チェ ッ ク し 、 頭 の 中 で 整理 し て か 
$ は ず だ 。 ら 作業 に と りか か ろう 。 





0 の 肝 の を 月 の か けら 入手 の 手順 









スイ ッ チ ① を 控 誠 還 に 業 つ て 上 商 語 | 
、 還 ス イッ チ ② を 押し 、 フ ラブ ッ ピ ィ を 下 に 運ぶ 。 
KEI スイ ッ チ ① を 押し 、 フ ラブ ッ ピ ィ を 持っ て 風 に 乗る 。 


エリア E の ム ゥ ボツ ビン を 捕まえ 、 エ リア D に 戻る 。 
下 の ム ッ ゥ 植木 殺 の 上 に ムウ ゥ ウホ ッ ピ ン を 植え る 。 


すぐ 上 に 花 が ある 状態 で 
茎 に つか ま っ て いる と ぎ 
は 、 十字 ポ ボタン の 左右 を 
押せ ば すぐ に 降り られ る 。 


で 玉 算 し 、 上 の ム っ 相 木 時 を 下 に 落と し て ムウ 
ホッ ピン を 植え か える 。 

左側 の 植木 鉢 を 押し て 、 風 ⑤ の 上 に 設置 する 。 

旧 右 の 植木 価 の 基 を つた い 、 ム ウホ ッ ビ ピン を つか ん で 

| 左 の 西木 鍼 に 植え か える 。 

ei 



















ブッ ピ ィ を ひと まず そば 
選 置 いて 、 スイ ッ チ ① を 
切り か えた 後 ブッ ピ ィ 
を 持っ て 風 に 乗 ろ う 。 








回 再度 フラ ブッ ピ ィ を 下 に 運び 、 ス イッ チ ① の そば に 
置い て か ら ム ゥ ホッ ピン を 捕まえ る 。 

回 ム ゥ ホッ ピン を 投げ て スイ ッ チ ① を 切り か えた あと 、 
MM it 


奉 14 こ の 位置 か ら ハ ゥ を 投げ 

。 れ ば スイ ッ チ ⑪ が 切り 
時 か わる 。 あど は 、 為 い で ム 
上 っ を 捕まえ 、 上 昇 し よう 。 


4 左 の 植木 殺 の 鞭 を 上 り 、 シ ャ ッ タ ー を く 。 
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言 ジ N O ISIA 


/』 


ーー 


>Is さ せい ベー 叶い 疎 計 ざ um 





守 3 











ッ 騰 [ e ] 例 / 
す 全員 

7 訪 和 
人 三島 


を 


| 甘 } 


28、 や 


ys せ TV マー は へい 琶 対 Vm 


ュー 
に 









最後 の スク ロー ー ル 凛と いう こと で 、 島 度 は 潮 
め に な っ て いる 。 . ス クロ ー ー ル に 追い つか れ な Ms 由 
う 、 早 め 早め に 進 お ひこ と は も ちろ ん だ が 、 あ まり 
に 早 すぎ て も よく な い 。 画 面 の いち ば ん 上 で 天井 
に つが えて ジャ ンプ し そこ な わな いよ うに 、 ス ピ 
ー ド を 調整 し な が ら 進 も う 。 


エリ ア 入 


cs 


時 2 | HG 2 





湖 の が けら を 取っ た あと は 、 スタ 
ロー ル の 進み 記 合 に よっ て 対応 を 変え 
IEEE 
は ジャ ンプ し て 浦 補 直接 ダミ に つ 
氷水 和 あ いら た ん 
右 下 の 足場 に 降り て か ら 物 動じ よう 。 






足場 が 見 え ぐ な る 前 に 
5 上 シャ ンプ トー 


wwvatevwnwum ゃ 3r 


ON 






計 当 け コ 科 


フラ ム ら を 合う で の ロニ ー プ に つか 
まる た め に は 、 漁 ぎ 足 で さこ か 到 層 し 
て お く 必 要 が ある 。 少し ぐら いな ら 、 | 
足場 が 消え で も 乗っ で いら れる の で 、 
め さ ざら め ず に チャ レン ジ じ よう 、 

















先 に 進み す 姓 還 
井 に ひっ か か 生計 還 
・ ン ブ プ で き な がい 計 
画面 外 に は 欄 較 
こと は で ぎ きだ ない! 下請 










3 人 の ? 
の 


op eo で W る と ゃ と タ o な ee 
ーー 








1 デア 


の ー 


ーー 






和 9me 1 


イー 















[リア B の 後半 、 と くに 藤 の か けら 天 を 取る な 
と こ は か な り 女 い で 進み た い 。 途 中 に いる グ 
リツ は 、 で きる こと な 5 弾 を 撃た れる 前 に 捕 ま 
? こ と 。 こ の よう に 、 タ イム ロス を 少 > な くし な 
が ら 、 ど ん どん 先 へ 進ん で いこ う 。 
/ ッ トン に つか まる 際 は 、 グ リッ ツ を 通路 側 か 
うか み 、 そ れ を 2 段 ジャ ンプ に 使 お う 。 









グ : 民 7 0 
負 EEE 
り ざ す 。 では あせ ら ず 、 ク 
に つか まっ た ら ひ と まず 明 | 
! を 義 え 0 の 漠 な 5 で が 








NBS コ BSRYeS UEBBaGaB 


た MRPCLLLD 















前 の か けら 大 の 
回 収 に は か な り 


状況 的 に 間 に 合 
わな いと 判断 し 
較 g た ら 、 見 送っ た 











夢 の か けら 45(30) 個 









この 中 本 で 中 人 

















参 の か けら 大 を 取っ た 
通路 側 か ら グ リッ 





ツ 箇 まえ る 





リッ が 剤 画す る 前 に 通 中 側 へ 出る 。 
回 そこ か ら 、 右 を 向い て グリ ッ ツ な 捕 ま 
通路 へ 移動 する 前 に グ 
旨 リッ ツ が 出 で き で し まっ た だら 、 す ぐに 
和 1 捕まえ て 石 へ 投げ て 如 理 する こと 。 こ 
BS と に か く 急 いで 行動 し た い 。 











KLONOAG 


の EAA 月 2 胡 P ORMAAMEMY "へ 


ムシ マリ グン ルン ピン 


WORID]5 | 


。 ス イッ チロ 操 作 じ て 
ムウ を 誘き 寄せ よう 


| ター に 南 じ こめ られ た ム 9 を 、 ェ リア 省 下 
まで 誘導 する 。 自ら 据え 置き スイ ッ チ の 上 に 乗り 、 
ムッ を シモ 鐘 み が ー か ら 出し た ら 、 ス イッ チ ① を 操 
作 し て ブロ ッ ク の 大 き さ を 切り か える 。 ム ウゥ が ト 
ゲ の 床 に 落ち な いよ うに ブロ ッ ク で 足場 を 作り 、 
エリ ア 右 下 まで 安全 に 運ぶ の だ 。 こ うし て ム ゥ を 
エリ ア 右 下 ま で 誘導 し た あと 、 リ クリ で 吸収 し つ 
つ カ ギ を 取り に いこ う 。 
カギ 入手 の 手順 


題 スイ ッ チ ① を 押し 、 据え 置き スイ ッ チ を 嗜む 

四 ム ゥ が 1 つめ の ブロ ッ ク を 通過 し た ら 、 ス イッ チ ① 
を 押し て 次 の ブロ ッ ク の 大 き さ を 切り か える 。 

記 ムウ が 2 つめ の プロ ッ ク か ら 落 下す る 直前 に 、 スイ 


NM の ・ 
ム ゥ が グリ ッ ツ の 弾 に や ら 
れる よう な ら 、 手順 ] 後に 
グリ ッ ツ を 捕まえ 、 これ を 


吾 投げ て スイ ッ チ を 押す 。 


回 リク リ を 捕まえ 、 グ リッ ツ を 吸収 する 。 
回 ム ゥ を 2 段 ジ ャ ンプ で 吸収 ロカ 年 昌 に 





グリ ッ ツ 大 取 し た あと 、 
いら の 真 上 で 


へ と 乗り ろ う 。 





_B エ リア 攻略 の あと は 、 
: や りや すい エリ ア か ら 
クリ ア し て くだ さい 。 





連続 2 段 ジャ ンプ で 
カキ を グット する 
六 ww yC で 符 う べき こと は 、 カギ の 入学 と 用 
か けら 回 収 の 2 つ 。 月 の か けら を 取る 手順 は 淡 半 
ペー ジ で 紹介 する と し て 、 こ こ で は 、 カ ギ の 入 購 
方 法 に 話 を し ぼっ て 説明 し よう 。 
リク リ を 捕まえ た ら 、 グ リッ ツ の 真 上 で 2 陵 叶 
ャ ンプ 。 そ の まま 左 の フラ ム ゥ を 捕まえ 、 さ | 
2 彼 ジ ャ ンプ し て 左上 の 足場 へ 。 あ と は 、 戻 還 
きた リク リ で 左 の フラ ム り を 吸収 すれ ば よい 


胃 レ ルル ルス ルウ: 


まり リク リ を 持っ て いく 開 
| 2 証 ッ ツ の 弾 に 注意 。 安全 
間 進む な ら 、 リク リ を フラ 幼 
A に ぷ ぶつけ ない よう に 注意 し { 
ジャ ンプ で 弾 を か わ そ : つ s 













rm 0 
__ 見 0 


と ンク 
) 多 電 7 heSGCCYCNOKY 
1 ourucsebcuryrvdy の 0 


CCP で CC で ーー セー ポー ウー ウー ロー ウー ピー マー ワー ロー ロー ロー ピー ピー た 





較 和 りか の な は 下 で 紹介 し て いる よ 
る と お りあ る 。 方 法 ① で ! は す た 
人 が 方 法 ② で ( は 滞空 時 間 調節 、 そ れ ぞ れ も 
っ と も 重要 な 要素 と な る 。 上 度 と し て は どちら 
b た いし て 変わ ら な い の で 、 自分 の や りや すい ほ 
) を 選ん で 挑戦 し よう 。 





EN 月 の か けら の 入手 方 法 1 













財 リク リ の 2 段 ジ ャ ンプ で グ リ ッ ツ を 吸収 する 。 
円 2 段 ジ ャ ンプ 上 昇 中 に 右 の フラ ムウ を 捕まえ る 。 
回 捕まえ た フラ ムウ で さら に 2 段 ジ ャ ンプ し 滞空 。 
避 戻っ て きた リク リ で すぐ に 2 段 ジ ャ ンプ し 足場 へ 。 














フラ ムッ ゥ で 2 段 ジャ ンプ し 
た あと は 必ず 滞空 。 この よ 
SS うに 、 リ クリ が 戻っ て くる 
| まで の 時 間 を 稼ぐ こと 。 















エリ ア B 


宇 少 弘 
と に 1 


Ss 


ン ャ ンタ = 


据え 置き スイ ッ チ 


リク リ を 使 つ だ 連 先 ジ ャ ンプ に 才 光 ! 


夢 の か けら 4(13) 個 
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どちら の 方 法 に も 共通 する こと だ が 、 最 後に リ 
クリ で 2 段 ジャ ンプ する と き は 、 と に か くす ば や 
く 行 うこ と 。 最後 の 2 段 ジャ ンプ で は 、 リ クリ を 
手放す タイ ミン グ が 明暗 を 分 ける 。 こ れ ら の 点 に 
注意 し 、 さら に 下 の 手 順 を よく 見 て 、 難易 度 の 高 
い 連続 ジャ ンプ に 挑戦 し よう 。 


に 下 人 0 月 の か けら の 入手 方 法 ?) 誠 





訓 グリ ッ ツ を 吸収 じ つ つ 青い リ ク リ 岩 の 足 場 へ 。 

四 左 の フラ ムウ を 2 段 ジ ャ ンプ で 吸収 し 、 滞 空 で 右 へ 。 
回 右 の フラ ムッ ゥ を 2 段 ジ ャ ンプ で 吸収 し 、 滝 空 で 右 へ 。 
4 RC 2 段 ジャ ンプ し 、 和 足場 へ 移動 。 


リク リ で 吸収 し つつ 2 段 ジ 
ャ ンプ し 、 戻 っ て きた リク 
リ で 南 度 9 段 ジャ ンプ 。。 と 

うし て 右 へ 移動 し て いく 。 








- 馬 の け ら 央 ID る た め に 大 いり 
クリ を 作る 。 リク リ を 捕まえ た ら 左 に 
| 投げ 、 まず グリ ッ ツ を 恨 収 あと は 

リク リ を 持っ た 汰 骸 で 下 か ら ジ ャ ンプ 
| すれ ば 、 フラ ムウ を る 体 成 収 で きる 。 . 
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KKLONOA の peAw cd4A4P 7O0RRAAMEN7 


前 和 
は PCE は 
3 た: で 


まず リク リ を 捕まえ 、 ム り 導 に 乗っ て 移動 。 リ 
クリ を 持っ た まま 、 有 側 の フラ ム ゥ を 吸収 する 。 
叶い リク リ 連 を 壌 す に は も う 1 体 モ ンス ター を 吸 
収 す る わけ だ が 、 こ れ は グリ ッ ヅ か フラ ムウ ゥ のど 
らら で も よい 。 どちら か を 吸収 し た ら 、 急 いで 青 


be い リ クリ 岩 の 足場 へ 飛び 移 ろ う 。 
) 夫 


ひだ り 


赤い リク リ を 作る 際 の 吸収 は 、 右 の リク リー 左 
の リク リー グリ ッ ツ の 順 が よい だ ろう 。 ム ゥ 箱 に 
民 っ て 移動 し 、 各 モ ンス ター の 目 の 前 に 来 た ら 、 
リク リ を 投げ つけ て 吸収 し て いこ う 。 






>N OisSIA 


へ ご す させ で ー 叶 へ 王 対 いて 登 


こ ーー 
で 


義 め に 、 リ クリ を 痛ま えた ら エ リア 上 部 の 場 
に 乗る 。 そこ か ら 有 に 歩い て 下 へ 降り よう 。 こ う 
する と 、 リ クリ が 自動 的 に フラ ム ゥ を 吸収 し て く 
れる 。 あー 閥 は 、 リク リ が 戻っ て くる 前 に スイ ッ チ 
② を 押し 、 ブロ ッ ク の 大 き さ を 切り か えれ ば 、 
りあ え ず 第 一 科 隊 完了 。 


ぐ / 


足場 か ら 落 下す 
る だ け で フラ ム 


際 下 へ 降り た ら 、 

陸 リク リ が 詞 っ て 
_ くる 前 に スイ ッ 
チ ②⑨ を 押 そ う 。 








ウ を 吸収 で きる 。: : 
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次 は 、 err その 隙 上 
スイ ッ チ ② を 押す と いう 流れ に な る 。 リ クリ は 
スイ ッ チ ② 左 側 の 足場 か ら ジ ャ ンプ で 投げ て も 』 
いし 、 フラ ム ゥ と 同じ 高 さ の だ 場 か ら 投 げ て も 』 

。 要 は 、 リ クリ が 手もと へ 戻っ て くる 前 に スイ 
ンチ e を HH よい の た 


Ne ee き an 


Pa Wi 押 介 
和 LTTF1 rt ③ 
。 スイ ッ チ @④ の 衣 
く か ら フ ラム 骨 
k 3 ジャ ンプ し 


) その 隙 に スイ リ 
チ ④② を 押 そ う 。 











| を 吸収 する が 島 


クリ を 左 へ 投 | 民 





リタ リ を 持っ て ムウ 特 へ 。 


リク リ を 捕まえ ム ら 箱 に 乗 
る 。 右 か ら ム ゥ 箱 が 来 た ら 、 
右側 の フラ ム ゥ の 真下 、 赤 矢 
印 バ ネル の 上 で ジャ ンプ 。 吸 


月 jD し つつ ム ゥ 箱 に 乗 ろう 。 





2 体 目 の フラ ムウ を 吸収 
に つつ チリ 

フラ ム ゥ に な る の だ が 、 

3 まめ 。 


| ム ゥ と 同じ 高 さ に 来 た ら 、 リ 


クリ を 投げ て 吸収 する の み 。 


青い リク リ 涯 へ 移動 
2 価 自 の フラ ム ゥ に リク リ 





を 投げ た ら 、 あと は 青い リ ダ 


り 岩 へ 移動 。 リ クリ が 戻っ て 
くる 前 に 、 すばやく ム ら 箱 か 
ら 足 場 へ と 飛び 移 ろ う 。 


、 グリッ ツ を 政 収 ) 
赤い リク リ を 作る た め グ リ 
ッ ヅ を 吸収 する 際 は 、 ム ゥ 箱 





| に 乗っ て 移動 し つつ グリ ッ ツ 


の 目 の 前 へ 。 弾 に 注意 し つつ 、 
リク リ を 投げ つけ よう 。 





じ や まな ササ ルン が 


レバ リ レン る に の 









| エリ アト 銭 に いる ム ゥ を 悦 収 する に は 、 ササ ル 
ン が じゃ まだ 。 ム ウゥ が ササ ルン の 右 側 に 出る の を 
待ち 、 それ から リク リ を ぶつ け よ う 。 そし て 、 リ 
クリ が 戻っ て くる 前 に 通り ぬけ る 。 

次 は 、 右 か ら 2 本 目 の ロ ー プ の 下 か ら リク リ を 
涯 投げ る 。 フラ ム ゥ 9 を 吸収 し て いる 間 に ロ ー 天 
を 上 り 、 左上 の 足場 へ 移動 し よう 。 戻っ て きた リ 

クリ は 、 左 の フラ ム ゥ の 真 上 で の 2 段 ジ ャ ンプ に 
使用 する 。 そ の 隙 に ロー プ を つた い 、 急 いで 赤い 
リク リ 岩 の 足場 場 へ と 移動 する の だ 。 





『 ウ り が ササ ルン の 苦 仙 に 出 
る の を 待っ て 、 リク リ を 投げ 
る 。 恥 収 の 時 間 差 を 利用 し 、 
リク リ が 戻っ て くる 前 に ササ 
器 ルン の 右側 へ 移動 し よう 。 


、 右 の フラ ムウ を 吸収 / 
ロー ブ の 下 か ら 、 タ イミ ン 
グ を 計っ て リク リ を フラ ムッ ゥ 
へ 投げ る 。 同時 に ロー ー プ に つ 
* か まり 、 リク リ が 戻っ て くる 
| 前 に 左上 の 足場 へ 移る 。 


、 だ の フラ ムウ を 踊 収 / 


リク リ を 持っ て 左側 の フラ 
ム ゥ の 真 上 で 2 段 ジ ャ ン ブ 。 
その まま ロー ブ に つか まり 上 
へ ぐ 。 ジャ ンプ ボタ ン 連 打 
で 高速 移動 し よう 。 


i: 首 芋 の か けら 大 を 回 収 / 
見 の が し が ち だ が 、 表 い リ 
クリ 岩 に 隠さ れ た 夢 の か けら 
上 計 も 忘れ ず に 回 収 し た い 。 青色 
対 の リク リ を 作っ て 、 こ こま で 
| 持っ て こよ う 。 
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>Isat で 一 は へ 量 洲 Nuit@ ) 言 


ペー 
で う 








WORLD 5 


還 二 の パ スル 2 アクション 


。 ガ シッ の スピ ビニ ド 
貞 け な いよ うに 行動 


| です が に 拓 幸 まで 壮 っ た だ け あ り 、 計 邊 手 
の ガン ツ は 手 独 い 。 ぐず ぐす LC いあ と 。 す で に 
追い 越 され て し まう 。 と くに 、 エ リ ア C で の ダリ 





ーッ サ 戦 を 考え る と 、 ガ ン ツ よ りか な り 先行 し て お 
ゅ 。。 きた い 。 そ の た め に も 、 各 所 に 設置 され た 大 砲 を 
ー 使う の が 必須 と いっ て よい 。 大砲 を 見 か けた ら 、 
9 どん どん ム り を 投げ と も う 。 

へ 克 を 多用 し て 中 め 
人 この ビジ ョ ン は 、 パズル 要 


| 素 が 強い の で 、 仕 掛け を 解く 
1 請 の に 時 間 が か か る 。 そ の 時 間 
胃 を 稼ぐ た め に も 、 大 砲 を 積極 
| 的 に 利用 し て いき た い 。 


CTCTD 


も ちろ ん 砲 を 利用 する だ 
け で は な く 、 すばやい 行動 を 
心がけ る こと も 大 切 。 お むだ な 
手順 は で きる だ け 省 き 、 急い 
で 先 へ 進ん で いき た い 。 
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据え 置き スイ ッ チ 
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和み AEeAezyKA4ke た 
と 拉 1 り 唐人 に ププ VODU OOOUUL 
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ミー ドー ボー オー 3 








軍 


9 HRP あー と 
MC 


UN 





ア B の 中 毅 、 フラ ブッ ピ ィ が 出現 する 場所 
で 人 の ムッ 疲 を フラ ブッ ピ ィ で 放す 
ム ゥ 岩 を 壊せ ( ば 中 か ら 据え 置き スイ ッ チ が 出 て く 
あめ で 、 その 上 に フラ ブッ ピ ィ を 2 段 ジャ ンプ で 
セッ ト す る 。 こ うし て シャ ッ タ ー を 開け た ら 、 先 
へ と 進 も う 。 な お 、 フ ラブ ッ ピ ィ の 爆発 カウ ント 
は 10 と か な り 短い 。 そ の た め 、 据 え 置き スイ ッ チ 


に セッ ト し た ら 急 いで 右 へ 移動 し 、 メン ブッ ピロ ャ 
が 爆発 する 前 に に 。、 シャッター を くぐり ぬけ る よう 
に 注意 し よう 。 


急い で シャ ッ タ ー を くく る 














と に か く フ ラブ ッ ピ ィ の 爆 
発 カ ウン ト が 短い の で 、 据 え 
9 置き スイ ッ チ に 置い た ら す ぐ 
( に シャ ッ タ ー へ 向かう 。 爆発 
前 に シャ ッ タ ー を く ぐ ろ う 。 


2 Tr 8 委 
韻 PA た カー 


| 較 
H 
H 
H 
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本 量 。 全 肖 
時 吊 7 引 選 いた の Ye。 





















続い て エリ ア B の 最多 多く の 宝箱 が 設置 され 
て いる 地点 の 仕掛 け に つい て 説明 し よう 。 こ こ は 、 
と りあ え ず フラ ム ゥ を 使っ て 床 に 設置 され た すべ 
て の 宝箱 を 壌 す 。 そ れ か ら 、 フ ラム ゥ を 左側 の 1 
矢印 パネ ル へ 投げ よう 。 そ うす れ ば 、 矢 印 パネ ル 
に 誘 属さ れ た フラ ムウ ゥ が 、 夢 の か けら 大 の 入っ た 


宝箱 を 破壊 し て くれ る は ず だ 。 あ と は 、 ム り 釘 を 
右側 の 1 矢印 パネ ル に 投げ 、 その 上 に 乗る 。 これ 
を 使っ て 夢 の か けら 大 を 回 収 し た り 、 
口 へ 移動 し た りす る の だ 。 


エリ ア の 出 


ムウ 箱 を 矢印 バネ ル へ 

右側 の 1 矢印 パネ ル の 上 で 
8 段 ジャ ンプ し 、 ム ゥ 箱 を 矢 
喘 印 バネ ル の 流れ に 乗せ つつ 、 
を その 上 に 乗っ て 上 の 足場 へ と 
移動 レレ で いつ 。 
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ジ を 与え られ る 。 』 
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ca | 楓 の お も な 攻撃 M 
O ] O 
証 拓 革 し の 真下 な 者 の 
間 還 < ン に 飛ば し た り 、 直 接 て 突進 し て くる 。 講 ア 
し っ 当て た り し て 壊し て ャ ンプ る の [ 
くる 。 ム ゥ を 当て る 員 が 、2 段 ジャ ンプ や RUHOIRP2PiPHD3 二 ビ | 
ジ こと で 、 破 壊す る こ 。 バネ で 飛び 越え る の 「 議 較 の 5 B な 攻撃 ジ | 
う と は 可能 だ 。 四 が 細 散 だ ろう 。 ニニ ニニ ニニ ーーーーーー ジ | 
ーー dl 
ノ OMP _ ガレ ン ガ クー ツク の 攻撃 は 、 ラ ウン ド ど と に 異な - ムウ ロケ ッ ド ン 補 
「 の 旧 に フラ ムウ を 当て まう 。 「 4 い る 。 第 3 ラウ ンド の ビー ム 攻 撃 以 外 は どれ も 1 ダメ ム り 勧 ロ ケッ ト を hd 
ア 0 "た 。 SE 。 。 se 08 王 ー ジ だ が 、 長期 戦 に な る と こ ちら が 圧 圧倒 的 に 不利 。 発射 する 。 ロ ケッ ト ン | 
和 ダリ ッ サ は 、 較 点 で ある お 腹 に 3 回 攻撃 を 加え : し よう 。 床 に こい る 間 に ダ メー ジ を 与え る か 一 定 間 ガレ ン ガ クー ツク に 効 率 よ く ダ メー ジ を 与え て いく は クロ ノ 只 が いる 方 キ | 
ス れ ぼ 役 せ る 。 最初 は 天井 を 移動 し て いる の で 、 矢 | 間 が 経過 する と 、 英 は 天井 に 戻 り 、 ス ター ト 当初 た め に も 、 それ ぞ れ の 攻撃 内 容 を 5 頭 に し っ か り と 中 凍 IM  。 
印 パ ネル を 利用 し て 、 お 腹 を 目 が け て フラ ム ゥ を ! と 同じ じ よ うな 攻撃 を 繰り 出 じ し て くる 。 た だ し 。 加 きこ み 、 確 実に 対処 し て いき た い 。 0 昭 | 
投げ つけ る 攻撃 を 加え よう 。 : 初 と 違っ て 注意 が 必要 な の は 、 クモ の 巣 バ リア で 


ょ くせ つ や 


床 を 移動 し て いる 間 は 、 田 点 が 下向き に な る 。 | 直接 矢印 パネ ル を 破壊 し て くる こ と だ 。 な お 、 人 身 



















記 昌 0 こつ いて いる 





上 空 か ら 有 時 い よく 




















ー 度 攻撃 を ヒッ ド 全 せれ 送 転 し て 上 向き に な | 印 パ ネル が すべ て 破壊 され る と 、 ダ リッ サ は 再び 落下 し 、 押 し つぶ 箇 二 を 飛ば し て 攻 軸 
る の で 、 そ の と き に 着実 に ダメ ー ジ を 与え る よう : 床 に 降り て くる 。 うと する 。 攻撃 前 に する 。 事 攻撃 a 
落下 地点 に 次 告 マー 人 
ク が 出る の で 、 す ぐ わせ た 攻撃 バタ 計 
に 態勢 を 加え よう 。 が いく つか ある 。 








に ムウ ロー リン 




























| 左 石 に 移動 する 通常 の ジャ ンプ 中 上衣 2 デン ク 炊き く 開け た ] か ら 、 
ダリ ッ サ の 動き で 謀 点 の 真 上 上 * が 床 目 が け て 突進 し ビー ム を 発射 し て くる 。 
に 合わ せ 、 フ ラ で 飛び 、? 彼 有 で くる の が 、 政 撃 の これ を 受け る と ライ フ 
0 ャ ンプ で 攻撃 す 合図 。 地面 に 衝突 し が 2 つ 減 っ て し まう の 
人 | ル に 投げ る 。 こ る 。 横 か ら 投 ば 計ら ム の で 、 正 面 に と ど ま ら な 
和 中 の よう に を 皿 て 弱点 に ぶつ け ー リ ジ を 落と す 。 いよ う 注 意 す る こと 。 
人 則 攻撃 し よう 。 で も まい 。 


rosa 、 語 139 人 (人 介 介 
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KKLOINOA ⑳ 飲 RE AMP 7OWERAANEMY 


ガレ ン ガ クー ツク の 下 撃 バタ ー 2 ムウ ロケ 
ッ ト 発 射 … 歯 車 (大 ) 一 ムウ ロケ ッ ト 発 射 体 当 
た り X 2 。 こ れ の 繰り 返し だ 。 と くに 注意 が 必要 
な の は 、 体 当 た り だ ろう 。 ガ レン ガク ー ッ ク が 上 
空 に 移動 し た あと は 、 落 下地 点 に 警告 マー ク が 出 
る 。 こ れ を 見 て 、 攻 撃 を か わ そう 。 ' 
肝心 の こち ら の 攻撃 に は 、 ム ゥ ロケ ッ ト が 地面 
や 壁 に 当 た っ た 際 に 変化 する ムウ を 使い た い 。 ご 
れ を つか ん で ジャ ンプ し 、 ガ レン ガク ー ツ ク の 紀 
点 で ある 頭 へ 投げ つけ る の だ 。 


第 2 シワ ンド で の ガ レン ガク ー ツク の 攻撃 パタ 
ー ン は 、 ムッ ロケ サッ トー 歯車 (大 ) & 歯 車 ( 小 )ー ム 











< 

ウゥ ロケ ッ トー ムウ ロー リン ユー ムウ ロケ ッ トー ムウ 
の トリ テム ロー リ 
wm ン と いう 順 だ 。 歯車 攻撃 は 、 左右 の 画 端 に いれ 
cp ば 回 避 で きる 。 ムウ ロー Pe 
和光 ジ ガッ ー ツク か ら 遠 き ざ か る よう に 移動 すれ ば 
し | 簡単 に か わせ る 。 第 1 ラウ ンド と 同様 、 ム ウロ ケ 
ビ = ッ ト を か わし て ム ゥ を つか み 、 隙 を 見 つけ て 頭 部 
ョ に 攻撃 を 加え 、 敵 を さら に 表 ら せ て いこ う 。 

攻 

略 

症 

T 

レ 久 N、 2 ラウ ンド と は うっ て か わり 、 、 時 ラッ 
ャ ンド で は 足場 が 消え て し まう 。 空 中 に グミ が 浮い 
ス て お り 、 こ れ に つか まっ て ガレ ン ガ クー ツク と 戦 


うこ と に な る 。 さ ら に 、 ガ レン ガク ー ツ ク は 頭 だ 
け に な り 、 その 攻撃 は 口 か ら 発射 する ビー ム の み 
と な る 。 ガ レン ガク ー ツク が エリ ア 上 部 か ら 下 へ 


降り て きた ら 、 敵 の 攻撃 開始 の 合図 。 こ れ を 確認 
し た ら 、 す ぐに ガレ ン ガ クー ツク の 背後 へ 回 りこ 


み 、 ビ ー ム 攻 撃 を か わす よう に し よう 。 間 に 合い 


邊 ガレン ガク ー ツ 

人 ク 科 な o 自 
_ 分 は 下段 と 、 同 

。 じ ラ イン に 並ば 
な いよ うに すれ 

ば 、 ビ ー ム 攻撃 

を か わせ る 。 























か のち ロ ゲ ウ の ト IM。 基本 的 | 

ジャ ンプ で か わす 。 高い 位置 

へ 飛ん で きた 場合 に は 、 坦 M 

虹 て を くくる 。 ム ら に 変人 
| た と ころ を 捕まえ る の だ 。 


画 車 は 早め に ジャ ンプ 





床 を を 削り つつ 彰 き 後 か ら 必 職 
し て くる 歯車 は 、 移動 ス | 
| ド が 意外 に 速い 。 早め に 逐 
| ンプ し て 清 空 し 、 こ れ を 計 
| に が わし て いこ う 。 













細 車 は 園 面 端 で か わす 





ミ まず 歯車 (大 ) が 飛ん で 癌 | 
還 そこ か ら 歯 車 ( 小 ) が 分 本 し I 
攻撃 し て くる 。 この 攻撃 が 還 
た ら 、 左 右 ど ちら か の 画 間 開 
に 移動 し て や りす ご そう 。 


地面 に 突進 し た ら 離 れる 


ガレ ン ガ クー ツク が 地 間 | 
突進 し た ら 、 ム ゥ ロー リ 
攻撃 の 合図 。 ガレ ン ガ ググ 

: ク か ら 廷 ざか る よう に 輝け 
各 導 ムウ ロー リン を か わし て い 計 中 





そう に な けれ ば 、 英 と 同じ ライ ン に 並ば な いよ 


に 、 グ ミ を つか み 直 し て 上 下 い ずれ か の 空間 に 上 
急 避 難し よう 。 


Py 細 -) 


こち ら の 攻撃 方 法 は 、 エリ ア 中 央 に 出現 する 』 

yr で OR を 9> fr ィ コ 間 
ア の 上 部 を 左右 に 移動 し 始め た ら 、 攻 撃 の 

ィ ン ス E。 すか ぁ す 邊 を 近い で ェ ル ピル 人 
ッ ト で 捕まえ 、 2 段 ジャ ンプ し て 下 の ほ うか 人 


と つげ き 


突撃 する の だ 。 


エル ビル で 8 履 
ジャ ンプ し 文中 
| 方 向 を 調節 し 
ガレ ン ガ クウ ツ 
ク へ 容 撃 。 て 
よう に し て 用 
ー ジ を 与え 』 購 





















































































IKLONOA 人 RE cd4eP roeRAAREAT aa 


則 エル ビル を 捕まえ 
還 む 2 の とこ 所 立 / 以 ァ ョ ンス クジ ク ァ / 
で 2 角 ジ ャ ンプ し て フラ ム ゥ を 痛ま え 、 リア D の 後 \ は 2 段 ジャ ンプ で モン スタ ー 
上 の 坂道 に 飛び 移る 。 そし て 、 坂道 を 上 っ て エル : の いる 征 場 へ と > 燈 々 に 移っ て いく 。 1 回 の 2 段 ジ 


2 自 ジ ャ ンプ て 基 ya ビル を 捕まえ よう 。 そ の エル ビル を 、 坂道 の いち : ャ ンプ で 足場 へ 移 れる が 、 落 地 先 の 足場 に いる モ 
ウサ ルン を 飛び 越える | NB ば ん 上 、 右 端 の 壁 に ビッ タリ 密着 させ て か ら 2 段 : ンス ター が じゃ ま に な る こと も ある 。 そ ん な と き 


上 連続 ジ シャン の 妥 宮 C 


Ye)、】 グ p 呈 妥 全 に 足場 を 江 る 


。 エキ ス ド ラ ピジョン 

















NNN | 加 ジャ ンプ に 使 お う 。 こ うす れ ば 、 一 気 に エ リア 出 : は 、 そ の モン スタ ー を 捕まえ て 2 段 ジ ャ ンプ すれ 
REP ムッ を | | な 9 を 本 まん 、 足場 の いち ば ん 右端 に 立 人 口 の 足場 へ 上 れる の だ 。 タ イム は 遅く な る が 、 こ : ば よい 。 連 続 ジャ ンプ の 要領 だ 。 こ うす れ ば 、 よ 
使っ て の 2 段 ジャ ンプ が 必要 。 ムウ を 持っ て 左側 を gy 訪 ジ ャ ンズ さら に 、 上 の フラ ム 9 ゅ の や り 方 の ほう が か な り 簡 単 だ 。 | り 安 全 に 足場 を 渡っ て いけ る 。 
に いる ササ ルン の 足場 へ 乗っ た ら そこ か ら 2 段 : 捕まえ て 右上 の 足場 へ 。 ムウ を 使っ て の 2 段 | 
ジャ ンプ し 、 者 の 足場 へ 移る ろう 。 汗 地 す る と き | ンプ は 、 ジ ャ ンプ の 頂点 で 行う こと 。 また 、2 隊 じ ③ を. 
に は 、 サ サル ン に 当たら な いよ う 滞 空 する の は も | ジャ ンプ 後 は すぐ に フラ ム ゥ を 捕まえ 、 同 時 二 導 / mw し こ 9 PP 下 eri 人 
旨 M 十字 ボタ ン で 汗 地 点 を 調 3 全 す る な ど し て 、 段 ジ イー う 2 と すばやい 連続 ジャ ) 7 胃 尊 する 。 こう すれ ば 、 . エ リア の は 足場 に 届か な い の で 、 着地 
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ム ゥ を 持っ た まま 、 通 常 の ジ 


ぐ / 


足場 へ 上 が れ な いと 判断 し 放 



















ャ ンプ で ササ ルン を 飛び 越え ら 、 そ の 場 で 滞空 し よう 。 軒 ーー ee ジ 
02、 右上 の 足場 へ 2 段 ジ ャ ラム ゥ が 再び 次 元 の 穴 か 條 上 人 
ンプ する 。 足 場 に 着地 する 際 て くる の を 待ち 、 それ を 捕 革 1 W 
も 、 十 分 に 注意 する こと 。 えて 再 挑 戦 す れ ば よい 。 | al ! っ [ 
ee [ 本 了 上 
の か けら 11 個 ' 人 
ド 05 ka ジュッ ン ん 場 : に セ o 0 | 0 了 逢 隔 内 
ね ばっ て 、 次 の フラ ムウ に り 9 党 AN に に 旧 | | . 胃 
レー ャ 4 の マ 。 月 芝 0 ci 演 1 上 1 講和 
本 紀 1 章 旧 1 | 
0 人 7 
NM ! 昌 6 
OCT 中 人 ye 
e | (| 
リー MM em 5 層 介 り 5 が 
ROOMNYHRRHAMAE 1 着 1 
語 es AS に 1 





要 の か けら | 12(23) 個 
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ワム ウー フラ ムウ の 
連続 2 段 ジ ャ ンプ で 
メガ ササ ルン を 越え よう 。 


FR 
っ 





ey 


こみ で PS 
NG 


そつ ご 


Camts ) 條 肖 肖 


レ w 
品 に テ K 
よー Ki か 
人 y イリ 9 っ と 
Wu 9 p $ 
| 1 0 に まま まま 】 すす る や る る 9 まま 
Sd hw ン 


… @@ 


/ 
( ぅ ) 。 
旬 TLS_ や 
MS 
EE が ン 
1) 
KC 
に 





9 区 革 多 過 織 
9 NN 基 や Yi みい ペデ の 
0 





お 
NO 


N の 〇 OS 1 入 サ ョ ヨル XX ョ 


ベベ 


[て MI7>! せ 日 震 


+ 


ANIANH 当 一 へ へ 避 対 Nm 


eo 


IKLONOA REA AAP 700RNAMNENT 
2 


WORLD 2 


に こん ラン ー レン 


訪問 


に いら 湯 電 E 鹿 ーーー 





宝箱 の 中 か ら 出 て くる ム ゥ 箱 の 上 に 乗り 、 ジ ャ 
し て ム ゥ 箱 を 右 へ 投げ る 。 す る と 、 投 げ ら れ 
た ム ゥ ゅ 箱 は 、 赤 矢印 パネ ル の 間 で キャ ッ チ ボー ル 


状態 に な る 。 次 に 、 も う ひ と つの ム ゅ 箱 を 持ち 、 
矢印 パネ ル 間 を 往復 し て いる ム ゥ 箱 に 乗 ろ う 。 そ 






ム ゥ 逢 を 横 か ら 投げ 、」 請 
の 矢印 パネ ル 間 で 往復 
足場 作る 。 そ の 和 足場 に 還 條 
隣 の 矢印 バネ ル に ム ゥ 箱 旨 
げ 、 さ ら に 足場 を 作る 。 


の ム ゥ 箱 の 上 か ら 、 隣 の 赤 矢 印 パ ネル ヘム ウ 箱 を ( プラ ム ゥ で 連続 ジャ ン ラ 
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CE 








投げ る の だ 。 そ の 後 、 さ ら に 右側 の ム ゥ 箱 の 上 へ 
移動 し 、 振 り 返 っ て 左側 の ム ゥ 箱 を つか む 。 こ の 


ムウ 箱 を 前 と 同じ 要領 で 投げ 、 右 隣 の 赤 矢印 パネ 
ル 間 で 往復 させ よう 。 


最後 は 、 ム ウゥ 箱 の 上 か 島 較 
ャ ンプ し て フラ ム ゥ を 捕 主 時 
る 。 こ れ を 使っ て 2 段 W 較 
ブ で 飛び 、 さ ら に 右 の フ 購 
ゥ を 捕まえ て 2 段 ジ ャ ンズ 
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ID 





ge 。 ムッ 村人 に 
ある 宝箱 を 壊 そう 。 こ こ で 一 - 度 エリ ア B へ 戻り 、 
フラ ム ゥ を 捕まえ て くる 。 それ か ら エ リア C に 入 
り 、 植木 鉢 を 足場 の 右端 汗 へ 押す 。 そこ と に フラ ムウ 
を 植え 、 エ ルビ ル で 2 段 ジャ ンプ 。 上 昇 中 、 西木: 
鉢 の 上 で 隊 い て いる フラ ム ゥ を 捕まえ て 2 段 ジャ 
ンプ し 、 ブロ ッ ク の 上 へ 上 が る る 。 これ で 、 エリ ア 

上 部 へ と 移動 で きる 。 あと は 、 カ ギ を 取っ て 次 の 
エリ ア へ 向かえ ば よい 。 


. 植木 価 を 右端 に セッ 


“ エリ ア B で 捕まえ て きた フ 
呈 ラム ハウ を 持っ た まま 、 植木 殺 
を 足場 の 右端 まで 押す 。 そ こ 
昌 間 店 隊 良 に フラ ムウ を 植え 、 そ ば に い 
中 識 半 計 語 5 由 の エル ビル を 捕まえ よう 。 





、 土 昇 中 に プラ ムウ を つか む / 

ジャ ンプ の 頂点 で 2 段 ジ ャ 
ンプ し 、 一 気 に 大 ジャ ンプ 。 
上 昇 中 、 咲い て いる フラ ムッ ゥ 
| を 捕まえ て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 
』 右上 の ブロ ッ ク へ 上 が る 。 





計 >N 5 v 円 ーー っ 








、 連 線 ジ ャ ンプ で 上 へ / 


上 フラ ム ら ゥ を 使い 、 連 続 ジャ 
剛 宰 ンプ し て 右上 の カギ を 取る 。 

詳 下 に ある ブロ ッ ク が 足場 に な 
る の で 、 連続 ジャ ンプ に 失敗 
も て も プ ォ ロー が きく 。 


あか, 


赤 矢 妥 パ ネル 凍 で 天 便 す る ム ら 欠 に 東 り 、 ま 


し 


は エリ ア 右 上 の 足場 へ 移る 。 も の 34 栓 に 
10MNSI8、 ロロ ノ プア が 足場 に つか えて ム ゥ 箱 の 
動き が 止ま る も 。 そ うな ら な いよ うに 、 ム ゥ 箱 に 乗 
っ て 移動 し つつ 、 エ リア 右上 に ある 小さ な 足場 が 
見 えた ら ジ ャ ンプ で 乗 ろう 。 そこ で 待っ て いる と 
ムウ 針 が 有 か ら 移 動 し て くる の で 、 再び これ に 乗 
大 上 の 足場 へ 移る 


ムウ 親 の 動き を 止め な いよ 
うに 、 小 さ な 足 場 が 見 えて き 
た ら ジ ャ ンプ で 飛び 乗る 。 そ 
0 MG こ か ら も う 一 段 上 が り 、 ムウ 
蘭 隊 萌 8 本 表 福 が や っ て くる まで 待機 。 
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村木 祭 に ムッ を 答え 、 いっ た ん エリ ア E 


、 移動 。 エリ ア E に 移っ た ら 、 赤 矢 印 パネ ル 間 を 本 
動 し て いる ム ゥ 箱 を つか ん で 下 の 宝 箱 を 壊す 。 還 
こ か ら 、 エリ ア D へ 戻 ろう 。 す る と 、 ェ リ ア D の 
| 植木 鉢 を 左側 か ら 押 せる 。 の 
へ 押し 、 そこ に ムウ を 植え れ ば 、 伸び た 茎 を つ 
っ て カギ が 取れ る の だ 。 

ムウ を 乗せ た 植木 鉢 を 左 か ら 押 し て いけ ば 、』 
リア 右 下 の 宝 箱 を 壊せ る 。 ム ウ は 、 右 の 足場 へ 
ん で か ら 捕 まえ 、 宝箱 に 投げ つけ よう 。 


左側 か ら 植木 鉢 を 押す 


エリ ア E か ら 通 路 ④ を 通明 
て エリ アロ へ 戻れ ば 、 植 洲 芋 
KN を 左側 か ら 押 せる よう に が 赤 
問 柚木 鉢 を 右端 まで 運び 、 を | 
に ム ゥ を 植え よう 。 








2 設 ジ ャ ンプ で 足場 へ 

植木 鉢 か ら 伸び た 茎 を 邊 
て いけ ば 、 カ ギ は も う 国 前 
り 咲い て いる ムウ ゥ を つか ん で 
男 段 ジャ ンプ に 利用 し 、 カ 準 の 
| 足場 へ 飛び 移る の だ 。 


、 下 の 室 条 を す 





通路 ② か ら エ リア D に 購 
た ら 、 すばやく 植木 鉢 の も 』 
へ 。 す る と 、 ム ゥ が 植木 錬 ⑳ 

上 に 乗っ て いる の で 、 この 間 
に 植木 鉢 を 右 へ 押し て いく 。 









っ て 左 へ 移動 する 。 

その うち 、 ブ ロッ ク が 見 える の で 、 こ れ に 飛び 
乗 ろう 。 ブ ロッ ク の 大 き さ を 切り か える スイ ッ チ 
は 、 赤 矢印 パネ ル で 移動 する ム ゥ 箱 が 自動 的 に 押 
し て くれ る 。 ブ ロッ ク の 大 き さ が 入れ か わる タイ 
ミン グ を 見 は か らい 、 次 の ブロ ッ ク が 拡大 し た と 
き に ジャ ンプ で 鐘 り 移 ろ う 。 


タイ ミ 凍 芝 カン 


移動 する ム ゥ 箱 が 、 が 9 
】 に スイ ッ チ を 切り か えて くれ 
| る 。 ブ ロッ ク に 乗っ た まま 内 
| き さ が 切り か わる の を 待 ぢ 、 
呈 タイ ミン グ よ く 飛 び 移 ろう 。 











ーー 軸 バン レン 
の D か ら 持 っ て きた フラ ムウ で 宇 穫 を 入 、 

通路 か ら エリ ア B へ 向かう 。 そこ で 、 捕 まえ 
He の に A の 赤 矢 印 パネ ル へ 投げ よう 。 
ぞ で れれ が 9 ゆ 、 エリ ア A の エル ビル で 2 段 ジャ ンプ 。 
ジャ ンプ の 頂点 で 滞空 し 、 ここ で 赤 矢 印 パネ ル 間 
に 仕掛 け て お いた エル ビル を つか み 、 さら 【 に 上 へ 


上 が る 。 その 後 、 フラ ム ゥ で 連続 ジャ ンプ し て 一 
方 通行 へ 。 一 方 通行 を 通過 し な い ギ リ ギ リ の 位置 
か ら 、 シ ョ ッ ト で スイ ッ チ ③ を 押す 。 こ れ で 、 上 


へ 進め る よう に な る 。 


エル ビル を 矢印 パネ ル へ , 
より 高く ジャ ンプ する た め 
に 、 エル ビル を 1 体 赤 矢 印 パ 
ネル 間 で キャ ッ チ ボー ル さ せ 
で わく 。 空中 の 高い 位置 で つ 
H か まえ 、 う まく 利用 し よう 。 








エル ピル で 連続 ジャ ンプ 

エリ ア A の エル ビル で 2 彼 
』 ジャ ンプ し た あと 、 ジグ ヤジ ンプ 
の 頂点 で 滞空 する 。 仕 掛け た 
エル ビル を うま く 捕まえ 、2 
彼 ジ ャ ンプ で さら に 上 へ 。 


ショッ ト で スイ ツチ を 押す 

スイ ッ チ ③ は 、 一 方 通行 か 
ら シ ョ ッ ト で 切り か えよ う 。 
一 方 通行 を 通り ぬけ て し まわ 
な いよ う 、 ぎ り ぎ り ま で 近 寄 
っ て ショ ッ ト を 放 と う 。 











エリ E の 靖 の か けら 和 天 を 取る た め に は 、 月 の 
か けら 5 を すべ て 集め な いこ と 。 と いう の も 、 り 
ア A か ら エ リア E へ 移動 する に は 、 月 の 扉 の 上 に 
乗っ て ジャ ンプ する 必要 が ある の だ 。 
エリ ア E へ の 移動 後 、 植 木 鉢 を 落と し て フラ ム 
ゥ を 植え 、 上 に 上 が れ ば アイ テム を 取れ る 。 


ら 


月 の か けら を 3 つ 集 め て いな 
粒 較 けれ ば 、 月 の 扉 の 上 に 乗れ る 。 
』 これ を 利用 し て 、 エ リア A か 
|』 ら エ リア E へ と 移動 し 、 夢 の 
か けら 大 を 取 ろ う 。 
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則 p 陸 / 7 ョ ウッ ク が 大 きく な っ て か ら 











ORED に 】 


キス トラ ピジョン | | 二 ザー 





pa ム ゥ で 4 ギン ルン クン ん ルル っ 】 
プロ ッ ク の 基き を 舞 作 する スイ ッ チ ④ は 、 生 


還 だ ネル 間 を 人 E 復 する ム ゥ 箱 に よっ て 切り か わる 。 
だ まず ジャ ンプ で ムウ を 捕まえ 、 ブ ロッ ク 
2 きく な る まで 笛 と う 。 フロ ッ ク 大 きく を っ 


、 初 め は ジャ ンプ で 飛び 乗 り 、 その あと 、 持 


に 問い | すばやく プロ ッ ク を 


員 且 DPr4 Co と ) uuia 連続 ジャ ンプ する 


1 、 挟 色 バ ネル 前 で キャ ッ チ ボー 


| ヽ エ リア ァ B | 隊 と 3 リ A と 2」 ル コト JP 


ーー 





た か ら ば こ 


前 く に いる ム ヶ で 第 を 境 し て お ぉ く 。 そ れ か 
誰が 和 赤 矢印 パネ ル 間 を 往 復 さ せ 
、 よう 。 ム り 箱 に 乗っ て 有 有 へ 移動 し た ら ら 、 ブ ロッ ク 
NN の 上 へ 飛び 移る 。 ここ で 手間 どる と 、 ブロ ッ ク の 
大 きき が 入れ か わり 、 トゲ の 床 に 落ち て し まう 。 
すばやく 上 の ムウ を 捕まえ て 2 段 ジャ ンプ し 、 夫 


ル 状 能 


あか や お うふ く | っ て いる ム ら を ? ジ シャシ プ に 区 あう 。 ー 気 に 次 
の ブロ ッ ク へ と 飛び 移る の だ 。 


に ずる 。 それ を 再度 つか み 、 2 段 ジ ャ ンプ で 上 の 
足場 へ 進む 。 具体 的 に は 、 ます 左側 の 1 矢印 パ 還 
ル の 上 で 2 段 ジャ ンプ し 、 右 へ 移動 する 。 ジン ャ 証 
プ 中 に 滞空 し な が ら 左 を 向き 、 ム ゥ を つか み 直 し 
て 再度 2 段 ジ ャ ンプ 。 と の 0 アウラ ョ ン で 、 エ MM 






介 | ^ ウ で 2 段 ジャ 






ンプ し た ら 浦 空 
の 7 ロッ クト と 少 ろ う 。 由 品 の 走 場 場 へ 向かう の だ 。 | し 次 の 志 電 が 
大 きく な る まで 
(で ( (②③ 待つ 。 それから 
左側 の ブロ ッ ク に 乗っ た ら 、 安全 に いく な ら 、 あ ら か は 秋 n フロ ッ ク に 東 る 
方 法 が 安全 。 


すぐ に ジャ ンプ し て ム ゥ を つ 
か お 。 足下 の ブロ ッ ク が 切り 
か わっ た ら 2 段 ジャ ンプ し 、 
| 次 の ブロ ッ ク へ 移る の だ 。 


2 体 の ム ゥ を 矢印 パネ ル 間 半 
それ ぞ れ キャ ッ チ ボー ル 准 革 
に し て お き 、 こ れ を 使っ で 財 
m 続 ジ ャ ンプ し て も よい 。 










エリ ア A か ら 
ムウ を 持つ て くる の を 
忘れ な いよ うに し よう 。 






時 







 - 
9 





人 
wsMADINDIUMDMMAIUDUIUAUOUUMOUMUAOANMUAD い 


夢 の か けら 人 


で ももこ か ンー の で テッ です ママ マー た こさ て アー 






エリ ア D 


プー テー いい 琶 族 ViKNI プ UIH ボ 人 


人 


3 に の た: 
CX S 0 3 
り 
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ee 


5 
流 











エリ ア E 


夢 の か けら る (30) 個 


フラ ムウ を つか ん だ まま 
1 ジャ ンプ で 
上 へ 上 が ろう 。 


由 RWD07OER9992 
























Oo 
| 2 段 ジ シャ ンプ ! 


記 還 = ル の 部 屋 へ 入る に は 、 その 手前 に ある 3 つ 。 
の スイ ッ チ を 連続 で 押し 、 に ッ 多 二 を 開け る 
要 が ある 。 ム ゥ を 持っ て 矢印 パネ ル の 上 で 2 設 
ャ ンプ し 、 導入 の スイ ッ チ 2 つ を 控 そ う 。 


じょう し ょ うち ゃ う 


両側 の スイ ッ チ の 間 か ら 2 自 ジ ャ ンプ し 、 本 
に 上 2 つの スイ ッ チ 、 下降 中 に 下 の ス イッ チ を 押 
す と いう 方 法 で も か ま わな い 。 


。 矢 即 / ネル の | 
で 2 設 ジ ャ ンプ 
が 左側 の スイ ン 

チ を 押す の で 、 
自分 は 右側 の ス 

イッ チ を 押す 。 


コリ ルッ リタ ルフ) 8(16) 個 











エリ ア B 







ol 






プ >!ー ヘ テー 寺 り いい 選 諸 じ umNTCMI ケ 2 H 倫 





則 * ム ゥ バイ レー ー ツ の 出現 
地点 に 夢 の か けら 小 x ] 













スイ ッ チ ⑤(⑦ の 


























NRNP で で ペー 





eo 


ES 到 守 





オッ ウル dy』 つ ) 5(20) 偶 


2 天 還 リネ ル で 移動 させ 


続 ジャ ンプ 4G 上 の 足場 へ 
本 2 では 、 ム ゥ を 笑 印 パネ ル へ 投げ 、 そ の 隙 に 








仙 際 つか 
































する 。 そ うし て @ 段 ジ ャ ンプ 
すれ ば 、 天井 の トゲ で ダメ ー 
ジ を 受け ず に すむ の だ 。 


ンプ 。 リ クリ を フラ ム ゥ 同調 
て た ら 、 2 股 ジ ャ ンプ の 瞳 
中 に 次 の グミ を つか も う 。 









N 


頂点 で ムウ を つか む - 


グミ を つか ん だ ら す ぐに ジ 
ャ ンプ し 、 矢印 パネ ル に よっ 
て 誘導 され て きた ムウ を つか 


ジグ 





BU 0 ] グミ で ジャ ンプ 。 さ に 、 鬼 げた ム う を 捕まえ て 
上 | E 末 の トゲ に 注意 し て ( レ | アラ あッ を 吸収 し な が ら 2 段 ジ ャ ンプ と いう 流れ で 進 も う 。 
| 連続 ジャ ンプ する レア : ト 還 空 中 を 移動 する 貞 ず 、 ム 9 を 横 の 矢印 パネ ル に 投げ 、 すぐ に ダ 
ee 1 PR 舞 … ei PP 隊 ミ を つか む 。 次 に 、 グ ミ に つか まる と 同時 に ジャ 
道 の 鐘 く な る 汗 は 、 ジャ ンプ の 上 昇 中 に フラ ほ ジャ シンプ か ら の 下降 中 に リク リ で 2 段 ジャ ンプ ッ プ し 。 昼 ん で きた ム り を 捕まえ る 。 還っ る 
ムウ を つか お と 、 ほぼ 間 違 違い な く 天 井 の ト ゲ に フ : し 、 フラ ム ゥ を 吸収 する 。 吸収 中 に グミ に つか 加 の ム ゥ で すばやく 2 邊 ジ ャ ンプ し 、 上 の 足場 へ 。 
ラム ウゥ が 当たっ て し まう 。 フ ラム ウゥ は ジャ ンプ の | り 、 リ クリ が 戻っ て くる 少し 前 に グミ か ら ジ ャ 許 重要 な の は 、 グミ か ら 飛 ん だ あと に ジャ ンプ の 借 
。。 下降 中 に つか み 、 床 の トゲ に 当たる 寸前 まで 落下 : プ 、 再度 フラ ムウ を 吸収 する 。 こ の 線 り 返 し で の 章介 る あら FRP 
し し が 8、 2 段 ジャ ンプ する と よい だ ろう 。 ジ ャ | PO と の 距離 が 長い の で 早め に ジャ NF ON 
っ ンプ の タイ ミン グ を 調節 する こと は も ちろ ん 、 滞 空 ンプ し 、 清 空 で 飛 距 離 を 伸ばし て か ら 、 リ クリ EE es ER 
も フル に 活用 し て 進み た い 。 ? 科 ジャ ンプ し よう 。 ムウ を 投げ グミ に つか まる / 
あ ム ゥ を 捕まえ 、 横 の 矢印 パ 
③ ③ ネル へ 投げ る 。 同 時 に 、 上 の 
そ フラ ム ゥ を 捕まえ た ら 、 床 の グミ か ら ジ ャ ンプ し 、 下 障 中 志 順 へ 上 が りす ば や く グ ミ を 
MM トゲ に 当たる 寸前 まで 落下 し に フラ ム ゥ の 真 上 で 6 段 斉 つか お 。 こ れ を いか が に す は や 
の く で きる か が 重要 と な る 。 
/ 











uzXHRH 介 ) 語 - N OiS1A Y マ 8 せよ は X ョ 








1 お 。 ジ ャ ンプ 後 は 、 上 の 足場 

工 に 上 京 つ か ら な いよ うに 注意 。 

| [ EE 

2 段 ジャ ンプ で 上 へ 

ビ 飛ん で きた ム ゥ を 捕まえ 、 

ヨ 間髪 を た 入れ ず に 2 段 ジャ ンプ 
の し て 上 の 足場 へ 。 一 連 の 動き ラ 
を いか に すばやく で きる か が 、 半 牙 
4 軸 成 知 の カギ を 握っ て いる 。 了 
ズ は 5(15) 個 1 ヌス 
リ 6 ド リ 
開 販 | 
ト し 。 衣 。 抽 昌 LE ト 





0 に 0 これ > ー まま すす あー まる ミ 


ーー 








KLONOA 2 RA Ap 7oweeAmger 


リク リ を 真下 に 落 と レ 


ト その 隠 に 連続 ジ シャンプ! 
5 商人 を を 大 に 利和 モン ス 
"を 使っ た 2 段 ジャ ンプ で 次 々 に 足場 を 上 っ て 
いこ う 。 要 は 、 リク リ を 2 段 ジ ャ ンプ で 真下 に い 
る モン スタ ー に 落と し 、 そ の 隙 に 別 の モン スタ ー 
を 捕まえ て 連続 ジャ ンプ 。 こ の 動作 を 繰り 返す の 
だ 。 か な り 長 い 距 離 を 移動 する こと に な る の で 、 
R ボタ ン で の 画面 スク ロー ル や 左 の マッ プ を 見 て 、 
進行 ルー ト や エリ フ ア 内 の 地形 、 そ し て 各 モ ンス タ 


ー の 配置 な ど を 、 し っ か り チ ェ ッ ク し て か ら 挑 戦 
し よう 。 






た ラリ ケッ ゴ ュ ミク ュ 

リク リ を 捕まえ 、 矢 印 剛 
ル の 真 上 で 2 段 ジ ャ ンプ 。 イ 
の まま 右 の エル ビル を 捕 ま 
て 2 段 ジ ャ ンプ し 、 右上 の 上 
| 場 へ と 一 気 に 上 算 し よう 。 


| 晶 フラ ムウ を 吸収 し つつ 上 へ 


リク リ を 持っ た まま フラ ム 
ウゥ の 上 で ? 段 ジ ャ ンプ し 、 イ 
の まま 左 の グミ に つか まる 
その 後 、 す ぐに ジャ ンプ し で 
エル ビル を 捕まえ る の だ 。 


< 時 足場 を よ け て 上 昇 し よう 


エル ビル で 由 段 ジ ャ ンプ し 
た 直後 、 や や 左 に 進路 変更 す 
れ ば 、 上 の 足場 に 記 つ か ら ず 
N に 上 昇 で きる 。 こう し て 、 い 

ちば ん 上 の 足場 へ 進 も う 。 






へ 


テー ベ XN は ヽ 最 締 vuwrvul7XuHH 介 沼 N O 1S1A VaLXa 
和 E- ほ ! 








| 味 お 返っ て くる ムウ で 
靖 紳 続 2 段 ジ ャ ンプ フ ! 


を 矢印 パネ ル に 攻 げ 史 ね 返っ て きた と こ 


2 て 2 設 シ ャ ンズ 用 ゴー ル の 足 
場 を めざす 。 2 彼 ジ ャ ンプ 後 は 有 に 移動 し つつ 
滞空 し 、 振 り 返 っ て 矢印 パネ ル で 跳ね 返っ て くる 
ムウ を キャ ッ チ 。 つか ん だ ムウ ゥ で さら に 2 段 ジャ 


ンプ し 、 徐 々 に 上 へ 移動 し て いこ う 。 











2 破 ジ ャ ンプ で 上 に 移動 

ムウ で の 2 自 ジ ャ ンプ 後 、 ま 
ず は 右 へ 移動 。 滞空 し つつ 所 
り 返 り 、 跳 ね 返っ て きた と ど 
人 ろ で すばやく キャ ッ チ する 。 
較 確 な 操作 で 乗り きろ う 。 





se) 


ーー 


放 6 
の 

人 8 
0 

(ES 

が ン 3 

了 

洒 

NN 
の 

前 

了 

枯 細 

紀 | 2 
NN 
NG 


ぶっ 得 ま 生 写 も 


woRip らち 
RI 


先 の 地形 を よく 
ナ ェ ッ ク し て か ら 、 
アク ショ ン 開 始 ! 


リル リタ ルウ 


3(11) 個 





癌 位置 の ワ お ウ を 
何 度 出現 さ 蘭 よう 


な ge っ みん で 2 諸 ジ ャ ンプ し 、 
上 の 足場 へ 上 上 ろう 。 も し く は 、 他 の ム 


ッ ゥ で 2 段 ジ ャ ンプ し 、 下 の ワム ゥ を 攻撃 
し つつ 足場 に 上 が っ て も よい 。 高 い 位置 


いし ゅ つげ ん 


に 出現 する ワム ゥ を 再 出現 させ る こと 
が 、 攻 略 の ポイ ント と な る 。 右 上 の 足 
場 に 乗っ た ら 左 を 向き 、 次 元 の 穴 か ら 
新た に 出現 し た ワム ゥ を 捕まえ る 。 こ 
れ を 2 段 ジ ャ ンプ に 利用 すれ ば 、 ロ ー 


プ に つか まる こと が で きる | 





ワム ら で 2 彼 ジ ャ ンプ し 、 知 上 の 時 場 へ 。 ぞ 
の 後 、 新 た に 出現 し た ワム ゥ を 捕まえ よう 。 


NOISIA VHLX ヨ 


げ 





Js で は へ 午 呈 KuitulyXHRH 介 后 


ーー 
wa 








KLONOA の REA cgAMp 7oggMAAtEN7 


矢印 ハネ ル 才 利用 LC 


| 2 段 シャ ンマ リル カウ を 





_ 陣 の か けら 


| 3(④) 個 


少し あつ 左上 へ 移動 


衣 ん だ 衝角 パネ ル を 倍 い 、 ムウ を 移動 させ 
な が ら 連 続 ジ ジャ ンプ し て いく 。 ムウ を 捕まえ た ら 、 


ます 右端 半 の 矢印 パネ ル の 上 で 2 段 ジ ャ ンプ し よう 。 
その 後 、 左 へ 移動 し つつ 滞空 し 、 矢印 パネ ル で 率 


| カウ ルイ レー ツ へ 投げ る 


エリ ァ A と 同様 、 こ こ で も 各種 の 
ウゥ が 足場 の 上 を 往 往復 し て いる 。 上 の 目 
ー プ に つか まる 方 法 は いく つか ある が 


で 人 。 確実 な も の を 紹介 し よう 。 き 












夢 の か けら 
8(22) 個 





は 








Ws 
































時 振り 返ら で キャ ッ チ 
足場 に 乗っ た ら 、 振 り 返 っ 
て フラ ムウ ゥ を キャ ッ チ 。 で れれ 


OFESEM: 





の REN だ の 


間 | 
MI 虹 0 れ は 、 ワム ウゥ を つか み 、 2 彼 ジ ャ ンプ 「 ね 返っ て きた ムウ を キャ ッ チ 。 これ を 繰り 返し て 、 
い sa 衣 虹 。 で ム ゥ パイ レー ツ に ぶつ けつ つ 上 昇 す る 少し ずつ 左上 へ 移動 する の だ 。 左上 の 足場 か ら 口 
蘭 | 介 こと だ 。 上 昇 後 は 、 ム ゥ パイ レー ツ 肌 『 ー プ に つか まる 際 に も ム ゥ が 必要 に な る の で 、 忘 
Q ワム ゥ が 次 元 の 穴 か ら 新た に 出現 する | れず に 捕まえ て お こう 。 
| | っ と こ ン ァ uu の を | / Ao で 2 箕 ジ ャ ンプ 
胡 1 ou VA の Eo 1 ム ゥ を 捕まえ 、 矢 印 パネ ル 
| Va 5 の 上 で 2 彼 ジ ャ ンプ し な が ら 
暫 )( # 』 動 し つつ 、 ee 
NN SN 是 万 の ムウ を 捕まえ よう 。 
人 
記 


こく 
っ ーー や の ー い ーー コー の ーー ロー ニー ツー 1 た う : なー この ロー ロー ペー ウー ロー51 こ ロー ロ ーー ロー ロー ペー ドー 


ee 


を 2 段 ジ ャ ンプ に 使っ て 上 の 
W 間 ロー プ へ つか まれ ば 、 次 の エ 
リア へ と 進む こと が で きる 。 






N O 1S IA "SB は Xa 







靖 ま えた ワム ら を 、 2 彼 * ジャ ンプ で ム っ ゥ / 開 
レー ツ に ぶつ けつ つ 上 昇 し て いく 。 





上 SN KK 
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2 SS ンー 





1 
で ーー 。 き 
) 己 め 






oN エリ ア E | 捕まえ だ 瞬間 に 
人 MM の うる 没 り よう 


ee \ 












敵 和 き 
ト 。 1 
ゅ 中 
組 細 P ・) 
物 
し 
7) 
9 
テス 
ン ム 、、 
結 
NN 
2 
ス 
お 
プ 
ビ 


す 


>IS さ せ で ー 叶 ヽ 選 対 VN 








FMontel 剛 bk 

それ ぞ れ の ム ゥ の 出現 位置 を 考え る と 、 ム ゥ を 
横 に 投げ て 宝箱 を 壊す 場合 捕まえ た 騰 間 に 投げ 
た い 。 いっ ぽう 、 矢印 パネ ル を 使っ て 宝箱 を 壊す 
場合 は 、 2 段 ジャ ンプ 後 す ぐに 隣 の ロー プ に 移り 、 
跳ね 返っ て きた ムウ ゥ を か わし た い 。 


( つか む ど 同時 に 投げ る | 


ジャ ンプ し て ロー ー ブ か ら 隊 | 
れ 、 ム ウゥ を つか ん で すぐ 横 へ | 
投げ る 。 ム ゥ を 横 に 投げ て 宝 | 
『 親 を 壊す に は 、 この よう な す | 
ば や い 操 作 が 必要 に な る 。 
| 


FE 





> させ で 一 叶い 対 NuNiIKNI7 包 芋 昌 等 


ュー 
で 
*ー 
で s 


和 才 で きた ム 9 を か わす 、 





g 段 ジャ ンプ で 矢印 ) 【 ネ ル 





に 投げ た あ と は 、 跳ね 返 er 

儀 | くる ム ゥ の じゃ ま に な ら な い 

横 議 よう に 、 す ば や く 隣 の ロー ブ 
| へ 移る こ 5 と が 重要 だ 。 
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CNOISIA alXa 


ーU,9r で 半 局 古人 y 個 贅 い MI の O 島 








- 贅 ワー + ィ ルド の VS. 固 当 と ン と 、 エ キス トラ ビジ ョ 
ン の JUNA8 5 で は 、 タイ ム ア タッ ク に 挑戦 する 
こと が で きる 。 こ と こ で は 、 .S ラン ク を 取得 し た う 
え で 出し た ナム コ の 開発 担当 者 の 最 速 タ イム と 、 
その 担当 者 か ら の 攻略 アド バイ ス を 掲載 し て いる 。 

これ ら を 参考 に し て 、 達 人 技 の S ラン ク 最 速 ク 
リア に 、 あ な た も ぜひ 挑戦 し て みよ う 。 


WORLD 
ルル メメ 





ら 9228 


アド バイ ス by T.T 


エリ ア A で は 、 ムウ を 常に 手もと に 確保 し て お こ 


う 。 エリ ア C は 、 4 彼 木 箱 前 の フラ ム ゥ の 使い 方 に : 


工夫 が 必要 だ 。 cg ジ / ト は 、 着地 し な いこ と 。 





VS。 ジ ョ ー カ ー MA 


らら 。 は 道 な り に 進む だ け 。 
まず は 、 夢 の か けら の 配置 を 発 人 に 詩 に 叩き こも OZBCE の 0 
う 。 エリ ア A の 2 番 自 の 襲 の か けら は 、 と くに 忘れ : 


や すい の で 科す る 共 こら 
ビン ゴビ ン ゴ 戦 で は 、 持っ て いる ム ゥ を 落ち て く 


こ 壊 さ こ 気 。 如 | 
る ム ゥ に 壊さ れ な いよ うに 気 を つけ よう 。 少し 離れ | エー 弾 は 飛ん で こない の で 注意 。 そ の 後 、 表 の 


| か けら 小 を 3 つ 取 っ て 右 の ロー ー プ 手前 まで 降り る と 、 


146:86 ) : 


: 要求 され る スピ ー ド は シビ ア だ が 、 


て 戦う と 、 比較 的 安全 だ ろう 。 








YS. コ メロ スィ 三 5 軒 癌 
アド バイ ス by MO 





を 5 ば こ 


よく 回 っ て いこ う 。 た だ し 、 特殊 カギ が 出る か どう 
が は 、 ラン ダム で 運 し だ い 。 各 エ リア の 宝箱 に は 、 


夢 の か けら 大 も 必ず 1 個 入 っ て いる の で 、 両 方 を 取 : 


る まで は 先 へ 行 行 が な いこ と 。 

@ エ リア A の 最初 は 、 上 に 向かう の が お すす め 。 出 
口 下 の 宝箱 破壊 に は 、 手間 が か か る の だ 。 こ こ に ア 
イ テ ム が 入っ て いた ら 、 運 が 悪い と 考え よう 。 
エリ ア 日 も 上 へ 。 入口 付近 下 に 宝箱 が あれ ば 、 ke 


ミ に つか まっ た と き に 見 える の で 、 あ と で 壊 そう 。 見 : 
ブッ ピ ィ は 92 段 : 
ジャ ンプ で 上 る つい で に 、 ム ゥ 岩 の 手前 に セッ ト し : 


えな けれ ば 、 その まま 前 進 。 また 、 プ 


KWPBX ど 2598 


@ エ リア C は 、 い くつ か の 部 屋 に 分 か れ て いる 。 上 : 
の 部 屋 か ら 回 り 、 中 央 付近 か ら 下 の 部 屋 を 確認 し に : 


戻る と 効率 が よい だ ろう つ 。 


| エリ ア A は 、 ス ター 


入出 更 場 所 は 決ま っ て いる の で 、 隙 番 に 効 上 


: それ が で きれ ば 、 と っ さ に 突 
の 足場 に 戻っ て スタ ン バ イ で きる 。 な お 、 





自己 ベス ト 説 録 
は 、 ビジ ョ ンジ 
レク ト 画 面 に 表 
示さ れる 。 テ ク 


スイ リー WS 人!2126 
| アド バイ ス by M.O 


ムウ を すぐ 補充 で きる よう な 場所 で 、 ツウ ビ アン 2 
攻撃 する よう に 心がけ よう 。 後ろ か ら 必 撃 し て も 弦 
点 は 出現 し な い の で 、 必ず 正面 か ら 当て る こと 。 
ト 直 後 が 勝負 どこ ろ 。 1 段 降 
り て ム ら を 捕え 、 ち ょ っ と だ け 待っ て ジャ ンプ 投げ 
を する と 、 クビ ピ アン に 攻撃 が ヒ ッ ト す る 。 も う 一 - 度 








の か けら の 順 に 取り に いこ う 。 お だ な く 移 動 で きれ 


は 、 ク ピ ア ン の 弾 が 、 太陽 の か けら の 入っ た 宝箱 を 
目 の 前 で 壊し て くれ る は ず 。 ち ょ っ と で も 到着 が 選 


ブ ビデ アッ ン が ち ぢ ちょう ど よ い 位 置 に 停止 し て いる は ず 。 
E 求 成功 すれ ば すご 
く 気 持ち が いい 。 

エリ ア C で は 、 追い か ける より も 待ち か まえ る ほ 
う が 断 然 早 いし 確実 。 最初 の 一 一 撃 は 、 左上 の 足場 で 


| 加え る の が お すす め 。 あ と は 、 右 上 の 足場 に いれ ば 、 


ク ピ ア ン の 方 か ら 向かっ て くる 。 丸まっ て 突 進 し て 
く 和 の で 、 タイ ミン グ を 見 きわ め る こと が 重要 だ 。 
進 を 避け 、 すぐ に も と 
夢 の か け 
ー 芋 目 を 当て た 直 直後 に 取り LC つる 、 


アン っ 


い 


ら 大 は 、 




















WORLD ーー 
“フン ツ 所 625 ) 


| アド バイ ス by M.$ 


| たか 5 


に 、、 夢 の か けら を 取っ て いこ う 。 ーー 
効 害 キ ャ ラク ター ー の いる 部 屋 へ は 、 88 秒 を 目標 に 


入ろう 。 妨害 キャ ラク ター は 、 ら 0 秒 程度 で 倒す こと 。 : 





EXTRA 
大 大 文 交 区 
アド バイ ス by T.T 


に ム ゥ を 持っ た 状態 で エリ ア を 出る と 、 劇 的 に 


タイ ム を 短縮 で きる は ず 。 あ と は 、 フ ラム ゥ を リズ : 


ミカ ル に つか ん で いく こと が ポイ ント 。 


EXTRA 
っ Pieysee( 101:45 | 
員 アド バイ ス by M.O 


@ エ リア A で は 、 ム っ 箱 を 乗り 物 と し て 効率 よく 使 


お う 。 乗り の が し た ら タ イム を ロス する 。 また 、 エ 
リア を 出る と き は 、 ムウ を 持っ て いく こと を 忘れ ず 


後方 の へ ら を 取る の が 最善 の 方 法 だ 。 
@ ム ら を 持っ て いれ ば 、 
ゾ ツ Ge の も 
の うお ぢ お に ダッ UN し 、 沙 下 し な が ら 前 方 へ 投げ よう 。 
そう すれ ば 、 


- る あ は ず だ 。 
@ エ リア C に は 明確 な ショ ー ト カッ ト は な い 。 の ⑨6 | 
すら 練習 ある の み だ 。 最後 の 矢印 で ム ゥ を 往復 させ : 
| の ム ら を 倒す よう に 2 段 ジャ ンプ し 、 次 元 の 穴 の う 


る 技 は 再 挑戦 が 名 し い の で 、 一 発 で 決め よう 。 


@ エ リア D に 入っ た ら 、 落 下 し て くる ム ゥ に ぶつけ : 
な いよ うに 注意 し な が ら モ ンス ター ー を 投げ 、2 つ の : 


か ら ば こ 


乗る 高 さ まで 来 な いと 抜け られ な い の で 、 十分 気 
うば よ つう 。 


@ エ リア E で は 、 最 初 に どの 木 箱 を 壊す か が ポイ ン 
自 は 残し て お いた ほう が 、 夢 の : 
: で ゲッ ト し よう 。 


きす ご 


ト と な る 。 左下 の 木 4 
か けら 大 を 取り や すい だ ろう 。 


クロ ノア @c お ホー ム の 
| 人 者 コ メン ト も チェ ッ ク 


し クロ ノア @ ホ ー ム アド レス 
. 舞 本 表 





証 を 壊す 大 番 に コツ が ある 。 柏 戻 ら な いよ う 


エリ ア 日 の 夢 の か けら 大 は : 
空中 か ら 落 ち て くる ム ゥ は 次 元 の 穴 : 
: 葵 エリ ア B は 、 エル ビル を 使っ た 連続 ジャ ンプ が う 
効率 よく ロー ー プ に 重なっ た 宝箱 を 壊せ : 


宝箱 を 壊 そう 。 次 の エリ ア へ の 通路 は 、 NSF | 


開発 担当 者 の 最速 タダ イム の デー タ は 、 
2002 年 8 月 8 日 現在 の も の 。 
文 は 、 難 易 度 を 5 段階 で 示し て いる 。 





次 す 恨 人 
| ] | アド バイ ス by M.O 


@ エ リ ア A の 5 種類 の ム ウゥ の 出現 地点 & で は 、 か が たま 
っ て 歩い て る ム ゥ を 狙わ な いこ と 。 捕まえ た 瞬間 に 、 


他 の ムウ に 当たっ て 寺 れ る か ら だ 。 ど の 種類 で も よ 
に 。 落下 し な が ら 宝 箱 を 2 つ を 壊し 、 着地 後 すぐ に : 
| 後 、 か た まっ て いて る ムウ ゥ に わざ と 当て な が ら 、 8 


い の で 、 1 匹 で 歩い て る ムウ ゥ を うま く 捕 まえ 、 その 


段 ジャ ンプ で 走 場 へ 。 する 中 。 上 っ た 足場 の すぐ 横 
に 次 元 の 穴 \ が 開く は ず 。 

まく で きる か が: MT ツア ト だ 。 ジャ ンプ 上 上 昇 中 に 、 次 次 
の ジャ ンプ に 必要 な 、 フ ラム ゥ や エル ビル を 捕まえ 
られ る よう に な ろう 。 

@ エ リア C の ム ら ゥ 沙 下地 点 で は 、 な る べく た くさ ん 


ち に 次 の ムウ を 取り 、 連続 ジャ ンプ し よう 。 

@ エ リア ロ 最 後 の 矢 印 バ ネル は 、 投げ て も ム ゥ が 往 
優し な い の で 、 浦 空 で タイ ミン グ を 計っ て いる 余 格 
は な い 。 2 段 ジ ャ ンプ し た ら す ぐに 振り 返り 、 同じ 


: ム ら を 再度 つか も う 。 


@ エ リア E の ラス ト 地 点 は 、 ム ゥ を つか む の に 矢 
する と 、 次 の ム ゥ が な か な か 出現 し な い 。 必 すず 一 発 
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